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居
集
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之
上
』
注
釈

　

本
稿
は
、
大
窪
詩
佛
の
第
一
詩
集
『
卜
居
集
』
二
巻
の
う
ち
上
巻
の
注
釈
を

試
み
た
も
の
で
あ
る
。『
卜
居
集
』
は
、
後
に
『
詩
聖
堂
詩
話
』
に
語
ら
れ
る
よ

う
に
鷹
野
魯
屋
な
ど
の
資
金
協
力
を
得
て
、
寛
政
五
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、

詩
佛
の
最
初
期
の
詩
風
を
伝
え
る
詩
集
で
あ
る
。
ま
た
、
詩
佛
の
詩
だ
け
で
は

な
く
、
当
時
の
詩
友
で
あ
る
中
野
素
堂
の
詳
評
も
多
く
の
詩
に
附
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
詩
佛
と
そ
の
周
辺
の
詩
に
対
す
る
考
え
方
や
作
詩
事
情
な
ど
が
表
れ
て

お
り
、
そ
れ
も
興
味
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
詩
佛
は
時
に
二
十
七
歳
で
個

人
詩
集
と
し
て
異
例
と
も
言
え
る
ほ
ど
早
い
出
版
で
あ
る
。
多
く
の
詩
人
が
習

作
期
の
作
品
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、
詩
佛
も
既
に
三
十
三
歳
の
『
詩
聖
堂
詩
話
』

で
『
卜
居
集
』
刊
行
を
後
悔
す
る
旨
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
詩
佛
の
詩

風
の
変
遷
を
知
る
の
に
は
絶
好
の
資
料
と
い
え
る
。

　
［
凡
例
］

○�

本
稿
の
底
本
は
、
国
会
図
書
館
蔵
の
二
本
の
う
ち
乙
本
（
詩
文-3431

乙
）
を

用
い
た
。

○
山
本
北
山
の
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
省
略
し
た
。

○
詩
に
は
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
ふ
っ
た
。

○�

詩
と
評
は
、
白
文
（
便
宜
的
に
句
読
点
の
み
附
し
た
）・
書
き
下
し
文
・
訳
文

を
示
し
、
語
の
解
釈
も
で
き
る
だ
け
訳
文
の
中
に
含
め
る
よ
う
に
し
た
。
訳

文
だ
け
で
は
示
し
づ
ら
い
語
注
や
典
拠
な
ど
は
○
で
し
め
し
、
さ
ら
に
全
体

に
関
わ
る
よ
う
な
説
明
は
◎
で
し
め
し
た
。

○
書
き
下
し
文
は
、
原
本
の
訓
点
を
生
か
し
な
が
ら
私
に
訓
読
し
た
。

柳
垞
先
生
著
／
卜
居
集
／
素
堂
先
生
評　

文
刻
堂

卜
居
集
巻
之
上

　
　
　
　
　
　

常
陸　

柳
垞
大
窪
行　

天
民
著
撰

　
　
　
　
　
　

伊
勢　

素
堂
中
野
正
興
子
興
批
評

　
　
　
　
　
　

武
蔵　

晋
岱
井　

敬
義
伯
直
校
訂

1　

卜
居

宅
向
雲
林
烟
浦
移　
　

宅
は
雲
林
烟
浦
に
向
て
移
る

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

山　

口　
　
　

旬
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吟
眸
且
喜
十
分
奇　
　

吟
眸　

且
つ
喜
ぶ　

十
分
の
奇
な
る
を

新
窻
夜
半
聞
潮
落　
　

新
窻
夜
半　

潮
の
落
る
を
聞
き

舊
樹
朝
來
判
曉
遅　
　

舊
樹
朝
來　

曉
の
遅
き
を
判
ず

依
浪
軽
鷗
猶
未
熟　
　

浪
に
依
る
軽
鷗　

猶
ほ
未
だ
熟
せ
ず

賣
醪
老
叟
已
相
知　
　

醪
を
賣
る
老
叟　

已
に
相
知
る

一
身
従
是
何
嫌
痩　
　

一
身　

是
よ
り
何
ぞ
痩
る
を
嫌
は
ん

触
興
時
時
改
舊
詩　
　

興
に
触
て　

時
時　

舊
詩
を
改
す

清
新
圓
熟
柳
垞
本
色
。
前
聯
絶
好
。
柳
垞
常
謂
佳
句
易
得
而
佳
詩
難
得
也
。
圓

熟
之
難
也
、
諸
體
莫
不
皆
然
而
至
七
言
律
最
極
矣
。
此
詩
第
一
句
述
移
家
、
次

句
賛
其
景
、
三
四
分
承
雲
林
烟
浦
、
四
五
一
転
言
其
事
。
七
之
句
有
安
其
所
而

足
以
終
身
之
意
焉
。従
是
二
字
多
含
蓄
。末
句
触
興
改
詩
見
其
事
與
其
景
相
称
也
。

是
應
上
十
分
奇
。
以
結
一
篇
也
。
得
七
言
律
體
可
謂
能
酬
其
言
也
已
。

清
新
圓
熟
、
柳
垞
の
本
色
。
前
聯
、
絶
好
。
柳
垞
、
常
に
謂
ふ
「
佳
句
は
得
易

く
し
て
佳
詩
は
得
難
き
な
り
」
と
。
圓
熟
の
難
き
や
、
諸
體
、
皆
然
ら
ざ
る

こ
と
莫
し
。
而
し
て
七
言
律
に
至
っ
て
は
最
も
極
な
り
。
此
の
詩
、
第
一
句
、

家
の
移
る
を
述
ぶ
。
次
句
、
其
の
景
を
賛
し
、
三
四
、
雲
林
烟
浦
を
分
承
し
、

四
五
、一
転
し
て
其
の
事
を
言
ふ
。
七
の
句
、
其
の
所
に
安
じ
て
以
て
身
を
終
ふ

に
足
る
の
意
有
り
。「
従
是
」
二
字
含
蓄
多
し
。
末
句
、
興
に
触
れ
、
詩
を
改
し
、

其
の
事
と
其
の
景
と
相
称
ふ
を
見
る
な
り
。
是
れ
應
に
上
十
分
の
奇
な
る
べ
し
。

以
て
一
篇
を
結
ぶ
な
り
。
七
言
律
體
を
得
て
、
能
く
其
の
言
に
酬
ふ
と
謂
ふ
べ

き
な
る
の
み
。

【
訳
文
】
居
を
定
め
る

住
ま
い
を
、
雲
の
か
か
る
林
、
靄
の
か
か
る
浦
の
辺
り
に
移
し
た
。
詩
人
の
眼

か
ら
見
て
、
ま
た
風
光
が
十
分
に
素
晴
ら
し
い
の
を
喜
ん
で
い
る
。
新
居
の
窓

か
ら
は
夜
中
に
潮
の
退
く
音
が
聞
こ
え
、
古
く
か
ら
あ
る
木
は
鬱
蒼
と
し
て
、

朝
日
の
昇
る
の
が
遅
い
の
が
判
る
。
波
間
に
浮
か
ぶ
軽
や
か
な
鷗
と
は
、
ま
だ

な
じ
み
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
濁
酒
を
売
る
老
翁
と
は
既
に
知
り
合
い
だ
。
こ

れ
か
ら
ど
う
し
て
こ
の
身
が
詩
作
で
痩
せ
る
の
を
厭
お
う
か
。興
に
触
て
、時
々
、

旧
作
の
詩
を
推
敲
し
よ
う
。

　

清
新
に
し
て
圓
熟
し
た
表
現
は
、
詩
佛
（
柳
垞
）
の
持
ち
前
で
あ
る
。
前
聯

は
非
常
に
よ
い
。
詩
佛
は
、
常
に
言
っ
て
い
る
「
よ
い
句
は
得
易
い
が
、
よ
い

詩
は
得
難
い
も
の
だ
」
と
。
円
熟
し
難
い
の
は
、
ど
の
詩
体
も
、
皆
そ
う
で
な

い
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
七
言
律
に
至
っ
て
は
そ
の
極
み
で
あ
る
。
こ
の
詩

は
、
第
一
句
で
、
家
の
移
る
を
述
べ
、
次
句
で
、
そ
の
景
を
賛
美
し
、
三
四
句
で
、

雲
林
烟
浦
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
承
け
、
四
五
句
で
は
、
一
転
し
て
そ
の
人
事
を

言
う
。
七
の
句
で
は
、
そ
の
土
地
に
満
足
し
て
、
身
を
終
え
よ
う
と
い
う
意
志

が
見
え
る
。「
従
是
（
是
よ
り
）」
の
二
字
が
含
蓄
深
い
。
最
後
の
句
で
、
興
に

触
れ
て
は
、
詩
を
推
敲
す
る
、
と
言
い
、
そ
の
人
事
と
そ
の
景
色
と
調
和
さ
せ
た
。

こ
れ
は
正
に
（
詩
中
の
語
の
「
十
分
の
奇
」
以
上
の
）「
上
十
分
の
奇
」
と
言
え

よ
う
。
そ
し
て
、
一
篇
を
結
ぶ
の
で
あ
る
。
七
言
律
詩
体
で
、
そ
の
詩
体
の
性
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質
を
生
か
し
切
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

○
卜
居　

地
相
を
占
っ
て
住
む
と
こ
ろ
を
定
め
る
意
で
、
実
際
に
詩
佛
が
詩
人

と
し
て
独
立
し
転
居
し
た
こ
と
を
さ
す
。　

○
雲
林
烟
浦　

詩
佛
の
新
居
、
既

酔
亭
近
辺
の
品
川
・
高
輪
あ
た
り
の
風
景
を
さ
す
。　

○
吟　
「
詩
人
の
～
」
の

意
味
を
表
す
の
に
様
々
な
語
に
接
頭
語
的
に
付
く
。　

○
依
浪
軽
鷗　

鷗
は
邪

心
の
な
い
者
と
親
し
む
と
い
う
。
盟
鷗
の
故
事
。『
列
子
』　

○
痩　
「
痩
」
は
詩

佛
が
多
用
す
る
、自
分
自
身
の
詩
人
と
し
て
の
姿
で
あ
る
が
、元
来
は
李
白
の「
戯

贈
杜
甫
」
の
「
借
問
別
来
太
痩
生
」（『
唐
詩
紀
事
』）
に
基
づ
く
。

◎
詩
集
の
題
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
に
詩
人
と
し
て
の
独
立
宣
言
と
し
て
冒
頭

に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

2　

村
家

柴
門
径
暗
路
纔
通　
　

柴
門　

径
暗
く
し
て　

路　

纔
に
通
ず

茅
屋
間
憑
碧
竹
叢　
　

茅
屋　

間し
ず
かに
憑
る　

碧
竹
の
叢

雨
外
繅
車
聲
断
続　
　

雨
外　

繅
車　

聲
断
続

風
中
簷
馬
響
丁
東　
　

風
中　

簷
馬　

響
丁
東

一
泉
甘
水
堪
烹
茗　
　

一
泉
の
甘
水　

茗
を
烹
る
に
堪
へ

五
畝
肥
園
任
摘
菘　
　

五
畝
の
肥
園　

菘
を
摘
む
に
任
す

不
省
人
間
煩
冗
事　
　

人
間
煩
冗
の
事
を
省
せ
ず

八
旬
猶
健
白
頭
翁　
　

八
旬　

猶
ほ
健
な
り　

白
頭
翁

温
雅
渾
全
亦
柳
垞
本
色
。
七
八
尤
妙
。
得
詩
家
大
乗
。
凡
一
首
律
詩
起
承
転
合

四
字
盡
之
。
雖
有
佳
句
而
此
法
不
活
則
首
尾
不
熟
。
譬
若
四
支
不
仁
之
人
雖
有

眉
目
之
美
不
免
為
廃
物
。
雖
然
拘
者
亦
反
失
之
。
徒
費
意
於
照
應
而
欠
字
句
之

工
夫
。
譬
若
無
智
之
人
手
足
雖
健
不
過
一
皂
隷
。
両
得
兼
存
為
至
難
也
。
柳
垞

於
詩
最
用
心
於
此
際
。
讀
者
勿
忽
焉
。
此
詩
額
聯
總
承
一
二
之
句
無
痕
迹
也
。

五
六
之
轉
不
甚
着
力
。
所
以
伸
合
句
十
分
之
雋
永
也
。

温
雅
渾
全
も
亦
た
柳
垞
の
本
色
。
七
八
、
尤
も
妙
。
詩
家
の
大
乗
を
得
た
り
。

凡
そ
一
首
、
律
詩
の
起
承
転
合
の
四
字
、
之
に
盡
く
。
佳
句
有
り
と
雖
ど
も
、

此
の
法
、
活
か
さ
ず
ん
ば
則
ち
首
尾
熟
せ
ず
。
譬
へ
ば
四
支
不
仁
の
人
、
眉
目

の
美
有
り
と
雖
ど
も
廃
物
た
る
を
免
れ
ざ
る
が
若
し
。
然
り
と
雖
ど
も
拘
す
る

者
も
亦
た
反
て
之
を
失
す
。
徒
に
意
を
照
應
に
費
や
し
て
字
句
の
工
夫
を
欠
く
。

譬
へ
ば
無
智
の
人
、
手
足
健
な
り
と
雖
ど
も
一

そ
う
れ
い隷

に
過
ぎ
ざ
る
が
若
し
。
両

な
が
ら
得
、
兼
て
存
す
る
は
至
難
と
為
す
な
り
。
柳
垞
、
詩
に
於
て
最
も
心
を

此
の
際
に
用
ゐ
る
。
讀
者
、
忽
た
る
こ
と
勿
か
れ
。
此
の
詩
、
額
聯
、
一
二
の

句
を
總
承
し
痕
迹
無
き
な
り
。
五
六
の
轉
、
甚
だ
は
力
を
着
か
ず
。
合
句
、
十

分
の
雋
永
を
伸
ば
す
所
以
な
り
。

【
訳
文
】
柴
の
門
に
続
く
小
径
は
暗
く
、
路
は
や
っ
と
通
じ
て
い
る
。
茅
の
家

は
静
か
に
青
々
と
し
た
竹
林
に
接
し
て
い
る
。
雨
の
日
の
屋
外
で
は
、
荷
車
の

音
が
断
続
し
て
聞
こ
え
、
風
の
吹
く
中
で
は
、
軒
の
風
鈴
が
ち
ん
り
ん
と
響
く
。

一
泉
の
甘
い
水
で
は
、
茗
茶
を
烹
る
の
に
十
分
で
、
五
畝
ほ
ど
の
よ
く
肥
え
た
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庭
で
は
、
白
菜
が
摘
む
が
ま
ま
で
あ
る
。
世
間
の
煩
雑
な
事
が
ら
を
気
に
す
る

こ
と
も
な
く
、
白
頭
の
翁
は
、
八
十
歳
で
な
お
達
者
な
こ
と
だ
。

　

温
雅
で
渾
全
も
ま
た
詩
佛
（
柳
垞
）
の
持
ち
前
で
あ
る
。
七
八
句
は
絶
妙
で

あ
る
。
詩
人
と
し
て
悟
り
を
得
て
い
る
。
お
よ
そ
こ
の
一
首
は
、
律
詩
の
起
承

転
合
の
四
字
を
余
す
こ
と
な
く
表
現
し
た
も
の
だ
。
よ
い
句
が
あ
っ
て
も
、
こ

の
構
成
法
を
活
か
す
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
首
尾
が
調
和
し
な
い
。
譬
え
て
言
え

ば
手
足
が
き
か
な
い
人
は
眉
目
秀
麗
で
あ
っ
て
も
、
も
の
の
役
に
立
た
な
い
よ

う
な
も
の
だ
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ
の
方
法
に
拘
わ
る
者
も
ま
た
か
え
っ
て

失
敗
す
る
。
無
駄
に
意
を
構
成
の
照
応
に
費
や
し
て
字
句
の
工
夫
を
欠
い
て
し

ま
う
。
譬
え
て
言
え
ば
、
無
智
な
人
が
、
手
足
が
健
で
あ
っ
て
も
、
た
だ
の
し

も
べ
に
過
ぎ
な
い
よ
う
な
も
の
だ
。
両
方
自
分
の
も
の
と
し
て
、
兼
ね
て
い
る

の
は
至
難
の
業
な
の
で
あ
る
。
詩
佛
は
、
詩
に
お
い
て
最
も
注
意
を
こ
こ
に
用

い
て
い
る
。
読
む
者
は
、
そ
れ
を
う
っ
か
り
見
落
と
し
て
は
い
け
な
い
。
こ

の
詩
は
、
額
聯
が
一
二
句
を
ま
と
め
て
承
け
て
そ
の
痕
迹
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

五
六
句
の
転
で
、
あ
ま
り
力
を
入
れ
な
か
っ
た
の
が
、
七
八
句
で
十
分
表
現
力

を
発
揮
で
き
た
所
以
で
あ
る
。

○
八
旬
猶
健
白
頭
翁　
「
老
翁
八
十
猶
強
健
」
の
句
が
『
聯
珠
詩
格
』
巻
七
、
白

雪
湖
「
田
家
」
に
あ
る
。　

○
大
乗　

詩
佛
に
対
す
る
評
語
で
は
仏
教
語
が
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。　

○
額
聯　

普
通
は
律
詩
の
三
四
句
は
頷
聯
。頷
は
あ
ご
。

顎
（
あ
ご
・
ガ
ク
）
か
ら
額
（
ガ
ク
）
と
用
い
た
か
。
本
書
で
は
一
貫
し
て
「
額
聯
」

と
言
っ
て
い
る（
2
、27
、100
の
三
箇
所
）。　

○
無
痕
迹　
「
斧
鑿
痕
を
留
め
な
い
」

詩
文
に
技
巧
を
こ
ら
し
て
な
お
か
つ
そ
の
痕
跡
が
な
い
の
が
よ
い
詩
と
さ
れ
る
。

3　

江
亭
春
霽

亭
枕
清
江
眺
望
奇　
　

亭
は
清
江
に
枕
ん
で　

眺
望
奇
な
り

来
尋
剰
雨
乍
晴
時　
　

来
尋
す　

剰
雨　

乍
ち
晴
る
る
時

蘋
風
欲
起
岸
維
艇　
　

蘋
風　

起
ん
と
欲
し
て　

岸　

艇
を
維
ぎ

竹
霧
初
消
村
曝
絲　
　

竹
霧　

初
め
て
消
じ
て　

村　

絲
を
曝
ら
す

買
醉
寧
知
流
水
感　
　

醉
を
買
て　

寧
ろ
知
ん
や　

流
水
の
感

惜
春
懶
賦
落
花
詩　
　

春
を
惜
て　

賦
す
る
に
懶
し　

落
花
の
詩

何
愁
心
事
等
間
過　
　

何
ぞ
愁
ん　

心
事
の
等
間
に
過
る
こ
と
を

只
怨
風
光
特
地
移　
　

只
だ
怨
む　

風
光
の
特
地
に
移
る
を

三
之
句
承
一
、四
之
句
承
二
。
以
七
結
流
水
、
以
八
結
落
花
。
血
脈
流
通
而
其
法

自
整
。
近
世
詩
人
或
似
無
見
於
此
。
故
諄
諄
及
之
云
。

三
の
句
、
一
を
承
け
、
四
の
句
、
二
を
承
く
。
七
を
以
て
「
流
水
」
を
結
び
、

八
を
以
て
「
落
花
」
を
結
ぶ
。
血
脈
、
流
通
し
て
、
其
の
法
、
自
ら
整
の
ふ
。

近
世
の
詩
人
、
或
は
此
を
見
る
こ
と
無
き
が
似
し
。
故
に
諄
諄
と
し
て
之
に
及

ぶ
と
云
ふ
。

【
訳
文
】
亭
は
清
ら
か
な
江
に
臨
ん
で
、
眺
望
は
素
晴
ら
し
い
。
長
く
降
り
続



−299−

山
口　

旬　

大
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佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

い
た
雨
が
さ
っ
と
晴
れ
た
時
に
、
尋
ね
て
や
っ
て
来
た
。
水
草
の
上
に
風
が
起

と
う
と
す
る
時
に
、
岸
に
艇
を
つ
な
ぎ
、
竹
に
か
か
っ
て
い
た
霧
が
や
っ
と
消

え
た
頃
、
村
で
は
釣
糸
を
曝
ら
し
て
い
る
。
酒
を
買
っ
て
飲
め
ば
、
ど
う
し
て

水
の
流
れ
に
無
常
を
感
じ
た
り
し
よ
う
か
。
春
を
惜
し
ん
で
い
る
と
、
花
の
落

ち
る
詩
を
作
る
の
さ
え
面
倒
だ
。
ど
う
し
て
愁
お
う
か
、
自
分
の
思
い
が
な
お

ざ
り
に
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
。
た
だ
怨
む
の
は
、
季
節
の
風
光
が
あ
っ

と
い
う
間
に
移
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

三
句
は
、
一
句
を
承う

け
、
四
句
は
、
二
句
を
承
け
る
。
七
句
で
「
流
水
」
の
語

を
結
び
、
八
句
で
「
落
花
」
を
結
ぶ
。（
表
面
に
現
れ
な
い
）
血
脈
の
よ
う
に
、

一
句
お
き
に
流
れ
て
、
そ
の
構
成
法
は
、
自
ら
整
の
っ
て
い
る
。
最
近
の
詩
人

に
は
、
或
い
は
こ
う
し
た
方
法
を
見
る
こ
と
が
な
い
よ
う
だ
。
そ
こ
で
、
く
ど

く
ど
と
こ
の
説
明
に
及
ん
だ
と
い
う
わ
け
だ
。

○
亭
枕
清
江　

枕
は
、
の
ぞ
む
。　

○
流
水　

所
謂
、
逝
水
の
嘆
。『
論
語
』
子

罕
第
九
「
子
在
川
上
、
曰
『
逝
者
如
斯
夫
』」　

○
特
地　

地
は
助
字
。

◎
中
野
評
は
、
句
ご
と
の
対
応
を
指
摘
し
て
い
る
。
律
詩
は
絶
句
ほ
ど
構
成
が

明
確
で
は
な
い
の
で
、
句
ご
と
の
分
析
が
重
要
に
な
る
。

4　

郊
村

平
郊
一
路
破
村
沙　
　

平
郊　

一
路　

村
沙
を
破
る

穀
葉
重
重
接
塢
茶　
　

穀
葉　

重
重
と
し
て　

塢
茶
に
接
す

搗
紙
女
依
晴
岸
石　
　

紙
を
搗
く
女
は
晴
岸
の
石
に
依
り

攜
籠
翁
入
晩
山
霞　
　

籠
を
攜
る
翁
は
晩
山
の
霞
に
入
る

野
花
開
處
多
無
主　
　

野
花　

開
く
處　

多
く
は
主
無
く

叢
竹
深
中
定
有
家　
　

叢
竹　

深
き
中　

定
め
て
家
有
ら
ん

此
際
将
求
逃
世
客　
　

此
の
際　

将
に
世
を
逃
る
る
客
を
求
め
ん
と
す

遥
遥
隔
水
聴
琵
琶　
　

遥
遥　

水
を
隔
て
て
琵
琶
を
聴
く

後
聯
用
意
。
故
能
使
七
八
平
淡
之
句
有
滋
味
也
。　
　

後
聯
、
意
を
用
ゐ
る
。

故
に
能
く
七
八
平
淡
の
句
を
し
て
滋
味
有
ら
し
む
る
な
り
。

【
訳
文
】
広
々
と
し
た
郊
外
の
村
、
一
筋
の
路
が
、
ひ
な
び
た
土
地
を
破
る
よ

う
に
通
じ
、
穀
類
の
葉
は
、
何
層
に
も
重
な
っ
て
、
茶
の
土
手
に
接
す
る
ま
で

続
く
。
紙
を
搗
い
て
い
る
女
は
、
晴
れ
た
岸
辺
の
石
に
よ
り
か
か
り
、
籠
を
携

え
る
翁
は
、
暮
れ
か
か
っ
た
山
の
夕
焼
け
の
中
に
入
っ
て
い
く
。
野
の
花
が
咲

く
所
は
、
そ
の
多
く
は
主
も
無
い
土
地
で
、
竹
藪
が
深
く
茂
っ
て
い
る
中
に
は
、

定
め
て
家
が
有
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
ま
さ
に
世
を
逃
れ
る
御

仁
を
探
す
と
し
よ
う
。
川
を
隔
て
て
、
は
る
か
か
な
た
の
琵
琶
の
音
を
聴
い
て

い
る
。

後
聯
（
五
六
句
）
に
工
夫
し
て
余
情
の
あ
る
句
を
用
い
た
。
そ
れ
で
、
七
八
句

の
平
淡
の
句
に
滋
味
を
出
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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○
後
聯
用
意　

五
六
句
で
は
、「
主
無
し
」「
家
有
ら
ん
」
と
、
竹
を
植
え
て
隠

れ
住
む
風
流
人
の
存
在
を
想
像
さ
せ
、
七
八
句
の
意
や
行
動
に
つ
な
げ
て
い
る

こ
と
を
さ
す
。

◎
平
淡
の
詩
は
詩
佛
の
理
想
の
一
つ
で
、
こ
こ
で
中
野
評
は
平
淡
の
句
を
生
か

す
こ
と
を
可
能
に
す
る
詩
の
構
成
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

5　

晩
歸
品
川

烟
霧
高
輪
暮　
　

烟
霧　

高
輪
の
暮

前
途
更
渺
茫　
　

前
途　

更
に
渺
茫

潮
來
呑
缺
岸　
　

潮
來
て　

缺
岸
を
呑
み

月
湧
出
危
檣　
　

月
湧
て　

危
檣
を
出
す

蓬
戸
無
人
守　
　

蓬
戸　

人
の
守
る
無
く

梅
窗
有
酒
香　
　

梅
窗　

酒
の
香
し
き
有
り

縄
床
拂
塵
罷　
　

縄
床　

塵
を
拂
ひ
罷
て

乞
火
向
隣
荘　
　

火
を
乞
て　

隣
荘
に
向
ふ

清
麗
圓
妥
。前
對
佳
甚
。呑
出
二
字
大
巧
。斬
新
不
易
道
。　
　

清
麗
圓
妥
。前
對
、

佳
甚
し
。「
呑
」「
出
」
の
二
字
、
大
巧
、
斬
新
、
道
ひ
易
か
ら
ず
。

【
訳
文
】
靄
と
霧
の
中
、
高
輪
へ
の
帰
途
、
日
も
暮
れ
て
き
た
。
道
の
先
は
、

一
段
と
果
て
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
潮
が
満
ち
て
き
て
、
え
ぐ
ら
れ
た
よ
う

な
岸
を
呑
み
こ
み
、月
が
湧
い
て
き
て
、高
い
帆
柱
を
現
す
。
粗
末
な
我
が
家
は
、

留
守
を
守
る
人
も
無
い
が
、
梅
の
見
え
る
窓
か
ら
は
、
酒
の
よ
い
香
り
が
た
だ

よ
う
。
縄
の
腰
掛
け
の
塵
を
払
い
終
わ
っ
て
、
火
を
乞
い
に
、
隣
の
家
に
向
う
。

清
ら
か
で
麗
わ
し
く
円
熟
し
て
穏
や
か
な
詩
で
あ
る
。
前
對
が
、
特
に
非
常
に

良
い
。「
呑
」
と
「
出
」
の
二
文
字
が
、
非
常
に
巧
く
斬
新
で
、
な
か
な
か
表
現

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

○
高
輪　

当
時
の
詩
佛
の
住
ま
い
。
既
酔
亭
。　

○
月
湧　

高
輪
は
、「『
江
戸

名
所
図
会
』
高
輪
海
辺 

七
月
二
十
六
夜
待
ち
」
で
知
ら
れ
る
。　

○
梅
窗　

詩

佛
の
別
号
、
痩
梅
に
ち
な
む
。　

○
有
酒
香　

既
酔
亭
に
ち
な
む
。　

○
縄
床　

縄
を
張
っ
て
作
っ
た
粗
末
な
腰
掛
け
。
126
詩
に
も
あ
り
、
そ
の
表
現
で
は
身
を

横
た
え
る
長
椅
子
か
。

◎
前
聯
の
擬
人
化
し
た
表
現
を
ほ
め
た
か
。

6　

旅
况

籃
輿
吚
軋
中　
　

籃
輿　

吚
軋
の
中

郷
夢
只
纔
通　
　

郷
夢　

只
だ
纔
に
通
ず

過
嶺
溪
流
北　
　

嶺
を
過
れ
ば　

溪　

北
に
流
れ

背
山
家
面
東　
　

山
に
背
て　

家　

東
に
面
す

満
江
漁
艇
雨　
　

満
江　

漁
艇
の
雨

半
野
酒
旗
風　
　

半
野　

酒
旗
の
風

此
處
多
奇
跡　
　

此
の
處　

奇
跡
多
し
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大
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『
卜
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上
』
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釈

誰
為
爛
醉
翁　
　

誰
か
爛
醉
の
翁
と
為
る

【
訳
文
】
駕
籠
に
乗
り
、
掛
け
声
の
聞
こ
え
る
中
で
、
故
郷
を
思
う
夢
を
、
た

だ
わ
ず
か
に
見
て
い
る
。
嶺
を
過
ぎ
れ
ば
、
谷
川
は
、
北
側
に
流
れ
、
山
の
反

対
側
に
、
家
が
東
に
面
し
て
建
っ
て
い
る
。
川
い
っ
ぱ
い
の
漁
船
に
雨
が
降
り

か
か
り
、
野
原
に
半
ば
ほ
ど
の
酒
屋
の
旗
を
風
が
は
た
め
か
せ
て
い
る
。
こ
の

辺
り
に
は
、
珍
し
い
景
色
も
多
い
。
誰
が
醉
っ
ぱ
ら
い
の
翁
と
な
っ
て
、
そ
れ

を
見
過
ご
そ
う
か
。

○
籃
輿
吚
軋　

き
し
る
よ
う
な
音
。
范
成
大
「
高
景
山
夜
帰
」
に
「
伊
軋
籃
輿

草
露
間
」
の
句
が
あ
る
。　

○
郷
夢　

故
郷
に
関
す
る
夢
。

◎
寛
政
五
年
六
月
山
本
北
山
に
従
っ
て
行
っ
た
秋
田
旅
行
時
な
ど
の
詩
か
。

7　

墨
牡
丹

非
碧
還
非
白　
　

碧
に
非
ず　

還
た
白
に
非
ず

誰
将
淡
墨
描　
　

誰
か
淡
墨
を
将
て
描
く

寶
欄
無
月
夜　
　

寶
欄　

月
無
き
の
夜

錦
幄
未
明
朝　
　

錦
幄　

未
だ
明
け
ざ
る
の
朝

雨
過
枝
難
湿　
　

雨
過
て　

枝　

湿
ひ
難
く

風
廻
葉
欲
揺　
　

風
廻
て　

葉　

揺
れ
ん
と
欲
す

此
花
雖
異
色　
　

此
の
花　

色
を
異
に
す
と
雖
ど
も

不
可
是
花
妖　
　

是
れ
花
妖
な
る
べ
か
ら
ず

題
險
而
詩
穏
。　
　

題
、
險
に
し
て
、
詩
、
穏
か
な
り
。

【
訳
文
】（
そ
の
色
は
）
碧
で
は
な
く
、
ま
た
真
っ
白
で
も
な
い
。
い
っ
た
い
誰

が
（
こ
の
よ
う
な
絶
妙
な
）
淡
い
墨
で
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
美
し
い
欄
干
か

ら
見
る
、
月
の
無
い
夜
の
よ
う
で
、
き
ら
び
や
か
な
錦
の
帷
の
中
の
、
ま
だ
夜

の
明
け
な
い
朝
の
よ
う
な
モ
ノ
ト
ー
ン
だ
。
雨
が
通
り
過
ぎ
て
も
、
枝
は
潤
い

に
く
い
が
、
風
が
舞
え
ば
、
葉
は
か
す
か
に
揺
れ
る
よ
う
だ
。
こ
の
花
は
、
普

通
と
色
が
異
な
る
と
い
う
も
の
の
、
こ
れ
が
花
妖
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。

詩
の
題
は
、
詠
む
の
に
難
し
い
題
だ
が
、
詩
は
、
無
理
な
く
自
然
な
表
現
だ
。

○
非
碧
還
非
白　

こ
の
よ
う
な
対
象
の
細
か
い
属
性
を
羅
列
し
て
表
現
す
る
の

は
詩
佛
が
後
年
も
用
い
た
手
法
。「
雲
」「
似
霧
似
煙
還
似
雨
」
な
ど
。　

○
欲

揺　

画
の
牡
丹
な
の
で
揺
れ
な
い
と
言
う
の
が
普
通
だ
が
、
紙
に
描
か
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
紙
が
風
に
揺
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
言
っ
た
。

8　

夏
夜
集
田
中
子
建
宅

居
高
凉
自
有　
　

居　

高
く
し
て　

凉　

自
ら
有
り

况
此
雨
餘
天　
　

况
ん
や
此
れ　

雨
餘
の
天
を
や

事
率
觴
無
政　
　

事　

率
に
し
て　

觴
に
政
無
く

趣
真
琴
没
絃　
　

趣　

真
に
し
て　

琴
に
絃
没
し

風
多
半
岸
竹　
　

風
は
多
し　

半
岸
の
竹
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月
足
一
池
蓮　
　

月
は
足
る　

一
池
の
蓮

禮
用
和
為
貴　
　

禮
は
和
を
用
て
貴
と
為
す

何
妨
醉
且
顛　
　

何
ぞ
妨
げ
ん　

醉
て
且
つ
顛
す
る
こ
と
を

自
古
起
句
佳
不
可
多
得
也
。
此
首
一
二
不
恥
徃
賢
。
第
五
句
初
得
風
慳
半
岸
竹

句
。
自
謂
曰
、以
一
句
言
之
慳
字
勝
多
字
十
倍
、以
一
詩
観
之
不
與
起
句
相
應
也
。

與
有
好
句
寧
有
好
詩
卒
捨
而
不
顧
焉
。
可
以
為
詩
家
嘉
話
柄
矣
。
第
七
句
安
頓

法
語
尤
穏
。
老
杜
富
貴
於
我
如
浮
雲
者
、
不
多
譲
也
。

古
よ
り
起
句
の
佳
な
る
も
の
多
く
は
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
此
の
首
、
一
二
、

徃
賢
に
恥
ぢ
ず
。
第
五
句
、
初
め
「
風
慳
半
岸
竹
」
句
を
得
た
り
。
自
ら
謂
ひ

て
曰
は
く
、「
一
句
を
以
て
、
之
を
言
ふ
に
、
慳
字
、
多
字
に
勝
る
こ
と
十
倍
、

一
詩
を
以
て
之
を
観
る
に
、
起
句
と
相
應
ぜ
ざ
る
な
り
。
好
句
有
ら
ん
よ
り
は

寧
ろ
好
詩
有
ら
ん
。
卒
に
捨
て
て
顧
み
ず
」
と
。
以
て
詩
家
の
嘉
話
柄
と
為
す

べ
し
。
第
七
句
、
法
語
を
安
頓
し
尤
も
穏
な
り
。
老
杜
「
富
貴
は
我
に
於
て
浮

雲
の
如
し
」
な
る
者
、
多
く
は
譲
ら
ざ
る
な
り
。

【
訳
文
】
住
ま
い
は
高
台
に
あ
り
、
自
ら
涼
し
い
。
い
わ
ん
や
今
、
雨
上
が
り

の
空
の
も
と
で
あ
る
。
率
直
な
宴
な
の
で
、
酒
の
飲
み
方
は
気
ま
ま
で
、
趣
は

真
率
で
、（
陶
淵
明
に
な
ら
っ
て
）
琴
に
は
絃
が
な
い
。
岸
辺
の
半
ば
に
ま
で
叢

が
る
竹
の
音
で
、
風
の
強
い
の
が
わ
か
り
、
池
い
っ
ぱ
い
の
蓮
を
、
月
の
光
が

十
分
に
照
ら
す
。「
礼
は
和
を
も
っ
て
貴
し
と
す
る
」
と
い
う
で
は
な
い
か
、
ど

う
し
て
、
酔
っ
ぱ
ら
う
こ
と
を
遠
慮
し
よ
う
か
。

　

昔
か
ら
起
句（
第
一
句
）の
優
れ
た
も
の
は
多
く
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
詩
は
、

一
二
句
が
、
優
れ
た
先
人
に
恥
じ
な
い
出
来
ば
え
だ
。
第
五
句
は
、
初
め
「
風

慳
半
岸
竹
」
と
い
う
句
を
得
た
。
自
ら
言
う
に
は
「
一
句
だ
け
を
見
れ
ば
、
慳

の
字
は
、
多
の
字
に
十
倍
も
勝
っ
て
い
る
が
、
詩
全
体
を
見
れ
ば
、
起
句
と
う

ま
く
対
応
し
て
い
な
い
。
好
句
で
あ
る
よ
り
、好
詩
で
あ
る
べ
き
だ
。
結
局
（
慳

の
字
を
）
捨
て
て
顧
み
な
か
っ
た
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
詩
人
の
う
る
わ
し
い

話
題
と
な
っ
た
。
第
七
句
、
教
訓
を
う
ま
く
配
置
し
実
に
自
然
で
あ
る
。
杜
甫

が
「
富
貴
は
我
に
於
て
浮
雲
の
如
し
」
の
語
を
う
ま
く
引
用
し
た
の
に
、
多
く

は
譲
ら
な
い
。

○
田
中
子
建　
『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
「
名
は
見
年
。
夢
蝶
と
号
す
。
俗
称
、
喜

六
。
東
都
の
人
。」、『
幼
公
遺
草
』
に
も
詩
が
見
ら
れ
る
。　

○
觴
無
政　
「
觴

政
」
酒
宴
の
興
を
添
え
る
た
め
の
飲
酒
の
規
則
。　

○
琴
没
絃　

陶
淵
明
の
無

弦
琴
。　

○
禮
用
和
為
貴　
『
論
語
』
学
而
篇
に
「
有
子
曰
、
礼
之
用
和
為
貴
」

と
あ
る
。　

○
好
句
～
好
詩　

既
に
何
度
も
述
べ
て
き
た
佳
句
と
佳
詩
の
関
係

と
同
じ
。　

○
第
七
句
安
頓
法
語
尤
穏　
「
富
貴
於
我
如
浮
雲
」
は
『
論
語
』
述

而
篇
（
子
曰
、
飯
疏
食
飲
水
、
曲
肱
而
枕
之
、
楽
亦
在
其
中
矣
、
不
義
而
富
且
貴
、

於
我
如
浮
雲
。）
の
語
で
あ
る
が
、
杜
甫
が
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
詩
中
（「
丹
青
引

贈
曹
將
軍
霸
」）
に
効
果
的
に
引
用
し
て
い
る
手
法
を
さ
し
、
こ
の
詩
中
で
や
は

り
同
じ
『
論
語
』
の
「
禮
用
和
為
貴
」
を
効
果
的
に
用
い
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
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山
口　

旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

「
法
語
」
と
い
う
の
は
、
手
本
と
な
る
正
し
い
言
葉
。

◎
こ
こ
ま
で
詩
体
と
し
て
律
詩
が
続
い
て
い
る
。『
五
山
堂
詩
話
』
巻
一
に
世
評

と
し
て
「
詩
佛
は
七
律
に
長
じ
、
七
絶
に
短
な
り
」
と
あ
り
、
詩
佛
の
得
意
の

詩
体
で
あ
っ
た
。

9　

尋
花

栁
密
桃
踈
鶯
亂
啼　
　

栁
密
に
桃
踈
に
し
て　

鶯　

亂
れ
啼
く

晩
霞
軽
抹
水
東
西　
　

晩
霞　

軽
く
抹
す　

水
の
東
西

病
軀
初
覺
因
花
健　
　

病
軀　

初
て
覺
ゆ　

花
に
因
て
健
な
る
こ
と
を

一
日
経
過
幾
暖
堤　
　

一
日　

経
過
す　

幾
く
暖
堤

雅
淡
清
麗
轉
結
特
妙
。
得
作
家
正
脈
。
末
句
第
六
字
改
置
數
四
。
沈
吟
経
旬
最

後
得
暖
字
。
下
得
太
好
。
苦
心
之
功
不
摩
滅
也
。

雅
淡
清
麗
、
轉
結
、
特
に
妙
。
作
家
の
正
脈
を
得
た
り
。
末
句
の
第
六
字
、
改

置
す
る
こ
と
數
四
。
沈
吟
、
旬
を
経
て
最
後
に
暖
字
を
得
た
り
。
下
し
得
て
太

だ
好
し
。
苦
心
の
功
、
摩
滅
せ
ざ
る
な
り
。

【
訳
文
】
柳
は
び
っ
し
り
と
し
て
桃
の
花
は
ま
だ
疎
ら
な
と
こ
ろ
に
鴬
が
乱
れ

鳴
き
、
夕
焼
け
の
紅
が
、
軽
く
抹
す
る
よ
う
に
東
西
に
拡
が
っ
て
川
を
照
ら
す
。

病
ん
だ
体
が
、
花
の
お
か
げ
で
や
っ
と
健
や
か
に
な
っ
た
の
を
感
じ
る
。
一
日

で
ど
れ
ほ
ど
の
暖
か
い
日
の
当
た
る
堤
を
通
り
過
ぎ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

雅
淡
清
麗
で
、
転
句
と
結
句
が
特
に
優
れ
て
い
る
。
詩
人
の
正
統
を
継
ぐ
者
と

言
え
る
。
結
句
の
第
六
字
め
は
、
字
を
改
め
て
配
置
し
て
み
る
の
が
数
度
に
及

ん
だ
。
深
く
考
え
た
結
果
、
十
日
も
経
っ
て
最
後
に
「
暖
」
の
字
に
決
め
た
の

で
あ
る
。
字
を
置
い
て
み
る
と
実
に
よ
い
。
苦
心
の
功
は
、
摩
滅
す
る
こ
と
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

○
暖
堤　

例
え
ば
「
長
堤
」
な
ど
の
語
に
す
る
と
歩
い
た
距
離
を
示
す
だ
け
に

な
る
。
天
気
が
よ
く
気
分
の
い
い
こ
と
、
そ
う
し
た
日
の
下
で
も
病
軀
を
忘
れ

て
歩
き
回
っ
た
こ
と
も
示
す
の
で
、「
暖
」
の
字
が
優
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。　

○
雅
淡
清
麗　

言
い
方
は
様
々
に
変
化
さ
せ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
「
平
淡
」

と
同
じ
。　

○
轉
結
特
妙　

弱
っ
て
い
た
体
で
も
花
に
惹
か
れ
て
思
わ
ぬ
長
距

離
を
歩
い
て
し
ま
っ
た
と
花
を
直
接
描
写
す
る
の
で
は
な
く
体
に
良
か
っ
た
と

間
接
的
に
表
現
し
た
の
を
い
う
か
。

◎
推
敲
過
程
が
窺
が
え
る
。
ま
た
、
詩
中
の
風
景
は
江
戸
近
郊
の
桃
の
名
所
、

埼
玉
県
越
谷
市
な
ど
を
連
想
さ
せ
る
。

10　

元
旦

茅
屋
年
新
不
異
常　
　

茅
屋　

年
新
に
し
て
常
に
異
ら
ざ
る
も

春
心
只
覺
日
纔
長　
　

春
心　

只
だ
覺
ゆ　

日
の
纔
に
長
き
こ
と
を

間
人
事
業
君
休
笑　
　

間
人
の
事
業　

君　

笑
ふ
こ
と
を
休
め
よ

此
箇
吟
身
自
此
忙　
　

此
れ
箇
の
吟
身　

此
よ
り
忙
し
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【
訳
文
】粗
末
な
我
が
家
は
、新
年
に
な
っ
て
も
特
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
な
い
が
、

春
ら
し
い
気
持
ち
と
言
え
ば
た
だ
日
が
わ
ず
か
に
長
く
な
っ
た
の
を
感
じ
る
く

ら
い
だ
。
詩
人
と
は
暇
人
の
仕
事
だ
な
ど
と
言
っ
て
、
君
よ
、
笑
わ
な
い
で
ほ

し
い
。
こ
の
詩
人
の
身
は
、
こ
の
春
先
か
ら
が
忙
し
い
の
だ
か
ら
。

○
此
箇
吟
身
自
此
忙　

春
に
な
れ
ば
詩
材
が
多
い
こ
と
を
言
う
。

◎
詩
人
自
身
の
こ
と
を
「
間
人
」「
吟
身
」
と
表
現
し
て
い
る
。
中
野
評
が
な
い

の
は
素
直
な
詩
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

11　

睡
起
二
首

枯
腸
欲
湿
故
烹
泉　
　

枯
腸　

湿
さ
ん
と
欲
し
て　

故こ
と
ざら
に
泉
を
烹
る

因
頓
吟
思
枕
臂
眠　
　

因
頓
す
る
吟
思　

臂
を
枕
に
眠
る

睡
裡
分
明
過
驟
雨　
　

睡
裡　

分
明
に
驟
雨
過
ぐ

覺
來
茶
鼎
吐
軽
烟　
　

覺
め
來
れ
ば　

茶
鼎　

軽
烟
を
吐
く

枯
腸
欲
湿
者
欲
湿
枯
腸
也
。因
頓
吟
思
者
吟
思
因
頓
也
。古
人
句
法
近
世
莫
講
之
。

故
審
之
。

「
枯
腸
欲
湿
」
は
、「
欲
湿
枯
腸
」
な
り
。「
因
頓
吟
思
」
は
、「
吟
思
因
頓
」
な
り
。

古
人
の
句
法
、
近
世
、
之
を
講
ず
る
莫
し
。
故
に
之
を
審
ら
か
に
す
。

【
訳
文
】
詩
想
の
枯
れ
た
腸
を
潤
そ
う
と
思
い
、
わ
ざ
わ
ざ
泉
の
水
を
沸
か
し

て
み
た
。
詩
を
考
え
て
疲
れ
果
て
た
の
で
、
臂
を
枕
に
し
て
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

寝
て
い
る
夢
の
中
で
は
っ
き
り
と
俄
雨
が
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
が
、
醒
め
て
み

れ
ば
、
茶
鼎
が
軽
く
湯
気
を
吐
い
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

「
枯
腸
欲
湿
」
は
、「
欲
湿
枯
腸
」
と
同
じ
で
、「
因
頓
吟
思
」
は
、「
吟
思
因
頓
」

の
こ
と
で
あ
る
。
古
人
の
句
法
で
あ
り
、
最
近
、
こ
の
句
法
を
講
ず
る
者
が
い

な
い
の
で
、
こ
こ
に
書
い
て
お
く
。

○
枯
腸　

ひ
か
ら
び
た
は
ら
わ
た
。
文
藻
の
と
ぼ
し
い
こ
と
。　

○
故
烹
泉　

故　

普
通
の
水
で
な
く
泉
で
と
い
う
こ
と
。　

○
因
頓　

疲
れ
て
倒
れ
る
こ
と
。　

○
枕
臂
眠　
「
曲
肱
而
枕
之
」『
論
語
』「
述
而
」
貧
し
い
が
楽
し
み
が
あ
る
（
枕

も
な
い
状
態
な
の
で
）。　

○
睡
裡
分
明
過
驟
雨　

夢
の
中
で
聞
い
た
音
が
覚
め

て
み
れ
ば
現
実
の
別
の
音
で
あ
っ
た
と
い
う
発
想
の
型
。　

○
覺
來
茶
鼎
吐
軽

烟　

杜
牧
「
題
禅
院
」
に
「
茶
烟
輕
颺
落
花
風
」
と
あ
る
。

◎
散
文
と
違
っ
て
詩
で
は
、
平
仄
な
ど
の
関
係
か
ら
語
順
を
入
れ
替
え
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
。

12　

そ
の
２

常
思
採
薬
入
雲
峰　
　

常
に
思
ふ　

薬
を
採
て
雲
峰
に
入
ら
ん
こ
と
を

假
寐
亦
追
塵
外
蹤　
　

假
寐
も
亦
た
追
ふ　

塵
外
の
蹤

一
夢
醒
来
何
所
記　
　

一
夢　

醒
め
来
れ
ば　

何
の
記
す
る
所
ぞ

天
台
山
上
數
株
松　
　

天
台
山
上　

數
株
の
松
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大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

飄
逸
可
愛
。　
　

飄
逸
、
愛
す
べ
し
。

【
訳
文
】
常
に
、
薬
を
採
り
に
雲
の
深
い
高
山
に
入
る
こ
と
を
思
っ
て
い
る
。

う
た
た
ね
で
見
る
夢
の
中
で
も
、
俗
世
間
を
離
れ
た
と
こ
ろ
を
訪
ね
て
い
る
。

一
回
、
夢
か
ら
覚
め
て
何
を
憶
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、
天
台
山
に
生
え
て
い

る
数
株
の
松
の
木
な
の
で
あ
っ
た
。

飄
逸
で
、
愛
す
べ
き
詩
で
あ
る
。

○
常
思
採
薬
入　

薬
草
を
採
り
に
雲
深
い
山
に
入
る
の
は
隠
者
の
常
。　

○
雲

峰　

雲
の
か
か
っ
て
い
る
高
山
。
○
假
寐　

昼
着
る
衣
を
つ
け
た
ま
ま
眠
る
。

う
た
た
ね
。（
詩
経
・
小
雅
）　

○
塵
外　

俗
世
間
を
離
れ
た
場
所
。　

○
天
台

山　

天
台
宗
の
聖
地
、
浙
江
省
天
台
県
。
好
ん
で
用
い
る
仏
教
関
係
の
語
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。　

○
飄
逸
可
愛　

感
想
の
み
の
評
で
あ
る
。

13　

夏
夜
同
北
山
先
生
山
本
公
行
山
田
伯
方
江
間
德
人
遊
道
灌
山

（
夏
夜
、
北
山
先
生
・
山
本
公
行
・
山
田
伯
方
・
江
間
德
人
と
同
じ
く
道
灌
山

に
遊
ぶ
。）

逐
凉
行
盡
断
山
西　
　

凉
を
逐
て
行
き
盡
す　

断
山
の
西

満
眼
蕭
然
轉
欲
迷　
　

満
眼　

蕭
然
と
し
て
轉
た
迷
は
ん
と
欲
す

林
外
鐘
聲
知
有
寺　
　

林
外
の
鐘
聲　

寺
有
る
こ
と
を
知
り

岸
邊
草
色
恐
無
蹊　
　

岸
邊
の
草
色　

恐
く
は
蹊
無
し

窺
人
老
犬
間
籬
吠　
　

人
を
窺
ふ
老
犬　

籬
を
間へ

だ

て
て
吠
へ

驚
月
痴
鴉
匝
樹
啼　
　

月
に
驚
く
痴
鴉　

樹
を
匝め
ぐ
りて
啼
く

乘
興
莫
論
歸
路
遠　
　

興
に
乘
じ
て　

論
ず
る
こ
と
莫
れ　

歸
路
の
遠
き
こ
と
を

随
身
自
有
一
枝
藜　
　

身
に
随
ふ　

自
ら
一
枝
の
藜
有
り

【
訳
文
】
夏
の
夜
、
北
山
先
生
・
山
本
公
行
・
山
田
伯
方
・
江
間
德
人
と
共
に

道
灌
山
に
出
か
け
た
。

凉
を
求
め
て
き
り
た
っ
た
山
の
西
の
果
て
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、
目
に
入
る
も

の
全
て
も
の
さ
び
し
く
、
ま
す
ま
す
迷
い
そ
う
に
な
っ
て
き
た
。
林
の
向
こ
う

か
ら
聞
こ
え
る
鐘
の
音
で
、
寺
の
有
る
の
が
わ
か
り
、
岸
の
あ
た
り
の
草
の
様

子
か
ら
、
恐
く
道
が
な
い
の
が
想
像
で
き
る
。
人
の
様
子
を
窺
う
老
犬
は
、
垣

根
を
隔
て
て
吠
え
、
月
に
驚
く
愚
か
な
鴉
は
、
樹
を
め
ぐ
っ
て
啼
く
。
興
に
乗

じ
れ
ば
、
帰
路
の
遠
い
の
は
問
題
で
は
な
い
。
身
に
は
自
ら
一
本
の
藜
の
杖
を

携
え
て
い
る
の
が
有
る
の
だ
か
ら
。

○
北
山
先
生　

山
本
北
山
。　

○
山
本
公
行　

山
本
緑
陰
。
山
本
北
山
の
子
。

同
じ
く
漢
学
者
。　

○
山
田
伯
方　
「
山
田
櫻
宇
、名
は
直
大
、字
は
伯
方
」と『
詩

聖
堂
詩
話
』
に
あ
る
。　

○
江
間
德
人　

寿
阿
弥
曇
奝
の
前
名
。
森
鷗
外
の
「
寿

阿
弥
の
手
紙
」
で
知
ら
れ
る
。　

○
道
灌
山　

日
暮
里
か
ら
田
端
に
続
く
台
地
。

『
江
戸
名
所
図
会
』
に
「
道
灌
山
…
…
こ
の
地
、
薬
草
多
く
、
採
薬
の
輩
つ
ね
に
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こ
こ
に
来
れ
り
。
こ
と
に
秋
の
頃
は
松
虫
・
鈴
虫
、
露
に
ふ
り
い
で
て
清
音
を

あ
ら
は
す
」
と
あ
り
、
虫
聴
き
で
有
名
。　

○
断
山　

き
り
た
っ
た
よ
う
な
け

わ
し
い
山
。

14　

題
画
（
画
に
題
す
。）

寫
出
江
山
千
里
景　
　

寫
し
出
す　

江
山
千
里
の
景

風
情
總
向
此
中
稠　
　

風
情　

總
て
此
の
中
に
向
て
稠
し

一
群
鷗
鷺
飛
無
影　
　

一
群
の
鷗
鷺　

飛
ん
で
影
無
し

萬
頃
波
瀾
疊
不
流　
　

萬
頃
の
波
瀾　

疊
ん
で
流
れ
ず

突
兀
雲
巒
常
吐
雨　
　

突
兀
た
る
雲
巒
の
常
に
雨
を
吐
き

参
差
楓
岸
鎮
留
秋　
　

参
差
た
る
楓
岸　

鎮と
こ
しな
へ
に
秋
を
留
む

相
看
何
識
老
将
至　
　

相
看
て
何
ぞ
識
ら
ん　

老
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
を

恰
是
人
間
小
十
洲　
　

恰
か
も
是
れ
人
間
の
小
十
洲

常
鎮
二
字
置
得
妙
。
不
須
題
而
知
其
為
画
図
也
。　
　
「
常
・
鎮
」
二
字
、
置
き

得
て
妙
。
題
を
須
ゐ
ず
し
て
其
の
画
図
た
る
を
知
る
な
り
。

【
訳
文
】
見
事
に
描
き
だ
し
た
も
の
だ
、
こ
の
山
水
が
千
里
も
つ
づ
く
景
色
を
。

そ
の
風
情
は
す
べ
て
こ
の
絵
の
中
に
豊
か
に
表
れ
て
い
る
。
一
群
の
鷗
や
鷺
は

飛
ん
で
い
る
が
、
そ
の
影
は
無
く
、
果
て
し
な
い
波
は
、
連
な
り
重
な
っ
た
ま

ま
流
れ
な
い
。
高
く
聳
え
立
つ
雲
の
か
か
る
峰
は
、
常
に
雨
を
そ
そ
ぎ
、
不
揃

い
に
楓
が
植
わ
る
岸
辺
に
は
、
永
遠
に
秋
を
留
め
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
い
れ

ば
ど
う
し
て
老
い
が
至
ろ
う
と
す
る
の
を
知
ろ
う
か
。
こ
こ
は
人
間
世
界
に
あ

り
な
が
ら
、
あ
た
か
も
仙
境
の
山
中
だ
。

「
常
」
と
「
鎮
」
の
二
字
は
、
実
に
う
ま
く
配
置
し
た
。
題
画
と
い
う
題
が
無

く
て
も
、
描
か
れ
た
世
界
が
画
中
で
あ
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。

○
向
此
中　
「
向
」
は
「
於
」
の
平
仄
に
よ
る
置
き
換
え
字
。　

○
飛
無
影　
「
影

無
し
・
流
れ
ず
」
も
絵
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。　

○
突
兀　

高
く
聳

え
る
さ
ま
。　

○
相
看
何
識
老
将
至　

仙
界
で
は
時
間
の
流
れ
が
俗
界
と
異
な

る
。　

○
十
洲　

道
教
で
大
海
中
の
神
仙
の
居
住
す
る
十
名
山
。

◎
評
で
題
画
詩
の
基
準
が
記
さ
れ
る
。
時
間
が
止
ま
っ
て
い
る
表
現
で
、
現
実

の
風
景
を
表
現
し
た
詩
と
の
区
別
を
図
っ
た
。

15　

寄
懐
今
川
剛
矦
（
今
川
剛
矦
に
寄
懐
す
。）

日
月
徂
如
下
坂
車　
　

日
月
の
徂
く
は
坂
を
下
る
車
の
如
し

前
遊
僂
指
總
堪
嗟　
　

前
遊　

指
を
僂
す
れ
ば
總
て
嗟
す
る
に
堪
た
り

舊
窗
緑
雨
新
抽
竹　
　

舊
窗
の
緑
雨　

新
た
に
抽
く
竹

満
架
紅
風
半
爛
花　
　

満
架
の
紅
風　

半
ば
爛
る
る
花

句
至
自
然
痴
亦
足　
　

句
は
自
然
に
至
て　

痴
も
亦
た
足お

お

く

酒
因
太
醉
量
還
加　
　

酒
は
太
醉
に
因
て　

量　

還
た
加
ふ

思
君
更
想
同
歓
事　
　

君
を
思
て
更
に
同
歓
の
事
を
想
へ
ば

夢
遶
西
郊
第
一
家　
　

夢
は
遶
る　

西
郊
の
第
一
家
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『
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【
訳
文
】
月
日
の
過
ぎ
る
の
は
、
坂
を
転
が
る
車
の
よ
う
で
、
前
回
の
行
遊
を

指
折
り
数
え
れ
ば
、
す
べ
て
歎
く
べ
き
こ
と
だ
。
古
い
窓
の
緑
の
雨
か
と
思
う

と
新
た
に
移
し
た
竹
で
、
棚
い
っ
ぱ
い
の
紅
い
風
か
と
思
う
と
半
ば
咲
き
老
い

た
花
だ
。
句
は
自
然
に
出
来
る
が
、
駄
句
も
ま
た
多
く
、
酒
は
大
い
に
酔
っ
て
、

酒
量
も
ま
た
増
え
て
し
ま
う
。
君
の
こ
と
を
思
っ
て
、
更
に
共
に
楽
し
ん
だ
こ

と
を
想
う
と
、
夢
は
、
昔
の
秋
の
野
一
番
の
家
を
め
ぐ
る
こ
と
だ
。

○
今
川
剛
矦　
「『
臭
蘭
稿
甲
集
』「
名
は
毅
、
緑
窓
と
号
す
。
備
後
福
山
の
人
」

と
あ
る
。
37
詩
「
寄
菅
伯
美
」
の
注
と
し
て
「
伯
美
、
同
社
友
の
今
川
剛
侯
の

兄
な
り
」と
あ
り
、菅
伯
美
の
弟
で
あ
る
の
が
知
ら
れ
る
。菅
伯
美
は
、菅
谷
帰
雲
。

詩
佛
に
と
っ
て
は
兄
の
菅
伯
美
よ
り
先
に
面
識
が
あ
っ
た
。　

○
緑
雨
～
紅
風　

緑
雨
は
「
新
緑
の
こ
ろ
に
降
る
雨
」、
紅
風
は
「
紅
葉
し
た
か
え
で
の
た
め
に
赤

く
見
え
る
風
」と
い
う
意
味
が
あ
る
が
、こ
こ
は
具
体
物
と
と
ら
ず
に
解
釈
し
た
。　

○
夢
遶
西
郊　

都
城
外
の
西
方
の
野
。
西
方
の
野
で
秋
を
迎
え
る
祭
り
を
行
う

か
ら
転
じ
て
秋
の
野
辺
を
い
う
。

16　

歳
盡

春
信
欲
来
誰
得
知　
　

春
信　

来
ら
ん
と
欲
し
て　

誰
か
知
る
こ
と
を
得
ん

寒
威
唯
比
昨
宵
衰　
　

寒
威　

唯
だ
昨
宵
に
比
す
れ
ば
衰
ふ

滴
檐
疎
雨
雪
消
處　
　

檐
に
滴
る
疎
雨　

雪
の
消
ず
る
處

貼
樹
微
霜
梅
發
時　
　

樹
に
貼
す
る
微
霜　

梅
の
發
く
時

閲
暦
先
祈
三
月
霽　
　

暦
を
閲
し
て
先
づ
祈
る　

三
月
の
霽

檢
函
手
選
一
年
詩　
　

函
を
檢
し
て
手
か
ら
選
む　

一
年
の
詩

花
晨
預
思
索
藜
出　
　

花
晨　

預
じ
め
思
ふ　

藜
を
索
て
出
ん
こ
と
を

新
句
應
無
人
競
奇　
　

新
句　

應
に
人
の
奇
を
競
ふ
無
か
る
べ
し

第
四
句
牽
強
惜
也
。
不
為
好
聯
。　
　

第
四
句
、
牽
強
、
惜
し
い
か
な
、
好
聯

為
ら
ず
。

【
訳
文
】
春
の
便
り
が
来
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
誰
が
知
り
得
よ
う
。
た
だ
、

寒
さ
の
勢
い
が
、
昨
晩
に
比
べ
れ
ば
衰
え
た
の
が
わ
か
る
く
ら
い
だ
。
雪
が
解

け
て
、
ま
ば
ら
な
雨
の
よ
う
に
軒
に
滴
り
落
ち
る
頃
で
、
梅
が
咲
い
て
、
微
か

な
霜
の
よ
う
に
樹
に
貼
り
付
い
た
時
の
こ
と
。
暦
に
目
を
通
し
て
、
ま
ず
春
三

箇
月
の
晴
を
祈
り
、
箱
を
あ
ら
た
め
て
、
自
ら
こ
の
一
年
の
好
詩
を
選
ぶ
。
今

か
ら
考
え
て
い
る
、
花
咲
く
朝
に
藜
の
杖
を
索
て
出
か
け
る
こ
と
を
。
新
鮮
な

句
が
で
き
て
、
他
に
奇
を
競
う
者
も
い
な
い
は
ず
だ
。

第
四
句
が
無
理
な
こ
じ
つ
け
で
、
惜
し
い
こ
と
に
、
良
い
聯
に
な
ら
な
か
っ
た
。

○
貼
樹
微
霜　

樹
に
微
霜
が
貼
し
て
、
そ
れ
が
白
梅
の
比
喩
で
あ
る
と
い
う
句

だ
が
、
評
で
は
牽
強
と
さ
れ
た
。　

○
祈
三
月
霽　

春
に
な
る
と
詩
材
が
増
え

る
か
ら
い
う
。
10
詩
「
元
旦
」
に
も
類
想
句
が
あ
る
。　

○
檢
函
手
選
一
年
詩　

祭
詩
の
こ
と
。
賈
島
の
故
事
。「
以
歳
除
之
夜
、
取
一
年
所
作
詩
」
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17　

寄
懐
中
野
子
興

羨
君
無
事
這
心
安　
　

羨
む　

君
の
無
事
に
し
て
這
の
心
の
安
き
こ
と
を

短
褐
偏
慙
忽
向
寒　
　

短
褐　

偏
に
慙
づ　

忽
ち
寒
に
向
ふ
こ
と
を

新
夢
難
将
新
句
寄　
　

新
夢　

新
句
を
将
て
寄
せ
難
く

舊
遊
唯
把
舊
篇
看　
　

舊
遊　

唯
だ
舊
篇
を
把
て
看
る
の
み

閒
中
歳
月
詩
三
昧　
　

閒
中
の
歳
月　

詩
三
昧

静
裏
穐
光
雪
一
團　
　

静
裏
の
穐
光　

雪
一
團
〔
菊
有
一
團
雪
名
〕

別
後
頻
思
情
話
馥　
　

別
後　

頻
に
情
話
の
馥
き
こ
と
を
思
ひ
て

採
毫
徒
寫
獨
頭
蘭　
　

毫
を
採
て　

徒
に
寫
す　

獨
頭
蘭

合
句
不
拘
事
實
而
自
有
據
焉
。
最
可
喜
者
也
。　
　

合
句
、
事
實
に
拘
ら
ず
し

て
自
ら
據
る
有
り
。
最
も
喜
ぶ
べ
き
者
な
り
。

【
訳
文
】
羨
ま
し
い
こ
と
だ
、
君
が
特
に
事
も
無
く
そ
の
心
を
安
ん
じ
て
い
る

の
が
。
私
と
き
た
ら
粗
末
な
短
か
い
衣
が
、
実
に
恥
ず
か
し
い
、
す
ぐ
に
寒
い

季
節
に
な
ろ
う
と
い
う
の
に
。
新
し
く
見
た
夢
で
も
、
新
句
を
（
君
に
）
寄
せ

る
こ
と
は
難
し
く
、
旧
遊
を
思
い
出
し
て
も
、（
新
た
な
発
想
は
な
く
）
た
だ
旧

篇
を
把
っ
て
見
る
だ
け
だ
。
閑
暇
な
歳
月
は
、
詩
三
昧
に
過
ご
し
、
静
か
な
中

の
秋
の
風
光
は
、
雪
一
団
な
る
菊
の
花
が
あ
る
。〔
菊
に
「
一
団
雪
」
と
名
づ
け

る
も
の
が
あ
る
〕
別
後
に
、
頻
り
に
心
の
こ
も
っ
た
話
の
う
る
わ
し
か
っ
た
こ

と
を
思
っ
て
、
筆
を
執
っ
て
、
空
し
く
花
一
輪
を
付
け
る
蘭
を
描
い
て
い
る
。

最
後
の
二
句
は
、
実
際
の
事
柄
に
関
わ
ら
な
い
が
、
自
ら
思
い
当
た
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
私
に
と
っ
て
最
も
喜
ぶ
べ
き
句
で
あ
る
。

○
中
野
子
興　

評
者
の
中
野
素
堂
。　

○
獨
頭
蘭　

花
一
輪
の
蘭
。
蘭
は
君
子

に
例
え
ら
れ
る
。
中
野
素
堂
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。　

○
合
句　

律
詩
の
七
八
句

め
を
指
す
。

18　

春
日
幽
居

四
山
隣
里
絶　
　

四
山　

隣
里
絶
へ

一
路
傍
樵
溪　
　

一
路　

樵
溪
に
傍
ふ

門
設
無
人
賀　
　

門　

設
れ
ど
も
人
の
賀
す
る
無
く

簾
垂
有
鳥
啼　
　

簾　

垂
れ
て
鳥
の
啼
く
有
り

栁
眠
凮
漸
静　
　

栁　

眠
て　

風　

漸
く
静
に

梅
綻
月
新
低　
　

梅　

綻
て　

月　

新
に
低
し

也
識
足
春
味　
　

也
た
識
る　

春
味
の
足
る
こ
と
を

芽
抽
早
韭
畦　
　

芽
は
抽
く　

早
韭
の
畦

【
訳
文
】
四
方
は
山
に
囲
ま
れ
、
隣
り
の
里
と
は
途
も
絶
え
か
か
っ
て
い
る
が
、

わ
ず
か
に
一
本
の
路
が
、
木
樵
の
通
る
谷
川
に
沿
っ
て
通
じ
て
い
る
。
門
は
、

設
け
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
新
年
の
賀
客
も
無
く
、
簾
を
下
ろ
し
て
い
て
も
、

鳥
の
囀
り
は
聞
こ
え
て
く
る
。
だ
ん
だ
ん
と
風
が
静
か
に
吹
い
て
き
て
、
柳
が

葉
を
垂
ら
し
て
眠
っ
て
い
る
よ
う
で
、
梅
の
花
が
綻
ん
で
い
る
の
を
、
出
た
ば
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か
り
の
月
が
低
く
照
ら
し
て
い
る
。
ま
た
他
か
ら
も
、
春
の
風
情
が
満
ち
て
き

た
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
春
初
に
一
番
美
味
と
い
う
韭に
ら

の
芽
が
出
て
き
た

畦
の
あ
た
り
に
。

○
一
路
傍
樵
溪　

原
本
「
溪
」
と
あ
る
が
「
蹊
」
の
誤
り
か
。
韻
目
は
ど
ち
ら

も
八
齊
。「
徯
」
は
仄
字
で
韻
目
違
い
。　

○
門
設
無
人
賀　

陶
淵
明
の
「
結
廬

在
人
境
、
而
無
車
馬
喧
」（
飲
酒
其
五
）
以
来
の
表
現
。　

○
芽
抽
早
韭
畦　

南

斉
の
文
恵
太
子
が
周
顒
に
、「
山
中
で
何
が
一
番
お
い
し
い
か
」
と
尋
ね
た
の
に

答
え
て
「
春
初
早
韭
、
秋
末
晩
菘
」
と
答
え
た
と
い
う
（『
南
史
』
周
顒
伝
）。
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竹
醉
日

期
時
至
今
日　
　

時
を
期
し
て　

今
日
に
至
り

扶
醉
向
茅
茨　
　

醉
を
扶
て　

茅
茨
に
向
ふ

微
雨
将
方
落　
　

微
雨　

将
に
方
に
落
ち
ん
と
す

剛
風
且
莫
吹　
　

剛
風　

且
く
吹
く
こ
と
莫
か
れ

虚
心
何
有
夢　
　

虚
心　

何
ぞ
夢
有
ら
ん

熟
睡
總
無
知　
　

熟
睡　

總
て
知
る
こ
と
無
し

醒
去
君
休
恠　
　

醒
め
去
て　

君　

恠
し
む
こ
と
を
休
め
よ

為
求
閒
地
移　
　

為
め
に
閒
地
を
求
て
移
す
を

工
緻
切
題
。
人
有
此
伎
倆
世
無
難
題
。　
　

工
緻
、
題
に
切
な
り
。
人
、
此
の

伎
倆
有
れ
ば
、
世
に
難
題
無
し
。

【
訳
文
】（
竹
を
移
し
植
え
る
）
時
期
を
待
っ
て
、
今
日
に
至
り
、（
竹
の
）
酔

い
を
助
け
て
、
わ
が
あ
ば
ら
屋
に
向
か
う
。
微
か
な
雨
が
、
ま
さ
に
ち
ょ
う
ど

落
ち
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
強
い
風
は
、
し
ば
ら
く
吹
か
な
い
で
ほ
し
い
。（
芯

の
な
い
竹
は
）
虚
心
で
、
何
で
夢
見
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
熟
睡
し
て
、
何
も

知
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
酔
い
か
ら
醒
め
て
も
、君
よ
、怪
し
ま
な
い
で
く
れ
。

君
の
為
め
に
静
か
な
土
地
を
求
て
移
植
し
た
の
だ
か
ら
。

緻
密
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
て
、題
に
ぴ
っ
た
り
し
て
い
る
。こ
の
技
倆
が
あ
れ
ば
、

世
間
に
難
題
と
い
う
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。

○
竹
醉
日　

陰
暦
五
月
十
三
日
。
一
説
に
八
月
五
日
。
竹
迷
日
と
も
。
こ
の
日

竹
を
植
え
る
の
に
良
い
と
い
う
。　

○
君　

竹
を
指
す
。竹
の
別
名
、此
君
か
ら
。　

○
虚
心　

竹
の
中
空
な
の
を
い
う
。

20　

送
海
君
玉
之
備
中
二
首
（
海
君
玉
の
備
中
に
之
く
を
送
る
二
首
）

馬
蹄
日
日
蹈
霜
行　
　

馬
蹄　

日
日　

霜
を
蹈
て
行
く

鳴
雁
啼
猿
總
是
情　
　

鳴
雁　

啼
猿　

總
て
是
れ
情

求
宿
當
求
無
水
處　
　

宿
を
求
め
ば　

當
に
水
無
き
處
を
求
む
べ
し

潺
湲
為
恐
夢
難
成　
　

潺
湲　

為
に
恐
る　

夢
の
成
り
難
き
こ
と
を

能
以
平
易
之
事
為
新
美
之
句
。
要
在
造
語
之
工
。　
　

能
く
平
易
の
事
を
以
て

新
美
の
句
を
為
す
。
要
は
造
語
の
工
に
在
り
。



−310−

成
蹊
人
文
研
究　

第
二
十
一
号
（
二
〇
一
三
）

【
訳
文
】
馬
蹄
を
鳴
ら
し
て
、
毎
日
、
霜
を
踏
ん
で
旅
す
る
。
鳴
く
雁
も
猿
も
、

全
て
が
旅
情
を
深
め
る
材
料
だ
。
宿
を
求
め
る
時
は
、
近
く
に
川
の
無
き
と
こ

ろ
に
し
て
ほ
し
い
。
さ
ら
さ
ら
と
し
た
川
音
で
夢
を
成
し
が
た
い
こ
と
を
恐
れ

る
か
ら
だ
。

う
ま
く
平
易
な
事
や
語
を
使
っ
て
、
新
美
の
句
を
作
っ
た
。
そ
の
工
夫
は
、
要

す
る
に
造
語
の
工
夫
に
あ
る
。

○
海
君
玉　

海
野
蠖
齋
。
君
玉
は
字
。
備
中
庭
瀬
藩
の
江
戸
留
守
居
役
。
江
湖

詩
社
の
長
老
格
。　

○
馬
蹄
日
日
蹈
霜
行　

温
庭
筠
「
商
山
早
行
」
に
「
人

跡
板
橋
霜
」
の
句
が
あ
る
。　

○
鳴
雁
啼
猿　

両
方
と
も
旅
情
を
誘
う
風
物
。　

○
求
宿
當
求
無
水
處　

普
通
は
川
が
あ
っ
た
方
が
景
物
と
し
て
良
い
が
、「
逝
川

の
歎
」
を
意
識
す
る
か
。　

○
平
易
之
事
為
新
美
之
句　

清
新
派
の
詩
法
が
う

か
が
え
る
。　

○
造
語
之
工　
「
無
水
處
」
な
ど
、
あ
り
ふ
れ
た
字
を
使
っ
て
新

し
い
表
現
を
作
っ
た
部
分
。

21　

◇
2

自
此
江
山
難
寄
辭　
　

此
よ
り
江
山　

辭
を
寄
せ
難
し

慎
侵
霜
雪
莫
違
時　
　

慎
て
霜
雪
を
侵
し
て
時
を
違
ふ
こ
と
莫
れ

一
言
唯
為
池
生
道　
　

一
言　

唯
だ
池
生
が
為
に
道
へ

　
〔
池
桐
孫
字
無
絃
江
湖
社
中
詩
人
時
在
讃
岐
〕

　
（
池
桐
孫
、
字
は
無
絃
。
江
湖
社
中
の
詩
人
。
時
に
讃
岐
に
在
り
。）

都
下
詩
風
大
半
移　
　

都
下
の
詩
風　

大
半
移
る
と

其
所
自
任
可
想
。　
　

其
の
自
任
す
る
所
、
想
ふ
べ
し
。

【
訳
文
】
こ
の
江
戸
か
ら
山
や
川
を
越
え
て
旅
す
る
君
へ
言
葉
を
寄
せ
る
の
は

難
し
い
が
、
霜
雪
を
侵
し
て
旅
す
る
の
に
、
ど
う
か
慎
重
に
そ
の
安
全
な
時
を

間
違
え
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
か
ら
一
言
、
菊
池
五
山
に

言
っ
て
も
ら
い
た
い
、（
菊
池
五
山
桐
孫
、
字
は
無
絃
で
、
江
湖
社
中
の
詩
人
。

当
時
、讃
岐
に
い
た
。）
江
戸
の
詩
風
の
大
半
は
清
新
性
霊
派
に
移
っ
て
き
た
ぞ
、

と
。

そ
の
江
戸
詩
壇
を
主
導
し
よ
う
と
い
う
自
負
が
想
像
で
き
る
。

○
慎
侵
霜
雪
莫
違
時　

本
来
は「
農
繁
期
に
逆
ら
っ
て
民
を
使
う
こ
と（
国
語
）」。

「
使
民
以
時
」『
論
語
』
学
而
。
こ
こ
は
旅
程
に
お
い
て
晴
れ
た
ら
進
み
、
雪
な

ら
休
む
よ
う
に
し
て
無
理
し
な
い
よ
う
に
、
の
意
味
か
。　

○
池
生　

原
注
に

あ
る
よ
う
に
、
江
湖
詩
社
の
盟
友
、
菊
池
五
山
を
さ
す
。
当
時
、
江
戸
を
離
れ

て
い
た
。　

○
都
下
詩
風
大
半
移　

当
時
は
、
江
戸
中
期
に
主
流
で
あ
っ
た
古

文
辞
格
調
派
の
詩
論
に
、
天
明
三
年
刊
行
の
山
本
北
山
『
作
詩
志
彀
』
な
ど
が

批
判
を
加
え
、
清
新
性
霊
派
の
詩
風
の
流
行
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
詩

佛
は
じ
め
江
湖
詩
社
の
詩
人
達
は
実
作
で
そ
れ
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
特
に
詩

佛
は
格
調
派
か
ら
の
転
向
で
は
な
く
詩
作
の
当
初
か
ら
清
新
派
の
詩
風
で
作
詩
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口　

旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

し
て
い
た
。

22　

紙
鳶

片
身
高
冲
碧
雲
中　
　

片
身　

高
く
冲の
ぼ

る　

碧
雲
の
中

進
退
隨
絲
西
又
東　
　

進
退　

絲
に
隨
て　

西
又
東
す

童
子
不
知
春
減
却　
　

童
子
は
知
ら
ず　

春
の
減
却
す
る
を

落
花
江
上
謾
呼
風　
　

落
花　

江
上　

謾
に
風
を
呼
ぶ

【
訳
文
】
わ
ず
か
一
個
の
小
さ
な
凧
が
、
青
く
す
ん
だ
雲
の
中
ま
で
高
く
昇
っ

て
い
き
、
そ
の
進
退
は
、
糸
を
引
く
ま
ま
に
、
西
に
東
に
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
。

凧
糸
を
引
く
子
供
は
知
ら
な
い
の
だ
、
春
の
季
節
が
だ
ん
だ
ん
と
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
の
を
。風
が
吹
け
ば
花
が
落
ち
て
い
く
と
い
う
の
に
、川
の
ほ
と
り
で
、

何
も
考
え
ず
に
「
凧
を
飛
ば
す
た
め
の
風
よ
吹
け
」
と
呼
ん
で
い
る
。

○
冲　

沖
と
同
じ
。
沖
は
、
の
ぼ
る
（『
史
記
』「
一
飛
沖
天
」）。　

○
碧
雲　

青
く
す
ん
だ
雲
。「
揚
言
碧
雲
裏
＝
言
を
揚
ぐ
碧
雲
の
裏
」（
李
白
・
古
風
・
七
）　

○
春
減
却　
「
却
」
は
、
去
（
と
り
さ
る
）。「
一
片
花
飛
減
却
春
＝
一
片
の
花
飛

び
て
春
を
減
却
す
」（
杜
甫
・
曲
江
・
一
）　

○
謾　

み
だ
り
に
。
そ
ぞ
ろ
。
漫

に
通
じ
る
。
漫
は
、
み
だ
り
に
。
考
え
も
な
く
。　

○
呼
風　

凧
を
飛
ば
す
の

に
好
都
合
な
風
を
求
め
る
こ
と
。

23　

立
春

解
凍
東
風
一
夜
来　
　

凍
を
解
く
東
風　

一
夜
に
来
る

初
知
春
自
暗
中
回　
　

初
て
知
る　

春
の
暗
中
よ
り
回
る
こ
と
を

風
光
未
改
人
心
改　
　

風
光　

未
だ
改
ま
ら
ざ
る
に　

人
心　

改
る

欲
數
庭
前
欲
放
梅　
　

數
へ
ん
と
欲
す　

庭
前　

放
た
ん
と
欲
す
る
梅

【
訳
文
】
氷
を
解
か
し
た
よ
う
に
春
風
が
、
一
晩
に
や
っ
て
来
て
、
や
っ
と
、

春
が
い
つ
の
ま
に
か
帰
っ
て
来
た
こ
と
に
気
づ
く
。
風
景
は
ま
だ
変
わ
っ
て
い

な
い
の
に
、
人
の
心
持
ち
は
入
れ
替
わ
っ
て
、
庭
に
出
て
、
開
こ
う
す
る
梅
の

蕾
な
ど
数
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

○
暗
中　

や
み
の
中
。
ひ
そ
か
に
。
人
知
れ
ず
。

◎
律
詩
に
比
べ
て
絶
句
は
日
常
詠
的
作
品
が
多
い
。

24　

偶
成

間
追
暖
日
向
南
廊　
　

間
に
暖
日
を
追
て
南
廊
に
向
ふ

廢
却
鴨
爐
兼
鹿
床　
　

廢
却
す　

鴨
爐
と
鹿
床
と

為
是
梅
花
無
數
發　
　

是
れ
梅
花
無
數
の
發
く
が
為
に

浄
窓
半
月
不
焚
香　
　

浄
窓　

半
月　

香
を
焚
か
ず

是
亦
天
民
得
意
之
詩
。
末
句
初
置
半
月
之
字
。
中
数
改
作
一
作
半
。
後
卒
决
之
。

此
等
處
自
古
作
家
未
嘗
不
沈
吟
苦
心
也
。
楊
廷
秀
、
有
南
齋
前
梅
花
詩
兩
樹
相

挨
前
後
發
老
夫
一
月
不
燒
香
之
句
。
不
知
者
或
以
此
為
襲
之
。
盖
天
民
偶
不
記
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而
暗
合
者
等
位
之
相
逼
致
同
然
。
固
無
害
也
。
况
誠
齋
句
以
両
樹
開
落
不
均
時

之
故
言
一
月
不
燒
香
也
。栁
垞
以
一
樹
之
梅
乃
言
半
月
。所
謂
易
地
則
皆
然
者
乎
。

非
啻
並
存
不
妨
也
。
可
以
見
用
心
之
巧
各
有
得
矣
。

是
も
亦
た
天
民
得
意
の
詩
。
末
句
、
初
、「
半
月
」
の
字
を
置
く
。
中
、
数
し
ば

改
め
「
一
」
と
作
し
「
半
」
と
作
す
。
後
、
卒
に
之
を
决
す
。
此
等
の
處
、
古

よ
り
作
家
の
未
だ
嘗
て
沈
吟
苦
心
せ
ざ
る
な
り
。
楊
廷
秀
、「
南
齋
前
の
梅
花
」

の
詩
に
、「
兩
樹
、
相
挨
て
前
後
に
發
き
、
老
夫
、
一
月
、
香
を
燒
か
ず
。」
の

句
有
り
。
知
ら
ざ
る
者
は
或
は
此
を
以
て
之
を
襲
ふ
と
為
さ
ん
。
盖
し
、
天
民
、

偶
ま
記
せ
ず
し
て
、
暗
合
す
る
者
な
り
。
等
位
の
相
逼
て
、
同
然
を
致
す
。
固

よ
り
害
無
き
な
り
。
况
ん
や
誠
齋
の
句
、
両
樹
の
開
落
、
時
を
均
し
う
せ
ざ
る

の
故
を
以
て
、「
一
月
香
を
燒
か
ず
」
を
言
ふ
な
り
。
栁
垞
、
一
樹
の
梅
を
以
て

乃
ち
「
半
月
」
と
言
ふ
。
所
謂
、「
地
を
易
ふ
れ
ば
則
ち
皆
な
然
ら
ん
」
者
か
。

啻
だ
並
存
妨
げ
ざ
る
の
み
に
非
ざ
る
な
り
。
以
て
用
心
の
巧
、
各
の
得
る
有
る

を
見
る
べ
し
。

【
訳
文
】
余
暇
に
暖
か
い
春
の
日
射
し
を
求
め
て
南
の
廊
下
に
行
き
、
す
っ
か

り
香
炉
と
長
椅
子
と
を
片
付
け
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
梅
の
花
が
無
数
に
開

い
て
い
る
為
で
、
こ
の
清
ら
か
な
書
斎
で
は
も
う
半
月
も
香
を
焚
い
て
い
な
い

の
だ
。

　

こ
の
詩
も
ま
た
詩
佛
の
得
意
の
詩
で
あ
る
。
結
句
は
、
最
初
、「
半
月
」
の
字

を
置
い
て
い
た
。
途
中
で
、
何
回
も
改
め
て
「
一
」
と
し
た
り
「
半
」
と
し
た

り
し
た
。
最
後
に
、
つ
い
に
「
半
月
」
と
決
め
た
。
こ
う
し
た
と
こ
ろ
は
、
昔

か
ら
詩
人
が
未
だ
か
つ
て
考
え
込
ん
だ
り
苦
心
し
た
り
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
楊
誠
齋
の
、「
南
齋
前
の
梅
花
」
の
詩
に
、「
兩
樹
、
相
挨
て
前
後
に
發
き
、

老
夫
、
一
月
、
香
を
燒
か
ず
。」
の
句
が
あ
る
。
知
ら
な
い
者
は
あ
る
い
は
こ
の

句
を
使
っ
て
踏
襲
し
た
も
の
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
思
う
に
、
詩
佛

は
誠
齋
の
句
を
覚
え
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
偶
然
に
一
致
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
よ
う
な
状
態
が
迫
っ
て
、
同
じ
よ
う
な
詩
句
が
現
れ
た
の
だ
。
勿
論
、
問

題
な
い
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ん
や
誠
齋
の
句
は
、
二
本
の
樹
の
開
く
の
と
落
ち

る
の
が
、
時
を
同
じ
く
し
な
い
と
い
う
理
由
で
、「
一
月
香
を
燒
か
ず
」
と
言
っ

た
の
で
あ
る
。
詩
佛
は
、一
本
の
梅
な
の
で「
半
月
」と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
所
謂
、

「
形
は
変
わ
っ
て
も
心
は
同
じ
」
も
の
と
い
え
よ
う
か
。
た
だ
、
両
者
の
詩
が
並

存
し
て
問
題
な
い
の
み
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
用
語
に
心
を
配
る
上
手
さ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
る
べ
き
だ
。

○
鴨
爐　

香
炉
。　

○
鹿
床　

鹿
牀
。
こ
こ
は
香
を
楽
し
む
為
の
長
椅
子
。
鴨

爐
と
対
語
。　

○
浄
窓　

明
窓
浄
机
。
清
ら
か
な
書
斎
（
欧
陽
脩
）。　

○
楊
廷

秀　

楊
誠
齋
の
字
。　

○
等
位
之
相　

等
し
い
く
ら
い
。
同
じ
よ
う
な
状
況
。　

○
易
地
則
皆
然
者
乎　
「
一
見
行
為
の
形
違
っ
て
い
て
も
、
そ
の
心
は
一
つ
で
み

な
同
じ
道
を
履
ん
で
い
る
。」（『
孟
子
』
離
婁
下
）
に
も
と
づ
く
。

◎
楊
誠
齋
の
詩
の
受
容
を
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
。

◎
31
番
詩
の
評
に
「
既
に
此
の
手
段
有
り
。『
偶
成
』
の
結
末
、
豈
に
廷
秀
を
模
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旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

さ
ん
や
。」
と
続
い
て
い
る
。
こ
の
詩
の
評
の
中
の
「
不
知
者
」
は
模
擬
だ
と
の

批
難
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

25　

北
山
先
生
孝
經
樓

竹
檐
隣
市
井　
　

竹
檐　

市
井
に
隣
り

梅
牖
對
僧
房　
　

梅
牖　

僧
房
に
對
す

翠
霧
雖
分
界　
　

翠
霧　

界
を
分
つ
と
雖
ど
も

香
風
不
隔
墻　
　

香
風　

墻
を
隔
て
ず

吟
詩
心
裡
月　
　

詩
を
吟
ず　

心
裡
の
月

看
劔
眼
中
霜　
　

劔
を
看
る　

眼
中
の
霜

文
事
知
兼
武　
　

文
事　

知
ん
ぬ　

武
を
兼
ぬ
る
こ
と
を

兵
書
亦
一
床　
　

兵
書
も
亦
た
一
床

三
承
一
、四
承
二
。
翠
霧
分
界
言
與
世
俗
流
不
同
焉
。
然
徳
之
不
可
掩
猶
花
香
之

不
隔
墻
人
人
自
知
之
也
。
五
六
能
状
先
生
豪
邁
洒
落
必
為
有
用
之
人
讀
之
使
人

不
覺
凛
然
想
像
其
人
矣
。
若
施
諸
世
腐
儒
輩
則
為
虚
誕
矣
。
必
其
腹
中
諳
萬
巻

之
書
胸
中
貯
百
萬
之
兵
如
先
生
者
而
後
為
不
失
實
也
。

三
、一
を
承
け
、
四
、二
を
承
く
。「
翠
霧
、
界
を
分
つ
」
は
、
世
の
俗
流
と
同
じ

か
ら
ざ
る
を
言
ふ
。
然
し
て
徳
の
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
は
、
猶
ほ
花
香
の
墻
を
隔

て
ず
、
人
人
、
自
ら
之
を
知
る
べ
き
な
り
。
五
六
、
能
く
先
生
の
豪
邁
洒
落
、

必
ず
有
用
の
人
為
る
を
状
す
。
之
を
讀
め
ば
人
を
し
て
覺
え
ず
凛
然
、
其
の
人

を
想
像
せ
し
む
。
若
し
、
諸
世
の
腐
儒
輩
に
施
せ
ば
則
ち
虚
誕
為
り
。
必
ず
其

の
腹
中
、
萬
巻
の
書
を
諳
じ
、
胸
中
、
百
萬
の
兵
を
貯
ふ
る
こ
と
先
生
の
如
き

者
に
し
て
後
、
實
を
失
せ
ず
と
為
す
な
り
。

【
訳
文
】
竹
の
見
え
る
軒
は
街
に
接
し
て
お
り
、
梅
の
見
え
る
窓
は
、
僧
房
の

向
か
い
に
あ
る
。
竹
林
に
か
か
る
霧
が
、
俗
世
間
と
世
界
を
分
け
て
い
る
が
、

梅
の
香
る
風
は
、
垣
根
を
隔
て
な
い
よ
う
に
漂
っ
て
く
る
。
詩
を
吟
ず
れ
ば
、

心
の
中
に
月
を
見
て
、
剣
を
見
れ
ば
、
眼
の
中
に
冷
た
い
霜
が
映
る
。
文
事
だ

け
で
な
く
実
は
武
事
を
も
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
の
中
で
兵
書
も
ま

た
棚
い
っ
ぱ
い
な
の
だ
か
ら
。

三
句
目
は
一
句
目
を
受
け
、
四
句
目
は
二
句
目
を
受
け
て
い
る
。「
翠
霧
、
界

を
分
つ
」
の
語
は
、
世
間
の
俗
人
と
同
じ
で
は
な
い
こ
と
を
、
そ
し
て
そ
の
人

徳
の
隠
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
花
の
香
が
垣
根
で
隔
て
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
人
々
は
、
自
ら
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
五
六
句
目
は
、
う

ま
く
先
生
の
豪
放
磊
落
な
人
柄
と
、
世
間
に
役
に
立
つ
人
で
あ
る
の
を
述
べ
る
。

こ
れ
を
読
む
と
、
人
を
思
わ
ず
身
を
引
き
締
め
さ
せ
、
そ
の
人
物
を
想
像
せ
し

め
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
世
の
中
の
つ
ま
ら
な
い
儒
者
に
用
い
れ
ば
、
そ
れ
は
虚

飾
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
腹
の
中
に
万
巻
の
書
を
諳
ん
じ
、
胸
の
中
に
は
、

百
万
の
兵
を
貯
え
て
い
る
、
先
生
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
て
初
め
て
、
実
際
と

食
い
違
わ
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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○
竹
檐
隣
市
井　

市
隠
。「
文
選
」
王
康
琚
「
反
招
隠
」
の
「
大
隠
隠
朝
市
」
か

ら
非
凡
な
隠
者
は
山
野
に
隠
れ
ず
、
か
え
っ
て
市
中
の
俗
世
間
の
中
で
超
然
と

住
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
。
大
隠
朝
市
。　

○
吟
詩
心
裡
月　

こ
こ
ろ
の
中
を
詩

に
す
る
の
が
性
霊
派
の
主
張
で
あ
る
の
と
つ
な
が
る
。　

○
看
劔
眼
中
霜　

霜

は
剣
の
鋭
さ
を
さ
す
。　

○
兵
書
亦
一
床　

北
山
は
『
孝
経
』
が
表
看
板
だ
が
、

兵
書
も
ま
た
一
角
を
占
め
て
い
る
の
意
。　

○
豪
邁
洒
落
必
為
有
用
之
人　

北

山
は
学
者･

詩
人
と
い
う
だ
け
で
な
く
「
儒
中
の
侠
」
と
称
さ
れ
、
寛
政
異
学
の

禁
に
強
く
反
対
し
、
天
明
の
大
飢
饉
で
救
済
運
動
を
す
る
な
ど
の
活
動
家
で
も

あ
っ
た
。　

○
萬
巻
之
書　

文
人
は
、
万
巻
の
書
を
読
み
、
千
里
の
路
を
行
く

べ
き
と
さ
れ
た
。
杜
甫
に
も
「
讀
書
破
萬
巻
」
の
句
が
あ
る
。　

○
胸
中
貯
百

萬
之
兵　
「
胸
中
有
百
萬
之
兵
」
は
常
套
的
な
言
い
方
。

26　

春
風

一
陣
非
生
春
水
耳　
　

一
陣　

春
水
の
生
ず
る
の
み
に
非
ず

幾
番
應
候
入
芳
叢　
　

幾
番　

候
に
應
じ
て
芳
叢
に
入
る

且
欣
且
怨
君
休
恠　
　

且
つ
欣
び
且
つ
怨
む　

君　

恠
し
む
こ
と
を
休
め
よ

花
落
花
開
是
此
風　
　

花
落
ち
花
開
く　

是
れ
此
の
風

【
訳
文
】
一
陣
の
春
風
が
吹
け
ば
、
春
の
川
の
水
が
漲
る
だ
け
で
は
な
く
、
幾

番
幾
番
と
、
気
候
に
応
じ
て
花
咲
く
草
む
ら
に
吹
い
て
順
番
に
花
を
咲
か
せ
る
。

喜
ん
だ
り
恨
ん
だ
り
し
て
い
る
が
、
ど
う
か
君
よ
、
怪
し
ま
な
い
で
ほ
し
い
。

花
が
落
ち
る
の
も
花
が
開
く
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
風
の
為
な
の
だ
か
ら
。

○
一
陣　

風
や
雨
な
ど
が
ち
ょ
っ
と
の
間
、
吹
い
た
り
降
っ
た
り
す
る
。
一
陣

の
風
。　

○
幾
番
應
候
入　

二
十
四
番
花
信
風
が
順
番
に
吹
く
こ
と
。　

○
芳

叢　

花
の
咲
い
て
い
る
美
し
い
草
む
ら
。

27　

山
荘
十
首

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す

這
中
堪
意
行　
　

這
の
中　

意
行
す
る
に
堪
へ
た
り

品
梅
分
伯
仲　
　

梅
を
品
し
て
伯
仲
を
分
ち

折
柳
試
枯
榮　
　

柳
を
折
て
枯
榮
を
試
む

睡
思
過
溪
盡　
　

睡
思　

溪
を
過
て
盡
き

詩
情
上
嶺
生　
　

詩
情　

嶺
に
上
て
生
ず

時
看
送
書
鶴　
　

時
に
書
を
送
る
鶴
を
看
れ
ば

偶
有
道
人
名　
　

偶
ま
道
人
の
名
有
り

額
聯
、
閑
雅
。
伯
仲
字
、
新
美
可
愛
。
若
言
分
甲
乙
不
足
復
觀
耳
。
七
八
、
無

中
生
有
。

額
聯
、
閑
雅
。「
伯
仲
」
の
字
、
新
美
愛
す
べ
し
。
若
し
「
甲
乙
を
分
つ
」
と
言

は
ば
、
復
た
觀
る
に
足
ら
ざ
る
の
み
。
七
八
、
無
中
に
有
を
生
ず
。

【
訳
文
】
私
は
山
中
の
別
荘
を
愛
好
し
て
い
る
。
こ
の
中
は
、
き
ま
ま
な
散
歩

に
十
分
な
景
物
が
あ
る
。
梅
を
品
評
し
て
は
、
わ
ず
か
な
善
悪
を
区
別
し
た
り
、
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大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

柳
の
枝
を
折
て
は
、
そ
の
木
の
勢
い
を
試
し
た
り
し
て
い
る
。
渓
を
過
れ
ば
眠

気
も
尽
き
る
し
、嶺
に
上
れ
ば
詩
情
も
生
ず
る
と
い
う
も
の
だ
。
時
に
書
を
送
っ

て
き
た
鶴
を
見
る
と
、
偶
然
、
こ
の
世
捨
て
人
の
名
が
あ
っ
た
。

前
聯
は
、
閑
雅
で
あ
る
。「
伯
仲
」
の
字
が
、
新
美
で
愛
す
べ
き
だ
。
も
し
「
甲

乙
を
分
つ
」
と
言
え
ば
、
も
う
観
る
に
足
り
な
く
な
る
。
七
八
句
は
、
何
も
無

い
と
こ
ろ
に
有
を
生
じ
さ
せ
た
。

○
我
愛
山
荘
好　
『
方
秋
崖
詩
鈔
』
に
「
山
居
二
首
」
の
五
律
が
あ
る
。
二
首
と

も
こ
の
連
作
と
同
じ
よ
う
に
「
我
愛
山
居
好
」
で
始
ま
る
。
ま
た
『
誠
齋
詩
鈔
』

巻
三
「
和
羅
巨
済
山
居
十
詠
」
五
律
十
首
連
作
が
あ
る
。　

○
山
荘　

山
中

の
別
荘
。　

○
意
行　

心
の
お
も
む
く
ま
ま
自
由
に
歩
く
。　

○
品
梅
分
伯
仲　

梅
を
品
評
す
る
詩
は
『
聯
珠
詩
格
』「
梅
花
」「
一
樹
清
標
萬
古
同
、
風
流
人
物

品
題
中
」
な
ど
が
あ
る
。　

○
睡
思
過
溪
盡　

睡
意
。
眠
気
。　

○
時
看
送
書

鶴　
「
鶴
書
」
朝
廷
か
ら
の
招
出
状
。
鶴
頭
書
と
も
い
う
。『
誠
齋
雑
記
』
に
「
鶴

頭
書
、
古
者
用
之
以
招
隠
士
」
と
あ
り
、
隠
者
を
招
く
こ
と
を
指
す
。　

○
道

人　

僧
侶
、
道
者
、
仙
人
、
隠
者
な
ど
を
指
す
が
、
こ
こ
は
隠
者
で
自
分
の
こ

と
で
あ
ろ
う
。

◎
伯
仲
で
あ
れ
ば
、
わ
ず
か
な
差
で
両
方
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
甲

乙
だ
と
単
純
に
良
否
を
い
う
だ
け
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
中
野
評
が
指
摘
し
て

い
る
。

◎
范
成
大
の
「
四
時
田
園
雑
興
」
の
連
作
絶
句
が
流
行
し
た
よ
う
に
、「
山
荘
」「
山

居
」
の
連
作
も
多
く
作
ら
れ
た
。
木
百
年
『
静
窓
詩
』「
山
邨
六
首
」
な
ど
。

28　

◇
2

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す

境
幽
心
亦
幽　
　

境　

幽
な
れ
ば　

心
も
亦
た
幽
な
り

煙
嵐
孤
寺
路　
　

煙
嵐　

孤
寺
の
路

梅
栁
一
溪
流　
　

梅
栁　

一
溪
の
流

無
事
添
書
課　
　

事
無
く
し
て　

書
課
を
添
へ

因
痾
减
酒
籌　
　

痾
に
因
て　

酒
籌
を
减
ず

不
曽
蹈
城
市　
　

曽
て
城
市
を
蹈
ま
ず

無
敢
愧
盟
鷗　
　

敢
て
盟
鷗
に
愧
づ
る
こ
と
無
し

三
四
格
尤
高
。
詩
流
正
派
。
幽
字
可
以
蔽
八
句
矣
。
不
字
平
聲
栁
垞
嘗
曰
、
不

字
兩
聲
。
如
杜
少
陵
、
長
江
詩
、
浩
浩
終
不
息
、
乃
知
東
極
臨
、
裴
廸
、
夏
日

過
青
龍
寺
謁
操
禪
師
詩
、
有
法
知
不
染
、
無
言
誰
敢
酬
、
盧
倫
、
送
顧
祕
獻
書

後
歸
岳
州
詩
、
黄
葉
落
不
盡
、
蒼
苔
随
雨
生
、
馬
戴
、
新
秋
雨
霽
宿
王
處
士
東

亭
詩
、
得
意
兩
不
寐
、
微
風
生
玉
琴
、
僧
貫
休
、
言
詩
詩
、
盡
日
覓
不
得
、
有

時
還
自
来
、
僧
處
黙
、
蛍
詩
、
微
雨
灑
不
滅
、
軽
風
吹
欲
燃
、
徐
道
暉
、
貧
居
詩
、

既
與
世
不
合
、
當
今
人
事
疎
、
陸
游
、
得
趙
若
川
書
因
寄
詩
、
澤
居
路
絶
人
不
到
、

晨
起
忽
傳
雙
鯉
魚
。
皆
於
正
律
中
平
用
不
字
。
他
不
勝
枚
舉
。
是
故
正
字
通
曰
、

雖
入
聲
轉
平
其
義
則
一
也
。
考
證
明
確
。
今
人
概
無
復
知
者
。
所
謂
興
廢
繼
絶

其
功
偉
矣
。
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三
四
、
格
、
尤
も
高
し
。
詩
流
の
正
派
な
り
。「
幽
」
の
字
、
以
て
八
句
を
蔽
ふ

べ
し
。「
不
」
字
、
平
聲
な
り
。
栁
垞
、
嘗
て
曰
ふ
、「
不
」
字
兩
聲
な
り
。

杜
少
陵
「
長
江
」
詩
、

　

浩
浩
終
不
息　
　

浩
浩　

終
に
息
ま
ず

　

乃
知
東
極
臨　
　

乃
ち
知
る　

東
に
臨
の
極
ま
る
を

裴
廸
「
夏
日
、
青
龍
寺
を
過
り
、
操
禪
師
に
謁
す
」
詩
、

　

有
法
知
不
染　
　

法
有
り　

知　

染
ら
ず

　

無
言
誰
敢
酬　
　

言
無
し　

誰
か
敢
て
酬
い
ん

盧
倫
「
顧
祕
獻
書
を
送
て
後
、
岳
州
に
歸
る
」
詩
、

　

黄
葉
落
不
盡　
　

黄
葉　

落
ち
て
盡
き
ず

　

蒼
苔
随
雨
生　
　

蒼
苔　

雨
に
随
て
生
ず

馬
戴
「
新
秋
、
雨
霽
て
王
處
士
の
東
亭
に
宿
す
」
詩
、

　

得
意
兩
不
寐　
　

意
を
得
て　

兩
な
が
ら
寐
ね
ず

　

微
風
生
玉
琴　
　

微
風　

玉
琴
に
生
ず

僧
貫
休
「
詩
を
言
ふ
」
詩
、

　

盡
日
覓
不
得　
　

盡
日　

覓
め
ど
も
得
ず

　

有
時
還
自
来　
　

時
有
り
て　

還
た
自
ら
来
る

僧
處
黙
「
蛍
」
詩
、

　

微
雨
灑
不
滅　
　

微
雨　

灑
げ
ど
も
滅
せ
ず

　

軽
風
吹
欲
燃　
　

軽
風　

吹
て
燃
え
ん
と
欲
す

徐
道
暉
「
貧
居
」
詩
、

　

既
與
世
不
合　
　

既
に
世
と
合
は
ず

　

當
今
人
事
疎　
　

今
に
當
て　

人
事　

疎
な
り

陸
游
「
趙
若
川
の
書
を
得
、
因
て
寄
す
」
詩
、

　

澤
居
路
絶
人
不
到　
　

澤
居　

路　

絶
し
て
人
到
ら
ず

　

晨
起
忽
傳
雙
鯉
魚　
　

晨
起　

忽
ち
傳
ふ　

雙
鯉
魚

の
如
き
、
皆
な
正
律
中
に
於
て
「
不
」
字
を
平
用
す
。
他
、
枚
舉
に
勝
へ
ず
。

是
れ
故
、『
正
字
通
』
曰
は
く
、「
入
聲
平
に
轉
ず
と
雖
ど
も
、
其
の
義
、
則
ち

一
な
り
」。
考
證
明
確
、
今
人
、
概
ね
復
た
知
る
者
無
し
。
謂
ふ
所
の
廢
を
興
こ

し
絶
を
繼
ぐ
、
其
の
功
、
偉
な
り
。

【
訳
文
】
私
は
山
荘
の
好
い
景
物
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
環
境
が
幽
か
で
あ
れ

ば
、
心
も
ま
た
幽
か
と
い
う
も
の
だ
。
も
や
が
か
か
り
山
気
漂
う
、
孤
寺
へ
向

か
う
路
や
、梅
や
柳
に
囲
ま
れ
た
、一
筋
の
谷
川
の
流
れ
。
す
る
事
も
無
い
の
で
、

読
書
の
課
を
増
や
し
た
が
、
病
も
あ
る
の
で
、
酒
量
は
減
ら
し
た
。
け
っ
し
て

街
中
に
は
足
を
踏
み
入
れ
ず
、
全
く
鷗
の
仲
間
と
し
て
も
愧
じ
る
こ
と
も
無
い

ほ
ど
。

　

三
四
句
の
詩
格
、
最
も
高
い
。
詩
流
の
正
統
派
で
あ
る
。「
幽
」
の
字
が
、
八

句
全
体
に
か
か
っ
て
雰
囲
気
を
決
め
て
い
る
。　
「
不
」
の
字
は
、
こ
こ
は
平
声

で
あ
る
。
詩
佛
は
か
つ
て
、「
不
」
の
字
は
平
仄
両
韻
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
。

そ
の
例
証
と
し
て
、

杜
少
陵
「
長
江
」
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旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

　

浩
浩
終
不
息　

乃
知
東
極
臨

裴
廸
「
夏
日
、
青
龍
寺
を
過
り
、
操
禪
師
に
謁
す
」

　

有
法
知
不
染　

無
言
誰
敢
酬

盧
倫
「
顧
祕
獻
書
を
送
て
後
、
岳
州
に
歸
る
」

　

黄
葉
落
不
盡　

蒼
苔
随
雨
生

馬
戴
「
新
秋
、
雨
霽
て
王
處
士
の
東
亭
に
宿
す
」

　

得
意
兩
不
寐　

微
風
生
玉
琴

僧
貫
休
「
詩
を
言
ふ
」

　

盡
日
覓
不
得　

有
時
還
自
来

僧
處
黙
「
蛍
」

　

微
雨
灑
不
滅　

軽
風
吹
欲
燃

徐
道
暉
「
貧
居
」

　

既
與
世
不
合　

當
今
人
事
疎

陸
游
「
趙
若
川
の
書
を
得
、
因
て
寄
す
」

　

澤
居
路
絶
人
不
到　

晨
起
忽
傳
雙
鯉
魚

の
よ
う
に
、
皆
な
厳
格
な
律
詩
の
中
で
、「
不
」
字
を
平
声
に
用
い
て
い
る
。
他

に
も
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
の
た
め
に
、『
正
字
通
』
で
は
、「
入
声
が
平
声
に

転
じ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
意
味
は
一
つ
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
考
証
は

明
確
だ
が
、
最
近
の
人
は
だ
い
た
い
、
知
る
人
も
い
な
い
。（「
不
」
の
字
を
平

声
に
用
い
る
の
は
）
所
謂
、「
廃
れ
た
も
の
を
復
興
し
、
絶
え
た
も
の
を
継
ぐ
」

行
為
で
あ
り
、
そ
の
功
績
は
偉
大
で
あ
る
。

○
煙
嵐　

け
む
っ
て
見
え
る
嵐
気
（
山
気
）。　

○
書
課　

読
書
の
課
業
。
陸
游

「
夜
長
穉
子
添
書
課
」。　

○
酒
籌　

さ
か
づ
き
の
か
ず
と
り
。　

○
盟
鷗　

→

１
詩
、
参
照
。　

○
栁
垞
嘗
曰　

詩
佛
に
は
『
佩
文
韻
府
両
韻
便
覧
』（
文
化
二

年
刊
）
の
著
作
が
あ
る
。　

○
杜
少
陵
・
裴
廸
・
盧
倫
・
馬
戴
・
僧
貫
休
・
僧

處
黙
・
徐
道
暉
・
陸
游　

唐
宋
の
有
名
詩
人
。
○
正
字
通　

明
末
の
漢
字
字
典
。　

○
興
廢
繼
絶　
『
中
庸
』
の
「
継
絶
世
、
挙
廃
国
」
や
『
論
語
』
の
「
興
滅
国
、

継
絶
世
」
な
ど
を
指
す
。

◎
「
不
」
の
平
仄
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
不
曽
蹈
城
市
」
の
句
で
あ
る
が
、

平
仄
を
通
例
通
り
○
●
で
示
す
と
「
不
○
●
○
●
」
と
な
る
。
本
来
、
二
四
不

同
の
ル
ー
ル
か
ら
言
え
ば
、「
不
○
○
●
●
」
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
、「
不
」

の
平
仄
は
問
題
と
な
ら
な
い
（
一
三
不
論
）。
し
か
し
、
こ
こ
は
下
三
字
を
○
●

●
で
は
な
く
●
○
●
と
し
た
。
こ
れ
は
挟
平
格
と
い
っ
て
許
さ
れ
る
例
外
で
あ

る
が
、
こ
う
す
る
と
二
字
め
の
○
を
孤
平
に
し
な
い
た
め
に
は
「
不
」
の
字
が

平
で
あ
る
必
要
が
出
て
き
て
、
そ
の
平
仄
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

「
不
」
は
、
イ
ナ
ヤ
と
訓
む
場
合
は
平
、
ア
ラ
ズ
の
場
合
は
仄
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
の
意
は
ア
ラ
ズ
な
の
で
、二
字
目
の
孤
平
が
生
じ
て
し
ま
う
。そ
こ
で
、

ア
ラ
ズ
の
意
味
で
も
平
字
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
、
唐
宋
の
詩
人

た
ち
の
例
を
あ
げ
て
、
考
証
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

29　

◇
3

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す
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春
風
満
座
馨　
　

春
風　

満
座
に
馨
し

蝶
迷
焚
麝
室　
　

蝶
は
迷
ふ　

麝
を
焚
く
室

鳥
觸
護
花
鈴　
　

鳥
は
觸
る　

花
を
護
す
る
鈴

稚
子
詫
書
篆　
　

稚
子　

篆
を
書
す
る
こ
と
を
詫い
ぶ
かり

老
僧
求
寫
経　
　

老
僧　

経
を
寫
す
こ
と
を
求
む

簪
毫
忽
出
見　
　

毫
を
簪
し
て　

忽
ち
出
て
見
る

恠
石
在
前
庭　
　

恠
石　

前
庭
に
在
り

頗
有
冨
貴
之
相
。
十
首
中
下
等
之
詩
也
。　
　

頗
る
冨
貴
の
相
有
り
。
十
首
中
、

下
等
の
詩
な
り
。

【
訳
文
】
私
は
山
荘
の
好
き
景
物
を
愛
し
て
い
る
。
春
風
が
、
座
い
っ
ぱ
い
に

か
ん
ば
し
く
吹
き
過
ぎ
る
。
蝶
は
、
麝
香
を
焚
く
室
に
迷
い
こ
み
、
鳥
は
、
花

を
護
っ
て
い
る
鈴
に
觸
れ
て
音
を
出
す
。
幼
子
は
、
篆
書
を
書
く
こ
と
を
あ
や

し
み
、
老
僧
は
、
経
を
写
す
よ
う
に
求
め
る
。
官
吏
の
よ
う
に
筆
を
は
さ
ん
で
、

ふ
と
庭
に
出
て
み
れ
ば
、
ふ
し
ぎ
な
形
の
石
が
、
前
庭
に
在
る
の
だ
っ
た
。

や
や
富
貴
の
姿
が
あ
る
。
十
首
の
連
作
中
、
下
等
の
詩
で
あ
る
。

○
馨　
「
馨
」
香
と
は
別
字
だ
が
、
意
は
ほ
ぼ
同
じ
。
か
お
り
が
遠
く
か
ら
聞
こ

え
る
。　

○
麝　
「
麝
」
香
名
。
麝
香
。　

○
簪
毫　
「
簪
毫
」
は
、
官
吏
が
筆

を
は
さ
む
こ
と
。
下
級
官
吏
に
な
る
こ
と
を
言
う
。
耳
に
か
け
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
か
。　

○
恠　
「
恠
」は
怪
の
異
体
字
。　

○
冨
貴
之
相　

高
級
な
香
の
麝
香
、

鈴
を
付
け
て
花
盗
人
を
防
ご
う
と
い
う
俗
気
、
篆
書
や
写
経
に
対
す
る
否
定
的

な
態
度
、
庭
の
怪
石
な
ど
に
俗
臭
を
感
じ
て
、
富
貴
の
相
と
言
っ
た
。

◎
下
平
声
九
青
の
韻
目
は
比
較
的
険
韻
で
あ
る
。

30　

◇
4

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す

門
關
無
客
來　
　

門　

關
し
て　

客
の
來
る
無
し

烟
霞
新
画
譜　
　

烟
霞　

新
画
譜

泉
石
舊
詩
材　
　

泉
石　

舊
詩
材

添
竹
従
鶯
宿　
　

竹
を
添
て　

鶯
の
宿
る
に
従
せ

披
松
任
鶴
猜　
　

松
を
披き
り

て　

鶴
の
猜
ふ
に
任
す

更
期
風
月
夜　
　

更
に
期
す　

風
月
の
夜

幽
獨
酒
三
杯　
　

幽
獨　

酒
三
杯

【
訳
文
】
私
は
、
山
荘
の
好
い
景
物
が
大
好
き
だ
。
門
は
閉
ざ
し
て
、
客
が
来

る
こ
と
も
な
い
。
か
す
み
や
も
や
は
、
新
鮮
な
絵
の
手
本
だ
し
、
泉
と
石
は
、

昔
か
ら
の
詩
の
材
料
だ
。竹
を
植
え
添
え
て
、鴬
が
宿
る
の
に
ま
か
せ
、松
を
切
っ

て
形
が
か
わ
っ
た
の
に
鶴
が
び
っ
く
り
す
る
の
に
ま
か
せ
て
い
る
。
更
に
期
待

し
て
い
る
の
は
、
清
ら
か
な
風
と
月
夜
に
、
ひ
と
り
静
か
に
酒
三
杯
で
も
傾
け

る
こ
と
だ
。
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○
烟
霞　

も
や
と
か
す
み
。山
水
の
す
ぐ
れ
た
け
し
き
。　

○
画
譜　

絵
の
手
本
。　

○
泉
石　

自
然
の
景
色
。
山
や
川
の
泉
と
石
。　

○
任
鶴
猜　

鶴
は
松
に
宿
る

の
だ
が
、
松
を
切
っ
た
た
め
い
つ
も
と
景
色
が
変
わ
り
鶴
が
疑
っ
た
。　

○
幽

獨　
「
幽
獨
」
静
か
に
ひ
と
り
居
る
。

31　

◇
5

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す

春
来
未
出
荘　
　

春
来　

未
だ
荘
を
出
で
ず

松
扶
欲
仆
戸　
　

松
は
仆
れ
ん
と
欲
す
る
戸
を
扶
け

苔
上
半
頽
墻　
　

苔
は
半
ば
頽
る
る
墻
に
上
る

修
得
焚
香
法　
　

香
を
焚
く
法
を
修
し
得
て

栽
花
種
海
棠　
　

花
を
栽
れ
ば　

海
棠
を
種
ゆ

海
棠
花
發
處　
　

海
棠
花　

發
く
處

簾
外
夕
陽
長　
　

簾
外　

夕
陽
長
し

全
篇
皆
好
。
見
不
出
荘
亦
足
自
娯
也
。
五
六
風
韻
不
可
言
。
圓
成
不
拘
對
偶
可
喜
。

既
有
此
手
段
。
偶
成
結
末
豈
模
廷
秀
乎
。

全
篇
、皆
な
好
し
。「
荘
を
出
で
ず
」
も
亦
た
自
ら
娯
し
む
に
足
る
を
見
る
な
り
。

五
六
、
風
韻
、
言
ふ
べ
か
ら
ず
。
圓
成
、
對
偶
に
拘
ら
ず
、
喜
ぶ
べ
し
。
既
に

此
の
手
段
有
り
。『
偶
成
』
の
結
末
、
豈
に
廷
秀
を
模
さ
ん
や
。

【
訳
文
】
私
は
、
山
荘
の
よ
い
と
こ
ろ
が
ひ
た
す
ら
気
に
入
っ
て
い
る
。
春
か

ら
ま
だ
山
荘
を
出
る
こ
と
が
な
い
く
ら
い
に
。
松
は
、
も
う
く
ず
れ
倒
れ
よ
う

と
し
て
い
る
戸
を
支
え
、苔
は
、半
ば
く
ず
れ
て
い
る
土
墻
に
上
っ
て
き
て
い
る
。

香
を
焚
く
方
法
を
修
め
た
の
で
、
植
え
る
花
は
、（
香
の
な
い
）
海
棠
を
植
え
た
。

海
棠
の
花
が
開
く
時
、簾
の
向
こ
う
に
、い
つ
ま
で
も
夕
陽
が
照
り
つ
け
て
い
る
。

全
篇
、
皆
な
素
晴
ら
し
い
。「
荘
を
出
で
ず
」
の
句
も
自
ら
そ
の
境
涯
を
楽
し
ん

で
満
足
す
る
の
を
見
る
よ
う
だ
。
五
六
句
の
風
韻
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
完
全

に
ま
と
ま
っ
た
表
現
で
、
對
偶
に
こ
だ
わ
ら
な
い
の
が
、
よ
か
っ
た
。
こ
れ
ほ

ど
の
手
腕
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
24
詩
の
『
偶
成
』
の
結
末
も
、
ど
う
し
て
楊
誠

齋
を
模
し
た
り
し
よ
う
か
。

○
栽
花
種
海
棠　

海
棠
と
香
の
関
係
は
、
海
棠
が
香
な
く
香
の
邪
魔
を
し
な
い

た
め
。『
花
譜
』
に
「
海
棠
無
香
」
と
あ
る
。　

○
圓
成　

評
に
も
仏
語
が
見
ら

れ
る
。「
円
成
」
エ
ン
セ
イ
・
エ
ン
ジ
ョ
ウ
。
仏
語
。
円
満
に
成
就
す
る
。
完
全

に
で
き
あ
が
る
。　

○
偶
成
結
末
豈
模
廷
秀　

24
番
「
偶
成
」
詩
参
照
。
24
番

詩
の
評
の
つ
づ
き
と
な
っ
て
い
る
。

◎
時
に
は
律
詩
の
対
句
を
く
ず
し
て
て
も
、
表
現
内
容
を
優
先
さ
せ
た
方
が
い

い
と
い
う
中
野
評
の
主
張
が
見
え
る
。

32　

◇
6

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す
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山
荘
固
可
欣　
　

山
荘　

固
よ
り
欣
ぶ
べ
し

小
溪
三
寸
雨　
　

小
溪　

三
寸
の
雨

老
屋
半
間
雲　
　

老
屋　

半
間
の
雲

因
作
林
巒
主　
　

林
巒
の
主
と
作
る
に
因
て

得
稱
猿
鶴
君　
　

猿
鶴
の
君
と
稱
す
る
こ
と
を
得
た
り

閒
厨
偶
将
乏　
　

閒
厨　

偶
ま
将
に
乏
し
か
ら
ん
と
す

隣
叟
送
香
芹　
　

隣
叟　

香
芹
を
送
る

欣
字
不
曠
。
第
三
句
巧
在
小
一
字
。
可
以
壓
倒
昨
夜
榕
溪
三
寸
雨
之
句
。

「
欣
」
字
、
曠
（
む
な
し
）
か
ら
ず
。
第
三
句
の
巧
、「
小
」
の
一
字
に
在
り
。

以
て
「
昨
夜
榕
溪
三
寸
雨
」
の
句
を
壓
倒
す
。

【
訳
文
】
私
は
、
山
荘
の
好
い
環
境
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
山
の
中
の
別
荘
は
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
。
小
さ
な
谷
川
に
は
、
三
寸
ほ
ど
の
雨
が
そ
そ

ぎ
、
古
び
た
家
は
、
半
分
は
雲
が
浮
か
ん
で
い
る
。
山
林
の
主
と
な
っ
た
の
で
、

猿
と
鶴
の
君
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
静
か
な
厨
房
が
、
た
ま
た
ま
食
材
に

乏
し
く
な
れ
ば
、
隣
の
翁
が
、
香
り
の
よ
い
芹
を
持
っ
て
き
て
く
れ
る
。

「
欣
」
の
字
、
が
効
果
的
で
あ
る
。
第
三
句
で
巧
み
な
の
は
、「
小
」
の
一
字
で

あ
る
。
そ
れ
で
、
范
成
大
の
「
昨
夜
榕
溪
三
寸
雨
」
の
句
を
圧
倒
し
て
い
る
。

○
山
荘
固
可
欣　

底
本
は
「
固
に
」。　

○
老
屋
半
間
雲　
『
訳
註
聯
珠
詩
格
』

に
「
白
雲
棲
半
間
」、「
老
僧
半
間
雲
半
間
」
の
句
が
あ
る　

○
因
作
林
巒
主　

林
と
山
。　

○
閒
厨
偶
将
乏　

た
ま
た
ま
食
物
が
足
り
な
い
と
き
は
芹
を
持
っ

て
き
て
く
れ
る
。　

○
香
芹　

か
お
り
の
よ
い
芹
。　

○
欣
字
不
曠　

よ
ろ
こ
ぶ
、

の
訓
を
も
つ
字
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
「
欣
」
を
選
ん
だ
の
が
効

果
的
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。　

○
第
三
句
巧
在
小
一
字　

范
成
大
の
「
榕
溪
三

寸
雨
」を「
小
溪
三
寸
雨
」と
利
用
し
た
の
が
巧
み
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。　

○
昨
夜
榕
溪
三
寸
雨　

范
成
大
「
送
周
直
大
教
授
帰
永
嘉
」
七
律
の
第
三
句
。

33　

◇
7

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す

守
真
兼
養
慵　
　

真
を
守
り
兼
て
慵
を
養
ふ

殘
碁
得
月
斂　
　

殘
碁　

月
を
得
て
斂
め

剰
米
任
奴
舂　
　

剰
米　

奴
に
任
せ
て
舂
か
し
む

藤
蔓
漸
侵
径　
　

藤
蔓　

漸
く
径
を
侵
し

薜
蘿
不
離
松　
　

薜
蘿　

松
を
離
れ
ず

何
嫌
地
偏
狹　
　

何
ぞ
嫌
は
ん　

地
の
偏
狹
な
る
を

隣
舎
有
醇
醲　
　

隣
舎
に
醇
醲
有
り

句
句
顧
慵
一
字
置
。
残
碁
至
夜
、
以
微
儲
付
奴
、
不
為
径
與
松
治
藤
蘿
也
。
合

句
言
地
狹
所
以
酒
家
近
而
慵
亦
賖
也
。
何
嫌
其
偏
狹
乎
。

句
句
、「
慵
」一
字
を
顧
み
て
置
く
。「
残
碁
」夜
に
至
る
、微
儲
を
以
て
奴
に
付
す
、
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山
口　

旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

径
と
松
と
の
為
に
藤
蘿
を
治
せ
ざ
る
、
な
り
。
合
句
に
言
ふ
、
地
狹
に
し
て
、

酒
家
近
く
し
て
慵
も
亦
た
賖
な
る
所
以
な
り
、と
。何
ぞ
其
の
偏
狹
を
嫌
は
ん
や
。

【
訳
文
】
私
は
、
山
荘
の
よ
い
生
活
を
気
に
入
っ
て
い
る
。
自
然
で
あ
る
こ
と

と
の
ん
び
り
で
き
る
こ
と
か
ら
だ
。
指
し
掛
け
の
碁
も
、
月
の
光
が
出
て
き
た

の
で
納
め
る
こ
と
に
し
、
余
っ
て
い
る
米
は
、
召
使
に
任
せ
て
舂
か
せ
る
。
藤

の
蔓
は
だ
ん
だ
ん
と
小
径
に
は
び
こ
っ
て
く
る
が
、
つ
た
か
づ
ら
は
、
松
に
か

ら
ま
っ
て
離
れ
な
い
。
土
地
の
狭
苦
し
い
の
を
ど
う
し
て
嫌
お
う
か
、
隣
の
家

に
は
濃
厚
な
酒
も
あ
る
の
だ
。

一
句
一
句
、「
慵（
も
の
う
し
）」の
一
字
を
意
識
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
夜
に
至
っ

て
指
し
掛
け
に
す
る
こ
と
、
微
か
な
蓄
え
の
米
を
召
使
い
に
つ
か
せ
る
、
小
径

と
松
と
の
為
に
藤
や
つ
た
か
づ
ら
を
手
入
れ
し
な
い
、
な
ど
で
あ
る
。
最
後
の

句
で
は
言
っ
て
い
る
、
土
地
が
狭
い
の
で
、
隣
の
酒
屋
が
近
く
、「
慵
」
で
も
ま

た
掛
け
買
い
す
る
気
に
な
る
の
で
あ
る
、
と
。
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
そ
の
狭
苦

し
い
の
を
嫌
お
う
か
。

○
守
真　

本
真
を
守
る
。
道
家
で
自
然
の
本
性
を
全
う
す
る
こ
と
を
い
う
（『
荘

子
』
漁
父
）。　

○
剰
米　

わ
ず
か
に
残
っ
た
米
。　

○
薜
蘿　

ま
さ
き
の
か
づ

ら
と
つ
た
か
づ
ら
。
隠
者
の
服
や
隠
者
の
棲
居
に
喩
え
る
。　

○
醇
醲　

ジ
ュ

ン
ジ
ョ
ウ
。
濃
厚
な
酒
。
民
の
風
俗
の
従
順
で
謹
直
な
喩
え
。　

○
合
句　

漢

詩
の
最
後
の
句
。
一
般
的
に
は
絶
句
の
結
句
を
い
う
。　

○
賖　

シ
ャ
。
か
け

で
買
う
。
は
る
か
。
ゆ
る
や
か
。
お
ご
る
。
お
ご
り
。

◎
評
で
は
、
律
詩
の
構
成
を
問
題
に
し
て
い
る
。
七
八
句
が
絶
句
の
転
結
の
よ

う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

◎
こ
の
連
作
で
は
山
荘
を
十
の
立
場
か
ら
そ
の
愛
好
を
述
べ
て
い
る
。
一
首
ご

と
の
テ
ー
マ
を
示
す
の
が
、
第
二
句
で
あ
り
、
こ
こ
は
守
真
と
養
慵
と
な
っ
て

い
る
。

34　

◇
8

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す

終
甘
作
臥
龍　
　

終
に
臥
龍
と
作
る
こ
と
を
甘
ん
ず

句
成
初
定
韻　
　

句　

成
て　

初
て
韻
を
定
め

興
到
後
牽
筇　
　

興　

到
て　

後　

筇
を
牽
く

閒
事
便
忙
事　
　

閒
事　

便
ち
忙
事

新
踪
是
舊
踪　
　

新
踪　

是
れ
舊
踪

毫
無
聞
達
意　
　

毫
も
聞
達
の
意
無
し

豈
復
夢
生
松　
　

豈
に
復
た
生
松
を
夢
ん
や

三
四
工
密
。
情
在
言
外
。
承
甘
一
字
道
其
自
適
也
。
臥
龍
則
結
以
聞
達
二
字
生

松
則
應
臥
一
字
。
用
事
不
苟
也
。

三
四
、工
密
。
情
、言
外
に
在
り
。「
甘
」
一
字
を
承
け
、其
の
自
適
を
道
ふ
な
り
。

臥
龍
、
則
ち
結
ぶ
に
、「
聞
達
」
二
字
を
以
て
し
、「
生
松
」
則
ち
「
臥
」
一
字
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に
應
ず
。
事
を
用
ゐ
る
も
苟
し
か
ら
ざ
る
な
り
。

【
訳
文
】
私
は
山
荘
の
よ
い
生
活
を
愛
し
て
い
る
。
最
後
ま
で
世
に
出
ず
に
臥

龍
と
な
る
の
に
甘
ん
ず
る
つ
も
り
だ
。
句
が
で
き
て
、
や
っ
と
韻
目
を
定
め
る

気
ま
ま
さ
で
、
興
が
乗
っ
た
ら
、
後
に
杖
を
持
っ
て
散
歩
に
出
か
け
る
。
閑
暇

が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
す
な
わ
ち
忙
し
い
事
で
、
新
し
い
道
だ
と
思
え
ば
、

そ
れ
は
既
に
古
人
の
歩
い
た
道
だ
。
名
を
揚
げ
よ
う
な
ど
い
う
気
は
さ
ら
さ
ら

な
い
。
ど
う
し
て
ま
た
（
出
世
を
暗
示
す
る
）
松
を
生
ず
る
夢
を
見
た
り
し
よ

う
か
。

三
四
句
は
、
精
密
な
句
作
り
だ
。
こ
め
た
思
い
は
、
表
現
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
に

あ
る
。
詩
全
体
は
「
甘
」
の
一
字
を
受
け
て
展
開
し
、
そ
の
悠
々
自
適
な
生
活

態
度
を
表
現
し
て
い
る
。「
臥
龍
」
の
語
を
結
ぶ
の
に
、「
聞
達
」
の
二
字
を
使
い
、

「
生
松
」
は
「
臥
」
の
一
字
に
応
じ
て
い
る
。
深
く
考
え
ず
に
故
事
を
用
い
た
の

で
は
な
い
。

○
臥
龍　

ガ
リ
ョ
ウ
。
英
雄
の
未
だ
時
を
得
ず
潜
ん
で
い
る
喩
え
。
諸
葛
亮
の

故
事
。　

○
句
成
初
定
韻　

詩
会
や
応
酬
の
次
韻
な
ど
で
韻
目
を
決
め
て
作
る

よ
う
な
方
法
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
自
分
の
感
興
に
応
じ
て
気
ま
ま
に
詩
作
す

る
こ
と
を
言
う
。　

○
舊
踪　

古
人
の
残
し
た
事
業
。
足
跡
。　

○
毫
無
聞
達

意　
「
不
求
聞
達
」（
諸
葛
亮
）「
前
出
師
表
」
名
声
の
世
に
聞
こ
え
る
こ
と
を
求

め
な
い
。　

○
豈
復
夢
生
松　
「
夢
松
」
呉
の
丁
固
が
腹
の
上
に
松
が
生
じ
る
夢

を
み
て
、
松
の
字
は
分
解
す
れ
ば
、
十
八
公
で
あ
る
か
ら
、
十
八
年
後
に
公
と

な
る
と
予
言
し
遂
に
其
の
言
の
よ
う
に
な
っ
た
故
事（
呉
史
）。　

○
三
四
工
密
。

情
在
言
外　

三
四
句
と
も
、
気
ま
ま
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。　

○
生
松
則
應

臥
一
字　

夢
み
る
の
は
臥
し
て
、
で
あ
る
か
ら
対
応
し
て
い
る
。

◎
故
事
の
使
い
方
。　

内
容
だ
け
で
な
く
、
縁
語
的
関
係
も
重
視
し
て
い
る
。

35　

◇
9

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す

幽
心
一
味
中　
　

幽
心　

一
味
の
中

嗜
茶
常
貯
雨　
　

茶
を
嗜
み
て　

常
に
雨
を
貯
へ

持
瑟
夜
聴
風　
　

瑟
を
持
し
て　

夜　

風
を
聴
く

花
管
地
肥
痩　
　

花
は
地
の
肥
痩
に
管
す
る
も

筍
無
年
險
豊　
　

筍
に
年
の
險
豊
無
し

誰
知
不
累
客　
　

誰
か
知
ら
ん　

不
累
の
客

端
的
勝
為
公　
　

端
的　

公
と
為
る
に
勝
る
を

【
訳
文
】
私
は
山
荘
の
好
き
心
持
ち
を
愛
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ひ
た
す
ら
静

か
な
心
で
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
茶
を
楽
し
む
た
め
に
、
常
に
雨
水
を
貯
え
て

お
き
、
琴
を
持
っ
て
は
、
夜
に
風
の
音
を
聴
く
。
花
の
出
来
は
、
土
地
の
良
し

悪
し
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、
筍
が
芽
を
出
す
の
は
、
年
に
よ
っ
て
の
不
作
豊
作

は
な
い
。誰
か
理
解
し
よ
う
か
、何
に
も
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
者
の
ほ
う
が
、

明
ら
か
に
王
侯
貴
族
と
な
る
の
に
勝
っ
て
い
る
の
を
。
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山
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旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

○
幽
心　

静
か
な
心
。　

○
一
味
中　
「
一
味
」
ひ
た
す
ら
。
仏
語
で
は
、
如
来

の
教
法
。
其
の
理
趣
、
唯
一
無
二
な
る
を
も
っ
て
い
う
（
法
華
経
）。
こ
こ
は
茶

や
筍
の
味
を
導
く
。　

○
不
累　

め
ん
ど
う
な
か
か
わ
り
あ
い
が
な
い
こ
と
。　

○
端
的　

明
白
に
。
ま
さ
し
く
。

36　

◇
10

我
愛
山
荘
好　
　

我
れ
山
荘
の
好
き
を
愛
す

風
光
随
地
繁　
　

風
光　

随
地
に
繁
し

尋
花
出
別
路　
　

花
を
尋
て　

別
路
に
出
づ

聴
鳥
入
空
園　
　

鳥
を
聴
て　

空
園
に
入
る

斜
日
孤
峰
寺　
　

斜
日　

孤
峰
の
寺

微
風
獨
樹
村　
　

微
風　

獨
樹
の
村

茲
邊
着
柳
垞　
　

茲
の
邊　

柳
垞
を
着
て

長
使
役
吟
魂　
　

長
く
吟
魂
を
役
せ
し
む

前
對
佳
絶
。
於
別
字
上
空
字
上
用
工
。　
　

前
對
、佳
絶
。「
別
」
字
の
上
、「
空
」

字
の
上
に
於
て
工
を
用
ゐ
る
。

【
訳
文
】
私
は
、
山
荘
の
好
き
風
光
が
気
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
風
光
は
、
至

る
と
こ
ろ
に
豊
か
に
あ
る
。
花
を
尋
れ
ば
、
思
っ
た
の
と
別
の
路
に
出
た
り
、

鳥
の
声
に
聴
き
ほ
れ
て
、
人
気
の
な
い
庭
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
。
夕
日
の
か

か
る
孤
峰
に
は
寺
が
見
え
、微
か
な
風
が
、一
本
の
樹
の
あ
る
村
を
吹
き
抜
け
る
。

こ
の
辺
り
に
、
こ
の
詩
佛
を
や
っ
て
来
さ
せ
て
、
長
い
こ
と
詩
情
を
働
か
せ
る
。

前
対
が
非
常
に
優
れ
て
い
る
。「
別
」
と
「
空
」
の
字
に
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

○
随
地　

地
に
随
う
。
何
処
で
も
、到
る
と
こ
ろ
。　

○
着　

著
の
俗
字
。
つ
く
。

や
っ
て
来
て
。

◎
前
聯
も
後
聯
も
随
地
の
地
を
四
種
に
分
け
て
述
べ
る
。

◎
七
八
句
は
十
首
連
作
を
ま
と
め
て
い
る
。

37　

寄
菅
伯
美
（
菅
伯
美
に
寄
す
）

〔
伯
美
同
社
友
今
川
剛
矦
之
兄
也
予
未
見
其
人
因
剛
矦
數
見
其
詩
〕

（
伯
美
、同
社
友
今
川
剛
矦
の
兄
な
り
。予
、未
だ
其
の
人
を
見
ず
。剛
矦
に
因
て
、

數
ば
其
の
詩
を
見
る
。）

從
來
道
在
靜
中
成　
　

從
來　

道
は
靜
中
に
在
て
成
る

殆
恠
屏
居
似
不
平　
　

殆
ん
ど
恠
し
む　

屏
居
の
不
平
に
似
た
る
を

琴
遣
閒
時
猶
帯
恨　
　

琴
は
閒
を
遣
る
時　

猶
ほ
恨
を
帯
び

句
添
工
處
只
關
情　
　

句
は
工
を
添
る
處　

只
だ
情
に
關
る

不
知
早
晩
敲
柴
戸　
　

知
ら
ず　

早
晩　

柴
戸
を
敲
ひ
て

相
共
團
欒
醉
竹
罌　
　

相
共
に
團
欒
と
し
て
竹
罌
に
醉
は
ん
こ
と
を

近
與
剛
矦
吾
往
復　
　

近
ご
ろ
剛
矦
と
吾
れ
と
往
復
す

毎
常
得
把
爾
詩
評　
　

毎
常　

爾
が
詩
を
把
て
評
す
る
を
得
た
り
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【
訳
文
】　

菅
伯
美
は
、
同
じ
吟
社
の
友
で
あ
る
今
川
剛
矦
の
兄
で
あ
る
。
私
は

ま
だ
そ
の
人
と
会
っ
た
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
剛
矦
に
よ
っ
て
、
何
回
も
そ
の

詩
は
見
て
い
る
。

も
と
も
と
道
は
静
か
な
中
で
極
め
る
も
の
だ
と
い
う
の
に
、
隠
居
が
不
平
で
あ

る
と
い
う
の
を
ほ
と
ん
ど
怪
し
ん
で
い
る
。
暇
を
つ
ぶ
す
時
に
爪
弾
く
琴
は
、

ま
だ
恨
み
の
音
を
帯
び
て
、
工
夫
を
費
や
す
時
の
詩
句
は
、
ひ
た
す
ら
気
持
ち

が
あ
ふ
れ
る
。
遅
か
れ
早
か
れ
柴
の
戸
を
訪
ね
て
、
輪
に
な
っ
て
共
に
竹
筒
の

酒
に
酔
い
た
い
も
の
だ
。
近
ご
ろ
剛
矦
と
私
は
よ
く
行
き
来
し
て
い
る
の
で
、

常
々
、
貴
方
の
詩
を
把
っ
て
批
評
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

○
菅
伯
美　
『
詩
聖
堂
詩
話
』
17
話
。
菅
原
帰
雲
。
高
崎
藩
士
、
詩
人
。
寛

政
二
年
に
藩
主
の
勘
気
を
蒙
り
、
武
州
野
火
止
に
流
さ
れ
た
。
一
七
五
七
～

一
八
二
三
。　

○
今
川
剛
矦　

15
、37
注
参
照
。　

○
静
中　

し
ず
か
な
う
ち
。　

○
屏
居　

屏
居
は
隠
居
。　

○
不
平　

野
火
止
の
謫
居
を
い
う
か
。　

○
竹
罌　

竹
の
吸
い
づ
つ
（
水
筒
）。
罌
は
、
か
め
。

38　

題
井
伯
直
筆
函
（
井
伯
直
の
筆
函
に
題
す
。）

莫
道
文
塲
無
盛
勲　
　

道
ふ
こ
と
莫
れ　

文
塲　

盛
勲
無
し
と

曽
収
筆
戰
護
千
軍　
　

曽
て
筆
戰
を
収
て　

千
軍
を
護
る

毛
龍
伏
處
君
方
發　
　

毛
龍　

伏
す
る
處　

君　

方
に
發ひ
ら

か
ば

引
起
山
陰
幾
朶
雲　
　

引
き
起
さ
ん　

山
陰　

幾
朶
の
雲

龍
字
照
雲
字
。
何
等
活
動
。　
　
「
龍
」字
。「
雲
」字
を
照
ら
す
。
何
等
の
活
動
。

【
訳
文
】
文
壇
で
何
の
成
果
も
な
い
な
ど
と
言
う
こ
と
は
な
い
。
か
つ
て
筆
戦

を
収
め
て
、
千
も
の
軍
を
護
っ
た
で
は
な
い
か
。
毛
龍
（
筆
）
が
伏
し
て
い
る

こ
の
函
を
、
君
が
ま
さ
に
開
け
ば
、
山
陰
の
幾
片
か
の
雲
に
龍
が
乗
っ
て
天
に

昇
る
よ
う
に
、
見
事
な
筆
跡
が
生
ま
れ
る
の
だ
。

「
龍
」
の
字
と
「
雲
」
の
字
が
照
ら
し
あ
っ
て
、
す
ば
ら
し
く
生
き
生
き
と
動

い
て
い
る
。

○
井
伯
直　

中
井
董
堂
。
書
家
、
漢
詩
人
、
狂
歌
作
者
。
一
七
五
八
～

一
八
二
一
。『
詩
聖
堂
詩
話
』
26
話
に
紹
介
記
事
。　

○
文
塲　

文
壇
。　

○
無

盛
勲　

立
派
に
成
し
遂
げ
た
い
さ
を
し
。　

○
筆
戰　

文
筆
上
の
あ
ら
そ
い
。

文
章
で
議
論
を
戦
わ
す
こ
と
。　

○
毛
龍　

筆
の
異
称
。　

○
發　
「
發
」
筆
函

を
開
く
。

◎
雲
の
字
が
龍
と
筆
跡
の
両
方
に
響
き
合
う
縁
語
が
効
果
的
だ
と
い
う
。

39　

寄
中
野
子
興
（
中
野
子
興
に
寄
す
。）

想
君
身
在
水
雲
隈　
　

想
ふ　

君
が
身
は
水
雲
の
隈
に
在
る
こ
と
を

一
片
閒
心
無
點
埃　
　

一
片
の
閒
心　

點
埃
無
し

欲
識
故
人
風
骨
痩　
　

故
人
の
風
骨
の
痩
る
を
識
ら
ん
と
欲
し
て
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山
口　

旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

窓
前
折
得
一
枝
梅　
　

窓
前　

折
得
た
り　

一
枝
の
梅

贈
此
詩
以
羅
紋
箋
印
梅
花
枝
者
寫
之
。
亦
一
韻
事
也
。　
　

此
の
詩
を
贈
る
に
、

羅
紋
箋
の
梅
花
枝
を
印
す
る
者
を
以
て
、
之
を
寫
す
。
亦
た
一
韻
事
な
り
。

【
訳
文
】
水
雲
の
遙
か
向
こ
う
の
君
の
こ
と
を
想
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
君
の

ひ
と
つ
の
静
か
な
心
に
は
、
一
点
の
埃
も
無
い
こ
と
も
。
貴
方
の
風
采
の
痩
せ

て
い
る
の
を
思
い
出
そ
う
と
し
て
、
窓
の
前
で
、
一
枝
の
梅
を
折
っ
て
み
た
。

こ
の
詩
を
贈
る
の
に
、
羅
紋
箋
に
梅
花
枝
を
印
刷
し
た
紙
に
、
こ
れ
を
写
し
た
。

こ
れ
も
ま
た
一
つ
の
風
流
事
で
あ
っ
た
。

○
中
野
子
興　

評
者
の
中
野
素
堂
。　

○
水
雲
隈　

こ
の
時
、
素
堂
は
伊
勢
に

帰
っ
て
い
た
か
。「
水
雲
隈
」
と
は
伊
勢
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。　

○
水
雲　

水
と
雲
。
水
上
の
雲
。　

○
一
片
閒
心　

ゆ
っ
た
り
と
ひ
ま
な
心
。
王
昌
齢「
芙

蓉
楼
送
辛
漸
」
に
「
一
片
氷
心
在
玉
壺
。」
の
句
が
あ
る
。　

○
風
骨　

か
ら
だ

の
様
子
。
風
采
。
高
尚
な
品
格
。　

○
羅
紋
箋　
「
羅
紋
牋
」最
上
等
の
薄
い
白
紙
。

◎
評
者
の
中
野
素
堂
自
身
に
贈
ら
れ
た
詩
で
、
評
も
個
人
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

紹
介
と
な
っ
て
い
る
。

40　

題
寶
晋
齋
硯
（
寶
晋
齋
硯
に
題
す
。）

一
枚
奇
硯
米
家
物　
　

一
枚
の
奇
硯　

米
家
の
物

脈
理
綿
々
潤
澤
多　
　

脈
理　

綿
々
と
し
て　

潤
澤
多
し

燈
下
為
君
閒
拝
却　
　

燈
下　

君
が
為
を　

閒
に
拝
却
す
れ
ば

寒
星
揺
動
半
泓
波　
　

寒
星　

揺
動
す　

半
泓
の
波

【
訳
文
】
一
枚
の
素
晴
ら
し
い
硯
、
米
芾
の
家
に
伝
わ
っ
た
物
だ
。
脈
々
と
し

て
絶
え
ず
に
、
こ
の
硯
は
豊
か
に
書
を
潤
お
し
続
け
て
き
た
。
灯
の
下
で
、
君

の
あ
り
方
を
、
静
か
に
拝
し
て
い
る
と
、
冬
の
冴
え
冴
え
と
し
た
星
が
、
ゆ
ら

ゆ
ら
と
硯
池
の
中
の
波
に
揺
れ
て
い
る
。

○
寶
晋
齋
硯　
「
寶
晋
齋
」
宋
の
米
芾
の
建
て
た
書
斎
名
。
晋
人
の
法
帖
が
刻
し

て
あ
る
。　

○
米
家　

米
芾
と
米
友
仁
（
元
暉
）
の
親
子
な
ど
を
指
す
。　

○

脈
理　

す
じ
道
。
つ
づ
き
ぐ
あ
い
。　

○
綿
　々

長
く
絶
え
な
い
さ
ま
。　

○

潤
澤　

恵
む
。
う
る
お
す
。　

○
燈
下
為
君　

君
の
性
質
。
底
本
の
送
り
仮
名

に
「
君
が
為
に
」
と
あ
る
が
、「
為ひ
と
と
な
り人
」
の
「
人
」
を
「
君
」
に
換
え
た
も
の

で
あ
ろ
う
。　

○
拝
却　
「
却
」
は
「
助
辞
ナ
リ
」（『
詩
家
推
敲
』）
と
あ
る
。　

○
寒
星　

さ
え
ざ
え
と
し
た
冬
の
星
。　

○
半
泓
波　
「
泓
」
硯
の
水
た
ま
り
。

硯
泓
。

41　

過
友
人
村
居
（
友
人
の
村
居
を
過
ぐ
。）

行
盡
彎
溪
別
有
天　
　

彎
溪
を
行
き
盡
せ
ば
別
に
天
有
り

樵
風
漁
靄
夕
陽
前　
　

樵
風　

漁
靄　

夕
陽
の
前

負
薪
女
帶
紅
雲
去　
　

薪
を
負
ふ
女
は
紅
雲
を
帶
び
て
去
り

投
網
翁
分
翠
浪
旋　
　

網
を
投
ぐ
る
翁
は
翠
浪
を
分
て
旋
る
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葉
落
鹿
来
連
野
径　
　

葉
落
て　

鹿
は
来
る　

野
に
連
る
径

潮
生
魚
上
傍
江
田　
　

潮
生
じ
て　

魚
は
上
る　

江
に
傍
ふ
田

對
君
終
日
耽
碁
局　
　

君
に
對
し
て　

終
日　

碁
局
に
耽
る

豈
識
人
間
是
一
年　
　

豈
に
識
ん
や　

人
間　

是
れ
一
年
な
る
を

【
訳
文
】
曲
が
り
く
ね
っ
た
谷
川
を
行
く
所
ま
で
行
く
と
別
天
地
が
あ
っ
た
。

風
に
吹
か
れ
る
木
樵
や
靄
に
か
す
む
漁
師
が
、
夕
陽
の
中
に
見
え
る
。
薪
を
背

負
う
女
は
、
桃
の
紅
の
雲
を
帯
び
て
去
っ
て
い
き
、
網
を
投
げ
て
い
る
翁
は
、

翠
の
川
浪
を
分
け
て
ま
わ
っ
て
い
る
。
葉
は
落
る
と
鹿
が
来
る
野
に
連
な
る
径

が
あ
り
、
潮
が
生
じ
る
と
魚
が
上
っ
て
く
る
江
に
沿
っ
て
い
る
水
田
も
あ
る
。

君
と
向
か
い
合
っ
て
、
終
日
、
碁
の
対
局
に
耽
っ
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
、
人

間
世
界
で
は
も
う
一
年
も
経
っ
て
い
る
と
気
づ
こ
う
か
。

○
別
有
天　

李
白
「
山
中
問
答
」
に
「
別
有
天
地
」
と
あ
る
。　

○
樵
風　

木

樵
に
吹
く
風
。　

○
漁
靄　

漁
師
に
か
か
る
も
や
。　

○
紅
雲　

く
れ
な
い
の
雲
。

桃
源
郷
の
桃
の
イ
メ
ー
ジ
。　

○
翠
浪　

み
ど
り
色
の
な
み
。　

○
葉
落
鹿
来

連
野
径　
『
古
今
集
』
秋
上
の
猿
丸
太
夫
「
奥
山
に 

も
み
じ
踏
み
分
け 

鳴
く
鹿

の 

声
き
く
と
き
ぞ 

秋
は
悲
し
き
」
と
通
じ
る
。　

○
終
日
耽
碁
局　

爛
柯
の
故

事
。
晋
の
王
質
は
仙
人
の
碁
を
打
つ
の
を
見
て
、
斧
お
の
の
柄
が
腐
る
ま
で
時

の
た
つ
の
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

◎
全
体
を
仙
界
の
イ
メ
ー
ジ
で
ま
と
め
て
い
る
。

42　

寄
松
井
延
年
（
松
井
延
年
に
寄
す
。）

久
恠
短
筇
幾
絶
跡　
　

久
し
く
恠
し
む　

短
筇
の
幾
ん
ど
跡
を
絶
つ
こ
と
を

近

閉
戸
避
囂
塵　
　

近
ご
ろ
聞
く　

戸
を
閉
て
囂
塵
を
避
く
と

一
檐
紅
葉
午
時
月　
　

一
檐
の
紅
葉　

午
時
の
月

満
地
黄
花
九
月
春　
　

満
地
の
黄
花　

九
月
の
春

品
水
先
分
茶
甲
乙　
　

水
を
品
し
て
先
づ
分
く　

茶
の
甲
乙

註
経
多
諳
藥
君
臣　
　

経
を
註
し
て
多
く
諳
ん
ず　

藥
の
君
臣

精
神
練
得
誰
能
識　
　

精
神　

練
し
得
て　

誰
か
能
く
識
る

簾
外
人
閒
鳥
雀
馴　
　

簾
外　

人　

閒
に
し
て
鳥
雀
馴
る

七
律
中
之
下
者
。
務
避
踏
襲
之
所
致
也
。
要
之
性
霊
之
詩
以
格
卑
不
容
棄
也
。

七
律
中
の
下
の
者
な
り
。
務
め
て
踏
襲
を
避
く
る
の
致
す
所
な
り
。
之
を
要
す

る
に
、
性
霊
の
詩
、
格
の
卑
し
き
を
以
て
棄
つ
る
を
容
れ
ざ
る
な
り
。

【
訳
文
】
久
し
く
い
ぶ
か
っ
て
い
た
、
短
い
杖
を
供
に
歩
く
あ
な
た
が
ほ
と
ん

ど
跡
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
の
を
。
近
ご
ろ
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
戸
を
閉
て
俗
世

間
の
塵
を
避
け
て
読
書
に
ふ
け
っ
て
お
ら
れ
る
と
か
。
軒
先
に
か
か
る
紅
葉
は
、

昼
時
に
月
を
見
る
よ
う
で
、
土
地
い
っ
ぱ
い
の
菊
の
花
は
、
九
月
に
春
が
来
た

よ
う
だ
。
水
を
品
評
し
て
、
ま
ず
茶
の
甲
乙
を
明
ら
か
に
し
て
、
経
書
に
注
を

施
し
て
は
、
多
く
の
薬
の
良
し
悪
し
を
諳
ん
じ
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
精
神

を
磨
き
ぬ
い
て
も
、
い
っ
た
い
誰
が
知
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
人
も
の
ん
び
り
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し
て
い
る
の
が
わ
か
る
の
で
、
簾
の
外
で
は
す
っ
か
り
鳥
雀
が
馴
れ
て
い
る
だ

ろ
う
。

七
言
律
詩
の
中
で
、
出
来
は
下
の
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
あ
る
表
現
の
踏
襲
を

つ
と
め
て
避
け
た
結
果
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
れ
は
、
性
霊
の
詩
は
、
踏
襲
が

あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
つ
ま
り
詩
格
が
低
い
か
ら
と
言
っ
て
棄
て
る
必
要
は
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。

○
松
井
延
年　
『
卜
居
集
下
』の
校
訂
者
。
あ
る
い
は
出
資
者
か
。『
臭
蘭
稿
甲
集
』

に「
名
は
壽
、碧
海
と
号
す
。
東
都
の
人
」と
あ
る
。　

○
短
筇　

み
じ
か
い
杖
。　

○
近

閉
戸　
「

」
の
異
体
字
は
次
の
「
閉
」
と
門
が
ま
え
が
重
な
る
の
を
避

け
た
か
。　

○
閉
戸　
「
閉
戸
先
生
」
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
読
書
に
ふ
け
る
人
。

漢
の
孫
敬
を
い
う
。　

○
午
時
月　
「
午
時
月
」は
昼
の
月
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

「
九
月
春
」
と
対
な
の
で
比
喩
で
あ
っ
て
実
際
に
は
な
い
も
の
と
し
た
。　

○
分

茶
～
諳
藥　

茶
や
薬
な
ど
、
松
井
延
年
の
職
業
な
ど
に
関
わ
る
か
。　

○
簾
外

人
閒
鳥
雀
馴　

邪
心
の
な
い
こ
と
を
示
す
。
盟
鷗
の
故
事
と
同
じ
。　

○
七
律

中
之
下
者
～　

午
時
月
、
九
月
春
、
茶
甲
乙
、
藥
君
臣
な
ど
の
語
が
新
鮮
だ
が

こ
な
れ
て
い
な
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。

43　

送
小
野
崎
尚
甫
之
大
坂
（
小
野
崎
尚
甫
の
大
坂
に
之
く
を
送
る
。）

懸
崖
破
棧
従
鞍
馬　
　

懸
崖
破
棧　

鞍
馬
に
従
せ

行
過
長
亭
與
短
亭　
　

行
き
過
ぐ　

長
亭
と
短
亭
と

松
葉
起
濤
風
脚
翠　
　

松
葉　

濤
を
起
し
て　

風
脚
翠
に

稲
花
吐
雪
雨
痕
馨　
　

稲
花　

雪
を
吐
て　

雨
痕
馨
し

孤
村
燈
滅
知
關
戸　
　

孤
村　

燈
滅
し
て　

戸
を
關
す
る
を
知
り

幽
舘
人
遲
未
掩
扄　
　

幽
舘　

人
遲
く
し
て　

未
だ
扄
を
掩
は
ず

臨
險
忠
心
能
叱
去　
　

險
に
臨
ん
で　

忠
心　

能
く
叱
し
去
る
も

夜
猿
啼
處
豈
堪
聴　
　

夜
猿　

啼
く
處　

豈
に
聴
く
に
堪
ん
や

第
一
句
喚
第
七
句
事
實
。
近
世
詩
用
事
動
輒
突
出
。
故
屡
詳
之
。

第
一
句
、
第
七
句
の
事
實
を
喚
ぶ
。
近
世
の
詩
、
事
を
用
ゐ
る
に
動
も
す
れ
ば

輒
ち
突
出
す
。
故
に
屡
ば
之
を
詳
に
す
。

【
訳
文
】切
り
立
っ
た
崖
も
壊
れ
か
か
っ
た
桟
橋
も
、鞍
を
置
い
た
馬
ま
か
せ
に
、

街
道
の
宿
駅
、
距
離
の
長
い
の
や
短
か
い
の
を
行
き
過
ぎ
て
行
く
。
松
の
葉
は

風
に
吹
か
れ
て
、
波
の
音
を
起
し
、
緑
色
の
水
紋
の
よ
う
で
、
稲
の
花
は
、
白

い
雪
を
吐
く
よ
う
で
、
雨
の
痕
か
ら
よ
い
香
を
発
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
だ
け
あ

る
村
は
、
灯
が
消
え
て
、
戸
じ
ま
り
を
し
た
の
が
わ
か
る
が
、
静
か
な
館
だ
け
は
、

人
も
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
の
か
、ま
だ
扉
を
閉
め
な
い
。旅
の
難
所
に
臨
ん
で
、

心
の
中
で
、
自
分
を
叱
咤
し
つ
つ
行
く
の
だ
が
、
夜
、
猿
が
鳴
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
ど
う
し
て
（
そ
の
悲
し
げ
な
声
を
）
聴
く
に
堪
え
よ
う
か
。

第
一
句
の
故
事
が
、
第
七
句
で
述
べ
る
実
際
の
事
実
を
喚
起
さ
せ
る
。
最
近
の
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詩
は
、
故
事
を
用
い
る
の
に
、
ど
う
か
す
る
と
す
ぐ
に
表
現
が
そ
こ
だ
け
突
出

し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
何
回
も
こ
の
話
題
を
細
か
く
言
う
の
で
あ
る
。

○
小
野
崎
尚
甫　

秋
田
藩
士
。「
公
用
で
た
び
た
び
大
阪
に
赴
い
た
」『
国
書
人

名
辞
典
』
に
よ
る
。『
詩
聖
堂
詩
話
』
38
話
、『
江
戸
詩
歌
論
』
ｐ
618
参
照　

○

懸
崖
破
棧
従
鞍
馬　

范
成
大
に
「
懸
崖
破
棧
不
可
玩
」
の
句
が
あ
る
。「
破
棧
」

木
曽
の
桟
で
有
名
な
中
山
道
を
示
す
か
。　

○
長
亭
與
短
亭　

宿
駅
。
十
里
ご

と
が
長
亭
、五
里
ご
と
が
短
亭
。
菅
茶
山
に「
長
亭
楊
柳
短
亭
花
」の
句
が
あ
る
。　

○
松
葉
起
濤　

松
風
の
音
「
松
濤
」
を
波
の
音
に
た
と
え
て
い
う
語
。「
風
脚
」

風
に
よ
っ
て
起
こ
る
水
の
波
紋
。　

○
稲
花
吐
雪
雨
痕
馨　

范
成
大
「
新
涼
夜

坐
」
に
「
江
頭
一
尺
稲
花
雨
」
の
句
が
あ
る
。　

○
臨
險
忠
心
能
叱
去　
「
忠
心
」

心
の
中
。
ま
ご
こ
ろ
。「
忠
心
能
叱
去
」
自
分
を
は
げ
ま
す
意
。　

○
夜
猿
啼
處　

猿
の
鳴
き
声
は
哀
愁
を
帯
び
る
と
さ
れ
る
。

44　

牽
牛
花

密
葉
長
條
壓
竹
籬　
　

密
葉
長
條　

竹
籬
を
壓
す

一
花
正
面
一
花
欹　
　

一
花
は
正
面
し　

一
花
は
欹
つ

紺
珠
将
碎
日
升
後　
　

紺
珠　

将
に
碎
ん
と
す　

日
の
升
る
後

緗
綿
纔
湔
露
滴
時　
　

緗
綿　

纔
に
湔あ
ら

う　

露
の
滴
る
時

至
午
微
香
迷
蝶
夢　
　

午
に
至
て　

微
香　

蝶
夢
を
迷
は
し

當
昏
新
蕾
突
蛛
絲　
　

昏
に
當
て　

新
蕾　

蛛
絲
を
突
く

莫
言
凋
落
須
臾
事　
　

言
ふ
こ
と
莫
れ　

凋
落　

須
臾
の
事
と

九
十
秋
光
不
斷
披　
　

九
十
の
秋
光　

披
く
こ
と
を
斷
た
ず

纖
巧
詠
物
之
體
。　
　

纖
巧
、
詠
物
の
體
な
り
。

【
訳
文
】
密
生
し
た
葉
と
長
く
伸
び
た
蔓
が
、
竹
の
籬
を
覆
っ
て
い
る
。
一
つ

の
花
は
正
面
に
向
い
て
、
ま
た
別
の
花
は
斜
め
を
向
い
て
い
る
。
日
が
上
っ
た

後
に
、
紺
色
の
珠
の
よ
う
な
蕾
が
、
砕
け
て
咲
こ
う
と
し
、
露
が
滴
る
時
に
、

あ
さ
ぎ
色
の
綿
の
よ
う
な
花
が
、
は
じ
め
て
洗
わ
れ
る
。
午
に
至
れ
ば
、
微
か

な
香
り
が
蝶
の
夢
を
迷
わ
し
、
夕
暮
れ
に
な
れ
ば
、
新
し
い
蕾
が
蜘
蛛
の
巣
を

突
き
破
る
。
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
、
花
の
凋
む
の
が
あ
っ
と
い
う
ま
の
事
だ
な

ど
と
。
九
十
日
間
の
秋
の
風
光
と
し
て
、
不
断
に
開
き
続
け
る
の
だ
か
ら
。

繊
細
な
技
巧
を
尽
く
し
た
、
詠
物
詩
の
形
式
で
あ
る
。

○
牽
牛
花　

朝
顔
。　

○
紺
珠　

こ
こ
で
は
朝
顔
の
蕾
を
指
す
。　

○
緗
綿　

朝
顔
の
蔓
か
。
緗
は
あ
さ
ぎ
、
あ
さ
ぎ
い
ろ
。　

○
湔　

あ
ら
う
。　

○
詠
物　

詠
物
詩
。

◎
変
化
朝
顔
の
栽
培
は
、
宝
暦
・
明
和
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
開
始
さ
れ
寛
政
こ
ろ

か
ら
人
気
を
博
し
た
。
ま
た
、
詠
物
詩
は
安
永
・
天
明
頃
か
ら
長
く
流
行
し
た
。

45　

賓
至

交
辱
舊
盟
不
敢
捐　
　

交　

舊
盟
を
辱
し
て　

敢
て
捐
て
ず

杖
臨
窮
巷
小
春
天　
　

杖　

窮
巷
に
臨
む　

小
春
の
天
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五
株
枯
栁
枝
翻
勁　
　

五
株
の
枯
栁　

枝　

翻
て
勁
く

數
點
狂
花
香
暗
傳　
　

數
點
の
狂
花　

香　

暗
に
傳
ふ

秋
後
豊
饒
隣
有
酒　
　

秋
後　

豊
饒
に
し
て　

隣
に
酒
有
る
も

夜
来
風
雨
市
無
鮮　
　

夜
来
の
風
雨　

市
に
鮮
無
し

婆
心
一
片
君
何
笑　
　

婆
心　

一
片　

君　

何
ぞ
笑
は
ん

殘
菊
侵
霜
摘
檻
前　
　

殘
菊　

霜
を
侵
し
て　

檻
前
に
摘
む

【
訳
文
】
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
古
い
仲
間
の
な
じ
み
を
、
け
っ
し
て
見
捨
て

ず
、
十
月
の
秋
空
の
も
と
、
杖
を
め
ぐ
ら
し
て
、
こ
の
む
さ
く
る
し
い
裏
町
に

来
て
い
た
だ
い
た
。
五
本
の
枯
れ
か
か
っ
た
柳
の
枝
は
か
え
っ
て
強
く
、
い
く

つ
か
の
季
節
外
れ
の
菊
の
花
の
香
は
、
ほ
の
か
に
漂
う
。
秋
の
収
穫
は
豊
か
で
、

隣
家
に
酒
は
有
る
が
、
夜
中
来
の
風
雨
で
、
市
に
鮮
魚
は
入
っ
て
こ
な
い
。
一

片
の
老
婆
心
を
君
よ
、
ど
う
し
て
笑
っ
て
い
い
も
の
か
、
客
人
の
為
に
咲
き
残
っ

た
菊
の
花
を
、
霜
も
気
に
せ
ず
欄
干
の
前
で
摘
ん
で
い
る
の
を
。

○
小
春
天　

陰
暦
十
月
。　

○
五
株
枯
栁
枝
翻
勁　

俳
諧
的
発
想
。「
む
っ
と
し

て
も
ど
れ
ば
庭
に
柳
か
な
（『
蓼
太
句
集
』）」。　

○
狂
花　

咲
い
て
実
ら
な
い

花
。
む
だ
ば
な
。
徒
花
。
こ
こ
は
陶
淵
明
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
言
っ
て
、
九
月
を

過
ぎ
て
十
月
に
な
っ
て
も
咲
い
て
い
る
八
句
め
の
「
残
菊
」
を
さ
す
。　

○
婆

心　

老
婆
心
。
親
切
気
。

◎
窮
巷
、
五
株
枯
栁
、
隣
有
酒
、
殘
菊
、
な
ど
陶
淵
明
の
イ
メ
ー
ジ
で
統
一
し

て
い
る
。

46　

家
居

杖
履
常
慵
訪
野
蹊　
　

杖
履　

常
に
野
蹊
を
訪
ふ
に
慵
く

柴
門
深
鎖
夕
陽
西　
　

柴
門　

深
く
鎖
し
て　

夕
陽　

西
す

一
塲
春
夢
驚
鶯
語　
　

一
塲
の
春
夢　

鶯
語
に
驚
き

満
架
詩
書
汚
燕
泥　
　

満
架
の
詩
書　

燕
泥
に
汚
る

苔
厚
初
看
花
影
薄　
　

苔　

厚
く
し
て　

初
て
看
る　

花
影
の
薄
き
を

栁
高
漸
覺
竹
檐
低　
　

栁　

高
く
し
て　

漸
く
覺
ゆ　

竹
檐
の
低
き
を

晩
來
時
引
山
僧
得　
　

晩
來　

時
に
山
僧
を
引
き
得
て

自
向
幽
畦
摘
痩
藜　
　

自
ら
幽
畦
に
向
て　

痩
藜
を
摘
む

三
四
凡
庸
後
聯
大
勝
二
句
四
字
眼
。　
　

三
四
、凡
庸
。
後
聯
、大
に
勝
る
。
二
句
、

四
字
が
眼
な
り
。

【
訳
文
】
野
の
小
道
を
訪
ね
る
の
も
面
倒
で
、
杖
や
履
は
常
に
置
き
っ
ぱ
な
し
、

柴
の
粗
末
な
門
は
、
奥
深
い
と
こ
ろ
で
鎖
し
た
ま
ま
、
夕
陽
が
西
に
入
る
。
は

か
な
い
春
の
夜
の
夢
は
、鴬
の
囀
り
で
覚
ま
さ
れ
て
、棚
い
っ
ぱ
い
の
詩
の
書
は
、

い
つ
の
ま
に
か
燕
の
持
っ
て
く
る
泥
で
汚
れ
て
い
る
。
苔
が
厚
く
な
っ
て
、や
っ

と
わ
ず
か
に
薄
く
映
る
花
の
影
を
見
て
、
柳
の
木
が
高
く
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん

と
竹
垣
の
低
い
の
が
感
じ
ら
れ
る
。晩
に
な
る
と
、時
に
は
山
寺
の
僧
を
誘
っ
て
、

自
ら
静
か
な
畦
道
で
、
あ
ま
り
育
ち
の
よ
く
な
い
藜
を
摘
む
。

三
四
句
は
、
凡
庸
で
あ
る
。
後
聯
が
大
い
に
勝
っ
て
い
る
。
二
句
目
の
、
四
字
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目
「
鎖
」
が
詩
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
め
る
詩
眼
の
字
で
あ
る
。

○
杖
履　

杖
と
く
つ
。　

○
柴
門
深
鎖　
「
鎖
」
詩
眼
。　

○
一
塲
春
夢　

そ

の
場
だ
け
で
跡
形
も
な
い
春
の
夜
の
夢
。
人
の
世
の
は
か
な
い
喩
え
。　

○
満

架　

た
な
い
っ
ぱ
い
。　

○
花
影　

花
の
か
げ
。　

○
花
影
薄　

厚
く
は
び
こ
っ

た
苔
に
薄
く
花
の
影
が
映
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。　

○
山
僧　

山
寺
の
僧
。　

○
藜　

草
の
名
。
若
葉
は
食
用
だ
が
、
粗
末
な
食
べ
物
と
さ
れ
る
。

47　

送
樋
口
子
成
従
迺
矦
之
津
軽

（
樋
口
子
成
の
迺
矦
に
従
て
津
軽
に
之
く
を
送
る
）

藍
輿
遥
向
萬
重
岑　
　

藍
輿　

遥
に
向
ふ　

萬
重
の
岑

處
々
山
川
啼
恠
禽　
　

處
々
の
山
川　

恠
禽
啼
く

黒
水
橋
餘
朝
露
滑　
　

黒
水
橋
は
朝
露
を
餘
し
て
滑
ら
か
に

白
河
關
鎖
暮
雲
深　
　

白
河
關
は
暮
雲
に
鎖
し
て
深
し

満
天
瘴
氣
星
光
薄　
　

満
天
の
瘴
氣　

星
光
薄
く

絶
海
潮
烟
月
色
陰　
　

絶
海
の
潮
烟　

月
色
陰
る

退
食
知
君
得
閒
日　
　

退
食　

知
ん
ぬ
君
が
閒
を
得
る
日

邃
溪
分
草
採
芳
　
　

邃
溪　

草
を
分
ち
芳

を
採
ん
こ
と
を

作
手
百
出
不
可
無
此
體
。
若
累
篇
則
吾
不
知
也
。　
　

作
手
百
出
、
此
の
體
無

か
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
篇
を
累
れ
ば
則
ち
吾
れ
知
ら
ざ
る
な
り
。

【
訳
文
】
樋
口
子
成
が
父
上
に
従
っ
て
津
軽
に
行
く
の
を
送
る
。

駕
籠
は
、
遥
か
万
重
に
も
重
な
る
峰
々
に
向
っ
て
行
く
。
所
々
の
山
や
川
で
は
、

見
知
ら
ぬ
小
鳥
が
鳴
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
黒
川
の
橋
は
朝
露
が
ま
だ
残
っ
て
、

滑
ら
か
で
、
白
河
の
関
は
暮
雲
に
深
く
鎖
さ
れ
て
い
る
。
空
い
っ
ぱ
い
に
悪
気

が
漂
い
、
星
の
光
も
薄
く
、
遥
か
遠
く
の
海
の
潮
の
も
や
で
、
月
光
も
陰
っ
て

い
る
。
い
つ
の
日
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
官
職
を
退
き
君
が
閑
暇
を
得
る
日
、

奥
深
い
谷
川
で
、草
を
区
別
し
、中
か
ら
朝
鮮
人
参
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
。

詩
の
作
り
手
は
大
勢
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
詩
は
誰
で
も
作
る
。
も
し
こ
の

調
子
で
詩
篇
を
重
ね
る
の
で
あ
れ
ば
私
の
興
味
の
他
で
あ
る
。

○
樋
口
子
成　

未
詳
。『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
岡
村
士
幹
の
同
題
の
詩
が
あ
る
。　

○
迺
矦　

わ
れ
。
汝
の
父
。
父
が
子
に
対
す
る
自
称
。　

○
黒
水
橋　

白
河
市

下
黒
川
と
い
う
地
名
や
黒
川
と
い
う
川
が
あ
る
。　

○
白
河
關　

古
代
の
関
で

遺
称
地
は
福
島
県
白
河
市
。　

○
瘴
氣　

熱
病
を
お
こ
す
山
川
の
悪
気
。　

○

絶
海　

遠
く
陸
を
は
な
れ
た
海
。
遠
海
。　

○
退
食　

朝
廷
よ
り
家
に
帰
っ
て

食
事
す
る
。
官
吏
が
官
署
か
ら
家
に
帰
る
こ
と
。　

○
邃
溪　

奥
深
く
て
物
静

か
な
谷
が
わ
。　

○
　

シ
ン
。
ち
ょ
う
せ
ん
に
ん
じ
ん
。「
…
今
字
作
参
」『
本

草
綱
目
』　

○
作
手　

作
り
手
。　

○
此
體　

格
調
派
的
な
送
別
詩
の
こ
と
。

◎
『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
も
実
際
に
同
題
の
詩
が
あ
る
よ
う
に
、
送
別
の
挨
拶
詩

で
あ
る
の
を
中
野
評
は
批
判
し
て
い
る
。
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山
口　

旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

48　

石
上

石
上
揮
觴
向
晩
汀　
　

石
上　

觴
を
揮
て　

晩
汀
に
向
ふ

灘
聲
轉
處
氣
冷
　々
　

灘
聲　

轉
ず
る
處　

氣
冷
々

鷗
邊
日
落
波
逾
暗　
　

鷗
邊　

日
落
て　

波　

逾
い
よ
暗
く

蘋
末
風
回
水
亦
馨　
　

蘋
末　

風
回
て　

水
も
亦
た
馨
し

拂
帽
柳
條
千
段
緑　
　

帽
を
拂
ふ
柳
條　

千
段
の
緑

侵
衣
苔
色
一
般
青　
　

衣
を
侵
す
苔
色　

一
般
に
青
し

元
知
幽
味
醉
中
在　
　

元
と
知
る　

幽
味
の
醉
中
に
在
る
こ
と
を

坐
久
唯
愁
酒
早
醒　
　

坐
久
し
て　

唯
だ
愁
ふ　

酒
の
早
く
醒
め
ん
こ
と
を

用
事
有
數
法
。
暗
用
而
不
恃
其
事
者
最
良
而
最
難
。
猶
諫
有
諷
。
七
八
用
李
德

裕
醒
酒
石
事
雖
去
其
事
而
句
意
自
全
。
是
為
得
矣
。

事
を
用
ゐ
る
に
數
法
有
り
。
暗
用
し
て
其
の
事
を
恃
ま
ざ
る
者
、
最
も
良
に
し

て
最
も
難
し
。
猶
ほ
諫
の
諷
有
る
が
ご
と
し
。
七
八
、
李
德
裕
の
醒
酒
石
の
事

を
用
ゐ
る
。其
の
事
を
去
る
と
雖
ど
も
、句
意
、自
ら
全
し
。是
れ
得
た
り
と
為
す
。

【
訳
文
】
日
暮
れ
時
、
岩
の
ほ
と
り
で
杯
を
傾
け
て
、
水
際
に
向
か
う
と
流
れ

の
音
が
変
わ
る
あ
た
り
、気
分
も
清
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。鷗
の
遊
ぶ
と
こ
ろ
は
、

日
が
落
て
波
も
一
段
と
暗
く
な
り
、
浮
草
の
尖
端
に
風
が
回
っ
て
、
水
ま
で
も

香
し
い
。
帽
子
を
払
ふ
柳
の
枝
は
、
千
段
の
絹
の
よ
う
な
緑
で
、
衣
を
侵
す
苔

の
色
は
、
一
様
に
青
い
。
も
と
も
と
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
、
静
か
な
味
わ
い
の

境
地
が
酒
に
酔
う
間
に
あ
る
こ
と
は
。
久
し
く
坐
し
て
、た
だ
愁
う
る
の
は
、（
石

が
醒
酒
石
で
）
酒
が
早
く
醒
め
て
し
ま
う
こ
と
だ
。

故
事
を
用
い
る
の
に
数
種
の
方
法
が
あ
る
。
ひ
そ
か
に
用
い
て
、
そ
の
故
事
に

頼
ら
な
い
「
暗
用
」
と
い
う
方
法
が
、
最
も
良
く
、
し
か
も
最
も
難
し
い
。
あ

た
か
も
諫
め
る
方
法
と
し
て
、
そ
れ
と
な
く
ほ
の
め
か
す
よ
う
に
す
る
と
い
う

よ
う
な
も
の
だ
。
七
八
句
は
、
李
徳
裕
の
醒
酒
石
の
事
を
用
い
て
い
る
が
、
そ

の
故
事
を
除
外
し
て
読
ん
で
も
、
一
句
の
意
は
、
自
ら
整
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

暗
用
の
手
法
を
自
分
の
も
の
に
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

○
揮
觴　

さ
か
づ
き
を
あ
げ
る
。
酒
を
飲
む
。　

○
千
段　
「
段
」
絹
織
物
の
こ

と
。　

○
一
般　

一
様
。
一
切
。　
　

○
醒
酒
石　

唐
の
李
德
裕
が
愛
し
た
酒

を
醒
ま
す
石
。

◎
故
事
の
用
い
方
を
問
題
に
し
て
い
る
。

49　

初
夏
題
柏
永
日
新
居
（
初
夏
、
柏
永
日
の
新
居
に
題
す
）

新
卜
箇
塲
來
結
宇　
　

新
に
箇
の
塲
を
卜
し
來
て
宇
を
結
ぶ

只
饒
詞
客
得
相
従　
　

只
だ
詞
客
を
饒
し
て
相
ひ
従
ふ
こ
と
を
得
し
む

數
茎
纔
種
馴
鴬
竹　
　

數
茎　

纔
に
鴬
を
馴
し
む
る
竹
を
種
え

一
樹
更
添
棲
鶴
松　
　

一
樹　

更
に
鶴
を
棲
し
む
る
松
を
添
ふ

蒲
榻
風
清
時
夢
句　
　

蒲
榻　

風
清
く
し
て　

時
に
句
を
夢
み

板
檐
雨
過
夜
聞
鐘　
　

板
檐　

雨
過
て　

夜　

鐘
を
聞
く
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吟
情
休
恨
芳
渾
盡　
　

吟
情　

恨
る
こ
と
を
休
め
よ　

芳　

渾
て
盡
る
こ
と
を

満
處
緑
陰
追
日
濃　
　

満
處
の
緑
陰　

日
を
追
て
濃
な
り

人
或
駁
棲
寉
之
虚
誕
。
正
興
曰
、
松
之
可
移
者
非
大
樹
固
不
待
言
也
。
棲
寉
是

望
之
将
来
者
取
以
形
容
之
。
何
害
之
有
。

人
、
或
は
棲
寉
の
虚
誕
を
駁
さ
ん
。
正
興
、
曰
く
「
松
の
移
す
べ
き
者
は
大
樹

に
非
ざ
る
こ
と
、
固
よ
り
言
を
待
た
ざ
る
な
り
。
寉
の
棲
む
、
是
れ
之
を
将
来

に
望
む
者
を
取
て
以
て
之
を
形
容
す
。
何
の
害
か
之
れ
有
ら
ん
」
と
。

【
訳
文
】
新
た
に
土
地
の
良
し
悪
し
を
見
て
、
こ
こ
に
庵
を
結
ん
だ
。
た
だ
詩

人
だ
け
が
、
こ
こ
を
訪
ね
て
に
ぎ
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
や
っ
と
竹
を
数
茎
植

え
て
鴬
が
馴
れ
て
す
む
よ
う
に
な
り
、
更
に
松
の
一
本
を
添
え
て
植
え
鶴
を
棲

ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蒲
の
長
椅
子
に
坐
れ
ば
、
風
が
清
ら
か
で
、
時
に
句

を
夢
み
た
り
、
板
の
軒
で
、
雨
を
や
り
過
ご
し
て
、
夜
に
鐘
の
音
を
聞
い
た
り

す
る
。
詩
情
が
失
せ
る
と
恨
む
こ
と
は
な
い
、花
の
香
り
が
全
て
尽
き
て
し
ま
っ

て
も
。
土
地
い
っ
ぱ
い
の
緑
陰
は
、
日
を
追
っ
て
濃
く
な
っ
て
い
く
の
だ
か
ら
。

或
い
は
鶴
が
棲
む
と
い
う
こ
と
が
お
お
げ
さ
だ
と
反
駁
し
よ
う
と
す
る
人
が
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
正
興
が
い
う
に
は
「
移
植
で
き
る
松
は
大
樹
で
は
な
い
こ

と
は
、
も
と
よ
り
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
鶴
が
棲
む
の
は
、
こ
れ
を

将
来
に
期
待
す
る
と
い
う
こ
と
で
こ
れ
を
形
容
し
た
の
で
あ
る
。
何
の
問
題
が

あ
ろ
う
か
」
と
。

○
柏
永
日
新
居　

永
日
は
柏
木
如
亭
の
字
。
寛
政
五
年
刊
行
と
さ
れ
る
『
木
工

集
』
に
「
新
居
作
」「
移
居
」
が
あ
る
。　

○
新
卜
～　
「
卜
居
」（
土
地
の
よ
し

あ
し
を
占
っ
て
家
を
新
築
す
る
）　

○
數
茎
纔
種
馴
鴬
竹　
『
木
工
集
』に「
洗
竹
」

詩
が
あ
る
。
如
亭
の
別
号
は
痩
竹
で
あ
り
、
何
か
寓
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。　

○
蒲
榻　
「
蒲
」
が
ま
。
葦
を
編
ん
で
む
し
ろ
や
敷
物
に
す
る
。　

○
夜
聞
鐘　

ど
こ
の
鐘
か
。　

○
恨　
「
恨
」
む
る
（
上
二
段
）、
む
（
四
段
）、

み
る
（
上
一
段
）
な
ど
活
用
に
ゆ
れ
が
あ
る
。　

○
駁　

反
論
す
る
。　

○
虚

誕　

で
た
ら
め
。
い
つ
わ
り
。

◎
詩
の
表
現
を
理
屈
で
解
そ
う
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
批
判
に
な
っ
て
い
る
。

50　

石
子
亨
村
居
分
得
江
韻

蓬
門
瀟
洒
傍
清
江　
　

蓬
門　

瀟
洒
と
し
て　

清
江
に
傍
ふ

名
姓
何
妨
喚
做
　
　

名
姓　

何
ぞ
妨
ん　

と
喚
做
す
こ
と
を

種
竹
新
移
看
月
榻　
　

竹
を
種
て
新
に
月
を
看
る
の
榻
を
移
し

穿
池
故
置
玩
魚
矼　
　

池
を
穿
て
故
ら
に
魚
を
玩
す
る
矼
を
置
く

閒
持
石
譜
立
砂
砌　
　

閒
に
石
譜
を
持
し
て
砂
砌
に
立
ち

又
讀
農
書
坐
紙
窗　
　

又　

農
書
を
讀
て　

紙
窗
に
坐
す

妻
子
能
諳
田
圃
事　
　

妻
子　

能
く
田
圃
の
事
を
諳
じ

楝
風
梅
雨
話
耕
　
　

楝
風　

梅
雨
に
耕

を
話か
た

る

【
訳
文
】隠
者
ら
し
い
門
は
、こ
ざ
っ
ぱ
り
と
し
て
、清
ら
か
な
江
に
沿
っ
て
立
っ
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て
い
る
。
名
前
を
、
理
想
的
隠
者
の
龐
徳
公
と
呼
ん
で
も
い
い
く
ら
い
だ
。
新

た
に
、竹
を
植
え
て
月
を
見
る
た
め
の
長
椅
子
を
移
し
て
、わ
ざ
わ
ざ
、池
を
掘
っ

て
魚
を
弄
す
る
た
め
の
飛
び
石
を
置
い
た
。
静
か
に
、
石
の
図
譜
を
持
っ
て
砂

砌
に
立
っ
て
（
考
え
を
め
ぐ
ら
し
）、
ま
た
、
農
事
の
書
を
読
ん
で
障
子
の
書
斎

に
坐
し
て
（
学
ぶ
）。
妻
子
も
、
田
圃
の
事
に
熟
達
し
て
、
楝
に
吹
く
風
、
梅
を

熟
す
雨
ご
と
に
、
耕
作
の
話
を
し
て
い
る
。

○
石
子
亨　

小
金
井
桜
樹
碑
に
見
え
る
大
久
保
狭
南
の
娘
婿
の
石
永
貞
（
石
子

亨
）。『
杉
田
紀
行
』
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。　

○
蓬
門　

貧
家
。
隠
者
の
居
。

石
子
亨
の
村
居
で
あ
れ
ば
、
小
金
井
村
か
。　

○
清
江　

玉
川
上
水
か
。　

○

　

龐
徳
公
。
後
漢
末
、
襄
陽
の
人
。
劉
表
が
た
び
た
び
召
そ
う
と
し
た
が
応

ぜ
ず
、
妻
子
を
伴
っ
て
鹿
門
山
に
登
り
、
薬
草
を
採
取
し
て
一
生
を
送
っ
た
。

７
９
詩
に
も
。　

○
矼　

水
中
の
と
び
い
し
。
い
し
ば
し
。　

○
石
譜　

石
の

品
目
を
序
に
従
っ
て
列
記
し
た
も
の
。

51　

酒
醒

口
渇
神
驚
夢
亦
回　
　

口　

渇
し　

神　

驚
き
て　

夢
も
亦
た
回
る

彎
々
落
月
在
庭
梅　
　

彎
々
た
る
落
月　

庭
梅
に
在
り

人
情
非
會
醉
中
趣　
　

人
情　

醉
中
の
趣
を
會
す
る
に
非
ん
ば

風
味
争
知
水
一
杯　
　

風
味　

争
で
か
知
ら
ん　

水
一
杯

新
奇　
　

新
奇
な
り
。

【
訳
文
】
喉
が
渇
い
て
、
心
も
は
っ
と
し
て
、
夢
も
ま
た
覚
め
て
し
ま
っ
た
。

弓
の
よ
う
に
曲
が
っ
た
沈
み
か
け
の
月
が
、
庭
の
梅
に
か
か
っ
て
い
る
。
人
情

と
し
て
、
酔
っ
ぱ
ら
っ
た
最
中
の
趣
を
理
解
し
て
い
る
の
で
な
く
て
は
、
ど
う

し
て
わ
か
ろ
う
か
、
こ
の
水
一
杯
の
風
味
を
。

詩
と
し
て
（
こ
う
し
た
素
材
や
手
法
は
）
新
奇
で
あ
る
。

○
神
驚　
「
驚
心
」
心
を
驚
か
す
。　

○
彎
々
落
月　

西
の
空
に
沈
み
か
か
っ
た

月
。
時
間
の
経
過
を
示
す
。

◎
後
の
も
の
だ
が
、
川
柳
、
例
え
ば
、「
酔
い
醒
め
の
水
千
両
に
直
が
極
り
」『
誹

風
柳
多
留
』
百
三
十
二
篇
、
天
保
五
年
刊
）
な
ど
類
想
句
が
多
い
。

◎
評
文
は
「
新
奇
」
と
し
か
な
い
が
、
原
本
の
転
結
に
圏
点
が
付
さ
れ
る
の
で

川
柳
な
ど
の
世
界
を
取
り
入
れ
た
の
が
新
奇
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

52　

立
秋

穐
來
聊
覺
葛
衣
軽　
　

穐
來　

聊
か
覺
ゆ　

葛
衣
の
軽
き
を

静
聴
風
従
庭
樹
生　
　

静
に
聴
く　

風
の
庭
樹
よ
り
生
ず
る
を

堂
下
有
聲
前
日
水　
　

堂
下　

聲
有
り　

前
日
の
水

今
朝
何
事
故
關
情　
　

今
朝　

何
事
ぞ　

故
ら
に
情
に
關
る

【
訳
文
】
秋
に
な
っ
て
、
や
や
夏
衣
の
軽
さ
を
感
じ
、
静
か
に
風
が
庭
の
樹
か
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ら
生
じ
る
の
を
聴
い
て
い
る
。
堂
下
で
は
、
前
日
ま
で
の
夏
と
同
じ
水
の
音
が

し
て
い
る
が
立
秋
の
今
朝
は
、
な
ぜ
か
そ
れ
が
特
に
気
に
か
か
る
。

◎
次
の
５
３
詩
の
評
に
「
以
上
二
詩
、
能
く
人
の
言
ひ
難
き
を
言
ふ
」
と
あ
り
、

転
結
に
圏
点
が
あ
る
。

53　

即
事

曽
向
春
風
醉
晩
霞　
　

曽
て
春
風
に
向
て　

晩
霞
に
醉
ひ
し
に

已
看
秋
暑
曝
絲
紗　
　

已
に
看
る　

秋
暑
に
絲
紗
を
曝
す
を

檐
前
時
取
青
幃
展　
　

檐
前　

時
に
青
幃
を
取
て
展ひ
ろ
げれ
ば

點
落
芳
園
舊
日
花　
　

點
落
す　

芳
園　

舊
日
の
花

以
上
二
詩
能
言
人
難
言
者
。　
　

以
上
二
詩
、
能
く
人
の
言
ひ
難
き
を
言
ふ
者

な
り
。

【
訳
文
】
ち
ょ
っ
と
前
に
春
風
の
吹
く
中
、
夕
映
え
の
も
と
に
酔
っ
た
と
思
っ

た
ら
、
も
う
残
暑
の
中
を
糸
を
曝
す
の
を
見
る
時
期
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
軒

先
で
、
時
に
蚊
帳
を
取
っ
て
ひ
ろ
げ
て
み
る
と
、
は
ら
は
ら
と
、
花
盛
り
の
庭

で
当
時
咲
い
て
い
た
花
び
ら
が
落
ち
て
く
る
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
二
詩
は
、
他
人
が
言
え
な
い
と
こ
ろ
を
う
ま
く
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
曽
～
已
～　

ち
ょ
っ
と
前
に
し
た
ら
～
も
う
～
で
あ
る
。　

○
晩
霞　

ゆ
う

ば
え
。　

○
秋
暑　

残
暑
。　

○
曝
絲
紗　
「
紗
」
は
麻
や
綿
を
ほ
ぐ
し
て
あ
ら

く
す
い
た
糸
。
う
す
ぎ
ぬ
。　

○
青
幃　

青
い
帷
幕
。
蚊
帳
を
指
す
。　

○
點

落　

は
ら
は
ら
と
落
ち
る
。　

○
芳
園　

花
が
多
く
て
よ
い
香
の
す
る
そ
の
。

李
白
の
「
春
夜
宴
桃
李
園
序
」
に
「
会
桃
李
之
芳
園
」
が
あ
る
。

54　

次
海
君
玉
夏
日
園
中
雜
詠
韻

（
海
君
玉
の
「
夏
日
園
中
雜
詠
」
の
韻
に
次
す
）

脩
篁
一
塢
新
添
翠　
　

脩
篁　

一
塢　

新
に
翠
を
添
へ

幽
致
誰
憐
在
此
中　
　

幽
致　

誰
れ
か
憐
む　

此
の
中
に
在
る
こ
と
を

邀
月
伴
僧
清
處
去　
　

月
を
邀
へ
僧
を
伴
て
清
き
處
に
去
る

不
知
身
入
畫
屏
風　
　

知
ら
ず　

身
は
畫
屏
風
に
入
る
こ
と
を

　
　
　

右
竹
塢

【
訳
文
】
海
君
玉
の
「
夏
日
園
中
雑
詠
」
と
い
う
詩
に
次
韻
し
た
。

背
の
高
い
竹
が
堤
い
っ
ぱ
い
に
、
新
た
に
緑
を
豊
か
に
添
え
た
。
誰
が
あ
じ
わ

う
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
中
に
在
る
幽
や
か
な
お
も
む
き
を
（
そ
れ
は
貴
方
で
あ

ろ
う
）。
月
を
迎
え
、
僧
を
伴
っ
て
、
清
ら
か
な
と
こ
ろ
に
行
く
と
、
身
が
屏
風

絵
の
中
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
自
分
で
は
気
づ
き
も
し
な
い
の
だ
。

　
　
　

右
は
「
竹
の
堤
」
の
詩
。

○
海
君
玉　

20
・
70
詩
参
照
。　

○
夏
日
園
中
雜
詠　
『
詩
聖
堂
詩
話
』
19
話
に
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大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

海
君
玉
の
「
夏
日
田
園
」
が
あ
る
。
韻
字
は
異
な
る
。　

○
脩
篁　

な
が
い
竹
。　

○
幽
致　

奥
深
く
静
か
な
お
も
む
き
。　

○
竹
塢　

竹
の
茂
っ
て
い
る
堤
。
王

維
の『
罔
川
集
』な
ど
に
倣
っ
て
、海
君
玉
の
屋
敷
に
そ
う
名
づ
け
る
場
所
が
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

55　

そ
の
2

興
饒
還
識
作
吟
遲　
　

興　

饒
く
し
て　

還
て
識
る　

吟
を
作
す
の
遲
き
を

久
立
槐
陰
覺
緑
滋　
　

久
し
く
槐
陰
に
立
て　

緑
の
滋
き
を
覺
ゆ

欲
染
詩
箋
拾
花
得　
　

詩
箋
を
染
め
ん
と
欲
し
て
花
を
拾
ひ
得
て

石
爐
火
底
瀹
多
時　
　

石
爐
火
底　

瀹に

る
こ
と
多
時

　
　
　

右
槐
邊

【
訳
文
】
興
が
豊
か
だ
と
、
か
え
っ
て
詩
を
作
る
の
が
遅
く
な
る
の
が
わ
か
っ

た
。久
し
く
、槐
樹
の
陰
で
緑
の
繁
茂
し
て
い
る
の
を
感
じ
な
が
ら
立
っ
て
い
る
。

詩
箋
を
染
め
よ
う
と
し
て
、
花
び
ら
を
拾
っ
て
、
石
の
炉
の
火
で
長
い
こ
と
煮

て
い
る
の
だ
。

　
　
　

右
は
「
槐
の
辺
り
」
の
詩
で
あ
る
。

○
饒　

ゆ
た
か
。
お
お
い
。
あ
り
余
る
ほ
ど
多
い
。　

○
染
詩
箋　

槐
の
花
や

蕾
は
黄
色
の
染
料
と
し
て
用
い
る
と
い
う
。　

○
瀹　

ひ
た
す
。
ゆ
で
る
。

56　

冬
夜

小
門
閴
寂
無
人
叩　
　

小
門　

閴
寂
と
し
て　

人
の
叩
く
無
く

獨
倚
吟
床
占
静
閑　
　

獨
り
吟
床
に
倚
て　

静
閑
を
占
む

怕
折
梅
花
聞
雪
睡　
　

梅
花
を
折
ら
ん
こ
と
を
怕
れ
て　

雪
を
聞
て
睡
る

冷
魂
一
夜
遶
孤
山　
　

冷
魂
一
夜　

孤
山
を
遶
る

【
訳
文
】
小
さ
な
門
は
、
し
ん
と
し
て
も
の
寂
し
く
、
門
を
叩
く
人
も
な
い
。

詩
作
の
机
に
よ
り
か
か
っ
て
、
静
け
さ
を
独
占
し
て
い
る
。
雪
が
梅
花
を
折
っ

て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
雪
の
音
を
聞
き
な
が
ら
眠
っ
た
ら
、
冷
え
切
っ
た

心
は
一
晩
中
、
夢
で
梅
の
名
所
の
孤
山
を
廻
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

○
閴
寂　

ゲ
キ
セ
キ
。
し
ん
と
し
て
物
さ
び
し
く
静
か
な
こ
と
。　

○
孤
山　

中
国
の
梅
の
名
所
。
孤
山
に
隠
棲
し
た
林
逋
の「
山
園
小
梅
」詩
が
あ
る
。
ま
た
、

『
聯
珠
詩
格
』
周
南
峰
「
梅
」
に
「
夢
随
烟
雨
繞
孤
山
」
の
句
が
あ
る
。

57　

冬
日
集
寫
山
樓

君
家
諸
子
姪　
　

君
が
家
の
諸
子
姪

閑
雅
有
文
才　
　

閑
雅
に
し
て
文
才
有
り

行
酒
香
添
炷　
　

酒
を
行
し　

香　

炷
を
添
へ

賦
詩
琴
拂
埃　
　

詩
を
賦
し　

琴　

埃
を
拂
ふ

軽
風
一
欄
竹　
　

軽
風　

一
欄
の
竹

低
日
半
窓
梅　
　

低
日　

半
窓
の
梅

醉
後
知
多
興　
　

醉
後　

知
ん
ぬ　

興
多
き
こ
と
を
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青
山
寫
磊
嵬　
　

青
山　

磊
嵬
を
寫
す

一
二
得
杜
工
部
體
。　
　

一
二
、
杜
工
部
の
體
を
得
た
り
。

【
訳
文
】
貴
方
の
家
の
子
や
甥
姪
な
ど
一
族
は
、
み
な
風
雅
で
文
才
が
あ
る
。

盃
を
回
し
、
一
く
ゆ
り
の
香
を
添
え
て
、
詩
を
賦
し
、
琴
の
埃
を
払
っ
て
み
る
。

（
春
で
も
な
い
の
に
）
そ
よ
風
が
、
一
欄
の
竹
を
吹
き
通
り
、
低
い
日
の
光
が
、

窓
半
分
か
ら
見
え
る
梅
を
照
ら
す
。
酒
に
酔
っ
て
し
か
る
後
に
は
じ
め
て
（
冬

に
し
て
は
）
興
の
多
い
の
に
気
づ
い
た
。
青
々
と
し
た
山
の
高
大
な
の
を
描
い

た
画
中
の
風
景
だ
っ
た
の
だ
。

一
二
句
は
、
杜
甫
の
ス
タ
イ
ル
を
会
得
し
て
い
る
。

○
寫
山
樓　

谷
文
晁
の
居
。
そ
の
詩
会
な
ど
で
あ
ろ
う
。　

○
諸
子
姪　

谷
一

族
の
人
々
。
父
に
谷
麓
谷
、
妻
に
幹
々
、
弟
に
元
旦
、
妹
に
舜
瑛
・
紅
藍
、
子

に
文
一
・
文
二
な
ど
み
な
詩
画
で
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
の

で
あ
ろ
う
。　

○
行
酒　

酒
を
酌
ん
で
客
に
奉
ず
る
。
酒
の
酌
を
す
る
。
行
觴
。　

○
炷　

香
の
一
く
ゆ
り
。
香
の
単
位
。「
炷
香
」
香
を
た
く
。　

○
青
山　

青
々

と
し
て
見
え
る
山
。　

○
磊
嵬　

高
大
な
さ
ま
。　

○
青
山
寫
磊
嵬　

寫
山
樓

に
因
ん
で
言
っ
た
。　

○
杜
工
部
體　

杜
甫
の
詩
風
。
杜
甫
の
「
示
姪
佐
」「
嗣

宗
諸
子
姪
、
早
覺
仲
容
賢
。」
な
ど
を
指
す
か
。

◎
詩
題
に
わ
ざ
わ
ざ
「
冬
日
」
と
あ
る
の
で
「
軽
風
」「
竹
」「
梅
」「
青
山
」
な

ど
は
、
季
節
で
変
わ
ら
ぬ
画
中
の
風
景
で
あ
ろ
う
。

58　

送
那
可
公
雅
歸
秋
田

（
那
可
公
雅
の
秋
田
に
歸
る
を
送
る
）

行
路
在
何
處　
　

行
路　

何
の
處
に
か
在
ら
ん

亂
山
高
下
中　
　

亂
山　

高
下
の
中

當
霄
縦
聴
鹿　
　

霄
に
當
て　

縦
ひ
鹿
を
聴
く
と
も

侵
曉
莫
逢
熊　
　

曉
を
侵
し
て　

熊
に
逢
ふ
こ
と
莫
か
れ

雲
冷
亭
前
月　
　

雲
は
冷
や
か
な
り　

亭
前
の
月

霜
寒
馬
上
風　
　

霜
は
寒
し　

馬
上
の
風

長
途
不
可
厭　
　

長
途　

厭
ふ
べ
か
ら
ず

數
問
賣
醪
翁　
　

數
ば
問
へ　

醪
を
賣
る
翁

【
訳
文
】　　

那
可
公
雅
が
秋
田
に
帰
る
の
を
送
る

行
く
べ
き
道
は
、
い
っ
た
い
こ
の
乱
立
す
る
山
々
が
、
高
か
っ
た
り
低
か
っ
た

り
す
る
中
の
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
宵
の
う
ち
に
、
た
と
え
鹿
の
声
を

聴
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
暁
の
こ
ろ
早
立
ち
し
て
、
熊
に
逢
う
こ
と
の
な
い
よ

う
に
。
宿
場
で
見
上
げ
れ
ば
、冷
や
や
か
な
雲
の
間
に
月
が
か
か
り
、馬
上
で
は
、

寒
い
霜
を
含
ん
だ
風
が
吹
き
付
け
る
だ
ろ
う
。
長
い
道
の
り
を
、
厭
う
こ
と
は

な
い
。
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
ど
ぶ
ろ
く
を
売
る
翁
で
も
訪
ね
る
が
い
い
。

○
那
可
公
雅　
「
那
可
公
雅
は
秋
田
藩
士
で
、『
幼
公
遺
草
』
で
は
、
那
可
通
博
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大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

と
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。『
秋
田
人
名
辞
典
』
に
は
、
寛
政
五
年
七
月
、
藩
校
明

道
館
の
勤
番
支
配
と
な
っ
た
と
あ
り
、
こ
の
詩
は
そ
の
折
の
旅
立
ち
を
送
っ
た

時
の
も
の
か
。」
と
い
う
（『
江
戸
詩
歌
論
』）。　

○
亭　

や
ど
り
。
宿
場
。

◎
こ
こ
に
は
評
が
な
い
が
、
47
詩
の
評
で
格
調
派
的
な
送
別
詩
を
否
定
し
て
い

る
。
五
六
句
に
圏
点
は
あ
る
。

59　

歳
暮
（
予
時
在
品
川
）

寒
威
欲
深
夜　
　

寒
威　

深
夜
な
ら
ん
と
欲
す

昨
雪
徹
窓
明　
　

昨
雪　

窓
に
徹
し
て
明
な
り

松
凍
風
無
響　
　

松　

凍
て　

風
に
響
き
無
し

蘆
荒
月
有
聲　
　

蘆　

荒
て　

月
に
聲
有
り

所
交
皆
是
俗　
　

交
は
る
所　

皆
な
是
れ
俗

求
句
總
關
情　
　

句
を
求
れ
ば　

總
て
情
に
關
る

偶
取
陶
詩
讀　
　

偶
ま
陶
詩
を
取
て
讀
む

聊
堪
慰
此
生　
　

聊
か
此
の
生
を
慰
す
る
に
堪
へ
た
り

【
訳
文
】
寒
威
が
増
し
て
き
て
、
夜
も
更
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
昨
晩
の
雪
が

窓
を
貫
く
よ
う
に
（
冷
た
く
）
明
る
い
。
松
は
凍
っ
て
、
風
が
吹
い
て
も
響
く

こ
と
も
無
く
、
蘆
は
荒
れ
て
、
月
に
照
ら
さ
れ
て
（
風
の
）
音
を
た
て
る
。
交

わ
る
人
々
は
、
み
な
俗
人
で
あ
る
が
、
詩
句
を
考
え
る
時
は
、
す
べ
て
雅
情
に

か
か
わ
る
。
た
ま
た
ま
陶
淵
明
の
詩
集
を
手
に
取
っ
て
読
ん
だ
の
で
、
い
く
ら

か
こ
の
生
活
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
徹
窓
明　

雪
明
か
り
が
窓
を
透
し
て
明
る
い
。　

○
松
凍
風
無
響　

松
濤
の

こ
と
。　

○
關
情　

心
に
か
か
る
。
関
心
。　

○
偶
取
陶
詩
讀
、
聊
堪
慰
此
生　

陶
淵
明
「
飲
酒
其
七
」
に
「
嘯
傲
東
軒
下
、
聊
復
得
此
生
。」
と
あ
る
。

60　

高
輪
作

参
差
西
岸
樹　
　

参
差
た
る
西
岸
の
樹

海
點
晩
雲
凉　
　

海
は
晩
雲
を
點
じ
て
凉
し

高
鳥
沈
寒
影　
　

高
鳥　

寒
影
を
沈
め

遠
帆
餘
夕
陽　
　

遠
帆　

夕
陽
を
餘
す

潮
鳴
風
欲
起　
　

潮　

鳴
て　

風　

起
ん
と
欲
す

花
盡
土
猶
香　
　

花　

盡
て　

土　

猶
ほ
香
し

倘
惜
三
春
景　
　

倘も

し　

三
春
の
景
を
惜
ま
ば

無
如
入
醉
郷　
　

醉
郷
に
入
る
に
如
く
は
無
し

【
訳
文
】
西
の
岸
辺
の
樹
は
、
長
短
入
り
交
じ
っ
て
、（
そ
の
向
こ
う
に
見
え
る
）

海
は
、
晩
の
雲
を
映
じ
て
凉
し
げ
で
あ
る
。
高
く
飛
ぶ
鳥
は
、
寒
そ
う
な
影
を

海
の
彼
方
に
沈
め
た
が
、遠
く
の
帆
掛
け
船
に
は
、ま
だ
夕
日
が
あ
た
っ
て
い
る
。

潮
鳴
り
が
す
る
の
は
、
風
が
起
き
る
前
兆
で
あ
る
。
し
か
し
、
花
は
す
っ
か
り

尽
き
て
い
て
、
土
に
ま
だ
香
し
い
花
の
香
り
が
残
る
。
も
し
、
春
の
風
景
を
惜

し
む
の
で
あ
れ
ば
、
酒
を
飲
ん
で
酔
郷
に
入
っ
て
し
ま
う
の
に
勝
る
こ
と
は
な

い
。
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○
参
差　

長
短
入
り
交
じ
っ
て
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
。　

○
寒
影　

寒
そ
う
な
影
。　

○
潮
鳴
風
欲
起　

１
詩
「
新
窻
夜
半
聞
潮
落
」、
５
詩
「
潮
來

呑
缺
岸
」
の
句
が
あ
る
。　

○
倘　

儻
（
も
し
）
と
同
じ
。　

○
惜　

原
本
「
惜

ハ
ヽ
」　

○
醉
郷　

王
績
の
「
醉
郷
記
」
に
よ
る
語
。
酒
飲
み
の
国
。

61　

綾
瀬
納
涼

咎
陰
時
正
午　
　

咎き
ゅ
う
い
ん陰　

時
に
正
午

潮
落
廣
汀
洲　
　

潮　

落
て　

汀
洲
廣
し

鷺
外
沙
多
跡　
　

鷺
外　

沙
に
跡
多
く

鷗
邊
水
不
流　
　

鷗
邊　

水　

流
れ
ず

醉
濃
因
酒
美　
　

醉
の
濃
な
る
は
酒
の
美
な
る
に
因
り

話
少
杖
吟
稠　
　

話
の
少
な
る
は
吟
の
稠
き
に
杖
る

且
喜
涼
風
足　
　

且
つ
喜
ぶ　

涼
風　

足
る
こ
と
を

何
須
労
扇
頭　
　

何
ぞ
須
ん　

扇
頭
を
労
す
る
こ
と
を

【
訳
文
】
岸
辺
の
陰
は
、
正
午
の
時
を
し
め
し
、
潮
は
す
っ
か
り
引
い
て
、
汀

の
洲
が
広
く
な
っ
て
い
る
。鷺
の
い
る
遠
く
の
辺
り
は
、砂
に
足
跡
が
多
く
残
り
、

鷗
の
い
る
近
く
の
辺
り
は
、
水
の
流
れ
も
な
い
。
酔
い
が
深
い
の
は
、
酒
が
旨

い
か
ら
で
あ
り
、
話
の
少
な
い
の
は
、
詩
作
が
豊
か
だ
か
ら
だ
。
ま
た
、
喜
ば

し
い
の
は
、
涼
や
か
な
風
が
十
分
な
こ
と
だ
。
ど
う
し
て
扇
を
忙
し
く
動
か
す

必
要
が
あ
ろ
う
か
。

○
綾
瀬　

現
在
の
足
立
区
綾
瀬
。
海
・
川
に
近
い
。　

○
咎　

キ
ュ
ウ
。
お
か
。

皋
に
通
ず
る
。　

○
杖　

よ
る
。
た
よ
る
。　

○
扇
頭　

お
う
ぎ
の
先
。
扇
そ

の
も
の
。

62　

村
居

石
鼎
烹
茶
圍
地
爐　
　

石
鼎　

茶
を
烹
て　

地
爐
を
圍
む

有
時
或
被
短
筇
扶　
　

時
有
て　

或
は
短
筇
に
扶
け
ら
る

簷
前
翠
壓
山
三
面　
　

簷
前　

翠
は
壓
す　

山
三
面

窓
外
香
傳
梅
一
株　
　

窓
外　

香
は
傳
ふ　

梅
一
株

犬
守
柴
門
曽
吠
客　
　

犬
は
柴
門
を
守
て
曽
て
客
を
吠
へ

雞
迴
瓦
砌
故
将
雛　
　

雞
は
瓦
砌
を
迴
て
故
ら
に
雛
を
将ひ
き

ゆ

閒
丘
静
壑
元
無
主　
　

閒
丘
静
壑　

元
と
主
無
し

天
老
饒
吾
養
病
軀　
　

天
老　

吾
を
饒
し
て　

病
軀
を
養
し
む

天
老
字
拈
得
即
好
。　
　
「
天
老
」
の
字
、
拈
し
得
て
即
ち
好
し
。

【
訳
文
】
地
面
に
掘
っ
た
炉
を
囲
み
、
石
の
鼎
で
茶
を
煮
る
。
時
に
は
、
あ
る

い
は
短
か
い
杖
に
頼
っ
て
散
歩
す
る
。
軒
先
に
は
三
面
の
山
の
緑
が
圧
倒
す
る

よ
う
に
迫
り
、
窓
の
外
か
ら
梅
一
株
の
香
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
犬
は
か
つ
て
客

を
吠
へ
て
、
粗
末
な
柴
の
門
を
守
り
、
雞
は
わ
ざ
わ
ざ
雛
を
率
い
て
、
瓦
の
踏

み
石
を
ま
わ
る
。
静
か
な
丘
や
谷
に
は
、
も
と
も
と
主
は
無
い
が
、
天
老
が
私

に
恵
み
を
与
え
て
、
病
体
を
養
わ
せ
て
く
れ
る
の
だ
。
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山
口　

旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

「
天
老
」
の
字
は
、
う
ま
く
ひ
ね
っ
て
よ
い
。

○
石
鼎　

石
の
か
な
え
。　

○
地
爐　

地
下
に
設
け
た
暖
炉
（
宋
京
蕭
「
地
炉

茶
鼎
蚓
声
」）。　

○
有
時　

時
々
。
時
に
は
。　

○
曽　

底
本
の
送
り
仮
名
が「
曽

テ
」
あ
る
い
は
「
曽
チ
」（
す
な
は
ち
）
で
判
読
で
き
な
か
っ
た
。　

○
犬
～
雞　

理
想
郷
を
思
わ
せ
る
景
物
で
、老
子
に「
雞
犬
之
聲
相
聞
、民
至
老
死
不
相
往
來
。」

陶
淵
明
「
桃
花
源
記
」
に
「
阡
陌
交
通
、
雞
犬
相
聞
。」
な
ど
が
あ
る
。。　

○

天
老　

上
古
の
人
。
宰
相
。　

○
饒　

豊
か
に
し
て
く
れ
て
。
恵
ん
で
く
れ
る
。　

○
拈
得　

デ
ン
・
ネ
ン
。
ひ
ね
っ
て
。

63　

懐
荏
土
故
人
（
予
時
在
常
陸
）

辭
去
繁
華
返
舊
溪　
　

繁
華
を
辭
し
去
て　

舊
溪
に
返
る

較
知
風
物
不
能
齊　
　

較あ
き

ら
か
に
知
る　

風
物
の
齊
き
こ
と
能
は
ざ
る
を

白
梅
二
月
纔
将
破　
　

白
梅　

二
月　

纔
に
将
に
破
ん
と
す

黄
鳥
三
春
猶
未
啼　
　

黄
鳥　

三
春　

猶
ほ
未
だ
啼
か
ず

一
水
浮
烟
山
漠
　々
　

一
水
の
浮
烟　

山　

漠
々

満
村
過
雨
麥
萋
　々
　

満
村
の
過
雨　

麥　

萋
々

尋
思
江
上
親
詩
友　
　

尋
思
す　

江
上
の
親
詩
友

月
夕
花
晨
分
品
題　
　

月
夕
花
晨　

品
題
を
分
つ
こ
と
を

後
聯
高
格
渾
成
偽
調
之
徒
固
無
論
。
今
世
乘
詩
風
之
變
者
亦
或
安
卑
俗
而
不
知

之
。

後
聯
、
高
格
渾
成
。
偽
調
の
徒
、
固
よ
り
論
無
し
。
今
世
、
詩
風
の
變
に
乘
ず

る
者
も
亦
た
或
は
卑
俗
に
安
ん
じ
て
之
を
知
ら
ず
。

【
訳
文
】
繁
華
な
江
戸
を
辞
し
去
っ
て
、
故
郷
の
渓
に
帰
っ
て
い
る
。
よ
く
わ

か
る
、
季
節
の
風
景
が
同
じ
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
。
白
梅
は
二
月
に
な
っ

て
、
や
っ
と
蕾
が
開
こ
う
と
し
て
い
る
し
、
鶯
は
、
春
だ
と
い
う
の
に
未
だ
に

鳴
か
な
い
。一
筋
の
川
の
流
れ
に
浮
か
ぶ
も
や
は
、山
に
は
て
し
な
く
ひ
ろ
が
り
、

村
中
の
通
り
雨
で
、麦
は
い
っ
せ
い
に
茂
っ
て
き
た
。た
え
ず
思
っ
て
い
る
の
は
、

江
戸
で
親
し
い
詩
友
た
ち
と
、
月
の
夕
べ
と
い
い
、
花
の
朝
と
い
い
、
題
を
分

け
て
詩
作
し
た
こ
と
だ
。

後
聯
は
、
格
調
高
く
自
然
に
出
来
て
い
る
。
偽
唐
詩
の
徒
は
、
も
と
よ
り
論
外

だ
が
、
最
近
の
、（
格
調
か
ら
性
霊
と
い
う
）
詩
風
の
変
化
に
乗
じ
た
者
も
ま
た

あ
る
い
は
卑
俗
な
表
現
で
よ
し
と
し
て
、
こ
う
し
た
表
現
を
知
ら
な
い
。

○
懐
荏
土
故
人　
「
常
陸
の
大
久
保
村
に
帰
省
し
た
時
、
江
戸
の
友
人
を
懐
か
し

ん
だ
詩
で
あ
る
。
詩
の
内
容
か
ら
季
節
は
春
。」
と
い
う
（『
江
戸
詩
歌
論
』）。　

○
較　

比
較
す
る
と
明
ら
か
に
。　

○
風
物　

風
景
。　

○
浮
烟　

水
面
に

た
だ
よ
う
も
や
。　

○
萋
　々

セ
イ
セ
イ
。
い
っ
せ
い
に
し
げ
る
。　

○
尋
思　

心
を
沈
め
て
思
考
す
る
。た
え
ず
思
索
す
る
。　

○
江
上　

川
の
ほ
と
り
。江
戸
。　

○
渾
成　

自
然
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
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64　

小
春
郊
行

出
盡
丘
陵
又
水
涯　
　

丘
陵
を
出
で
盡
せ
ば　

又　

水
涯

一
雙
不
借
爛
晴
沙　
　

一
雙
の
不ふ
し
ゃ借　

晴
沙
に
爛
る

寒
林
得
句
行
収
葉　
　

寒
林　

句
を
得
て　

行
く
ゆ
く
葉
を
収
ひ

暖
岸
尋
春
立
數
花　
　

暖
岸　

春
を
尋
て　

立
ち
て
花
を
數
ふ

蘆
荻
深
中
思
泛
艇　
　

蘆
荻　

深
き
中　

艇
を
泛
べ
ん
こ
と
を
思
ひ

松
筠
老
處
想
移
家　
　

松
筠　

老
る
處　

家
を
移
さ
ん
こ
と
を
想
ふ

歸
来
乘
興
何
嫌
晩　
　

歸
来　

興
に
乘
じ
て　

何
ぞ
晩
き
を
嫌
は
ん

猶
有
西
郊
酒
可
賖　
　

猶
ほ
西
郊
の
酒
の
賖
る
べ
き
有
り

【
訳
文
】
丘
陵
地
を
出
て
し
ま
う
と
、
今
度
は
水
辺
だ
。
一
組
の
草
履
は
、
晴

れ
た
日
に
当
た
っ
た
砂
で
爛
れ
る
よ
う
だ
。
寂
し
く
な
っ
た
林
で
は
、
歩
き
な

が
ら
葉
を
拾
っ
て
、
詩
句
を
得
て
、
暖
か
い
岸
辺
で
は
、
立
ち
つ
く
し
て
花
を

数
え
、
春
の
面
影
を
尋
ね
る
。
蘆
や
荻
が
茂
る
中
に
、
舟
を
浮
か
べ
て
み
た
い

と
思
い
、ま
た
松
や
竹
の
鬱
蒼
と
す
る
と
こ
ろ
に
、家
を
移
し
て
み
た
い
と
思
う
。

興
が
乗
れ
ば
、
帰
り
の
遅
く
な
る
の
を
ど
う
し
て
い
と
お
う
か
。
ま
だ
、
秋
の

野
辺
で
は
酒
を
売
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
。

○
小
春　

陰
暦
十
月
の
異
称
。　

○
水
涯　

岸
、水
ぎ
わ
。　

○
不
借　

フ
シ
ャ
。

草
履
の
異
名
。
人
に
貸
さ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
い
う
。　

○
借　

底
本
「
日
」
の

部
分
が
「
月
」、
６
０
詩
に
も
「
惜
」
が
「
月
」
の
例
。　

○
寒
林　

葉
が
落
ち

て
寒
々
と
し
た
冬
の
林
。　

○
松
筠　

松
と
竹
。
転
じ
て
変
わ
る
こ
と
の
な
い

節
操
の
喩
え
。　

○
西
郊　

15
詩
参
照
。　

○
酒
可
賖　
「
賖
酒
」
シ
ャ
シ
ュ
。

酒
を
か
け
で
買
う
。

65　

雪

素
影
難
分
日
已
沈　
　

素
影　

分
け
難
し　

日　

已
に
沈
む
こ
と
を

間
窓
只
向
碧
筒
斟　
　

間
窓　

只
だ
碧
筒
に
向
て
斟
む

一
群
軽
鷺
迷
孤
島　
　

一
群
の
軽
鷺　

孤
島
に
迷
ひ

數
點
寒
鴉
認
舊
林　
　

數
點
の
寒
鴉　

舊
林
を
認
む

竹
樹
放
聲
初
識
重　
　

竹
樹　

聲
を
放
て　

初
て
重
き
を
識
り

潮
痕
無
色
亦
應
深　
　

潮
痕　

色　

無
け
れ
ど
も
亦
た
應
に
深
か
る
べ
し

醉
来
靜
聴
柴
門
外　
　

醉
来　

靜
に
聴
く　

柴
門
の
外

独
立
何
人
乘
興
吟　
　

独
立　

何
の
人
か
興
に
乘
じ
て
吟
ず
る

【
訳
文
】
白
い
雪
明
か
り
で
、
日
が
す
で
に
沈
ん
だ
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

ほ
ど
だ
。
静
か
な
窓
の
も
と
、
た
だ
池
の
蓮
の
葉
で
酒
を
酌
ん
で
い
る
。
一
群

の
軽
や
か
な
鷺
が
、
池
の
孤
島
で
降
り
る
の
に
迷
い
、
数
羽
の
寒
鴉
は
、
な
じ

み
の
林
に
気
づ
い
た
よ
う
だ
。（
雪
が
落
ち
て
）
竹
や
樹
が
音
を
立
て
る
の
で
、

や
っ
と
雪
の
重
き
が
わ
か
り
、
雪
が
深
く
積
も
り
潮
の
痕
は
色
も
残
っ
て
な
い

だ
ろ
う
。
酔
っ
て
は
、
静
か
に
柴
の
門
の
外
に
耳
を
こ
ら
す
。
独
り
俗
か
ら
離

れ
て
、
誰
か
が
興
に
乗
じ
て
吟
じ
て
は
い
な
い
か
と
。

○
素
影　

し
ろ
い
か
げ
。
月
の
か
げ
。　

○
間
窓　

閑
窓
。
も
の
し
ず
か
な
窓
。　
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○
碧
筒　

み
ど
り
の
く
だ
。
三
国
魏
の
鄭
公
は
夏
日
、
客
を
宴
し
、
荷
葉
を
杯

と
し
て
酒
を
盛
り
、
茎
の
孔
か
ら
吸
っ
た
と
い
う
。　

○
軽
鷺　

軽
鷺
の
語
は

見
当
た
ら
な
い
が
、「
軽
鷗
」「
軽
禽
」な
ど
と
同
じ
く
鳥
の
軽
快
な
様
子
で
あ
る
。　

○
竹
樹　

竹
林
と
樹
木
。　

○
独
立　

俗
世
間
の
外
に
あ
る
こ
と
。

◎
八
句
目
の
門
前
ま
で
来
た
人
は
、
次
の
詩
と
同
じ
く
「
雪
夜
訪
戴
」（
世
説
新

語
）
の
故
事
を
連
想
さ
せ
る
。

66　

溪
興

霜
染
楓
林
菱
半
枯　
　

霜　

楓
林
を
染
て　

菱　

半
ば
枯
る

扁
舟
載
月
趣
清
孤　
　

扁
舟　

月
を
載
て　

趣　

清
孤

此
遊
莫
使
世
人
識　
　

此
の
遊　

世
人
を
し
て
識
ら
し
む
る
こ
と
莫
か
れ

誤
寫
秋
溪
訪
戴
圖　
　

誤
て
寫
さ
ん　

秋
溪　

戴
を
訪
ぬ
る
の
圖

【
訳
文
】
寒
気
が
楓
林
を
紅
葉
さ
せ
て
、
菱
は
半
ば
枯
れ
て
き
た
。
い
っ
し
ょ

に
月
を
載
せ
る
よ
う
に
小
舟
を
浮
か
べ
れ
ば
、
清
ら
か
で
孤
高
の
趣
き
だ
。
こ

の
遊
覧
を
、世
間
の
人
に
知
ら
せ
て
は
い
け
な
い
。秋
の
谷
川
な
の
に
、ま
ち
が
っ

て
雪
夜
に
戴
を
訪
ね
る
の
図
を
描
い
て
し
ま
う
か
ら
。

○
清
孤　
「
孤
清
」
孤
高
を
守
り
清
潔
な
こ
と
。　

○
誤
寫
秋
溪　

も
と
は
冬
の

話
し
で
あ
る
。　

○
訪　

底
本
の
送
り
仮
名
。「
訪
ロ
ウ
」　

○
訪
戴
圖　

晋
・

王
徽
之
が
雪
の
夜
に
戴
逵
が
剡
渓
に
い
る
を
憶
い
、
門
前
ま
で
来
た
が
、
興
が

尽
き
て
帰
っ
た
と
い
う
故
事
を
画
に
し
た
も
の
。

◎
故
事
の
使
用
法
。
季
節
の
違
い
を
利
用
し
た
。

67　

怨
詞

涙
痕
無
語
乾
無
暇　
　

涙
痕　

語
無
く
乾
く
に
暇
ま
無
し

獨
夜
沈
々
思
且
重　
　

獨
夜
沈
々
と
し
て　

思
ひ
且
つ
重か
さ
なる

夢
覺
還
求
夢
中
事　
　

夢　

覺
て　

還
て
夢
中
の
事
を
求
む
れ
ば

五
更
又
報
自
鳴
鐘　
　

五
更　

又　

報
ず　

自
鳴
鐘

【
訳
文
】
涙
の
痕
は
乾
く
間
も
な
く
、
言
葉
も
無
い
。
独
り
の
夜
は
し
め
や
か

に
ふ
け
て
い
き
、
そ
の
上
に
思
い
は
心
に
か
さ
な
っ
て
い
く
。
夢
が
覚
め
て
、

ま
た
夢
の
中
の
出
来
事
を
考
え
て
い
る
と
、
ま
た
、
時
計
の
鐘
の
音
が
も
う
五

更
だ
と
報
じ
て
い
る
。

○
且　

そ
の
上
に
。　

○
重　

か
さ
な
る
。　

○
五
更
又
報　

夢
の
中
に
戻
り

た
い
の
に
。　

○
自
鳴
鐘　

時
計
。

68　

早
起

露
眠
草
樹
未
全
醒　
　

露
に
眠
る
草
樹　

未
だ
全
く
は
醒
め
ず

一
片
冷
雲
環
小
亭　
　

一
片
の
冷
雲　

小
亭
を
環め
ぐ

る

汲
取
井
花
先
滌
硯　
　

井
花
を
汲
み
取
て　

先
づ
硯
を
滌
ひ

窓
前
間
寫
大
玄
経　
　

窓
前　

間
に
寫
す　

大
玄
経

半
上
落
下
詩
。　
　

半
ば
上
り
、
落
下
の
詩
。
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【
訳
文
】
露
に
濡
れ
て
眠
っ
て
い
る
草
や
樹
も
ま
だ
全
く
は
醒
め
て
い
な
い
が
、

一
片
の
冷
や
か
な
雲
が
、
小
さ
な
亭
を
取
り
ま
い
て
い
る
。
井
戸
の
一
番
水
を

汲
み
取
っ
て
、
ま
ず
硯
を
洗
い
、
窓
近
く
で
、
静
か
に
『
大
玄
経
』
を
書
写
す
る
。

途
中
ま
で
は
い
い
が
、
結
局
は
下
の
詩
で
あ
る
。

○
井
花　
「
井
華
」
朝
、
最
初
に
汲
ん
だ
井
戸
水
。
此
の
水
を
用
い
れ
ば
顔
色
を

良
く
す
る
と
い
う
。　

○
大
玄
経　

十
巻
。
漢
、揚
雄
撰
。
易
に
擬
し
て
作
る
。　

○
半
上
落
下
詩　

評
意
不
明
。
漢
・
揚
雄
『
大
玄
経
』
が
『
易
経
』
を
真
似
た

著
作
な
の
で
、
そ
の
評
価
か
ら
「
落
下
」
と
言
っ
た
か
。

69　

美
人
宿
醉

潮
紅
半
退
含
情
立　
　

潮
紅　

半
ば
退
て　

情
を
含
ん
で
立
つ

自
是
窈
窕
醉
海
棠　
　

自
ら
是
れ　

窈
窕
た
る
醉
海
棠

将
向
花
前
求
露
飲　
　

将
に
花
前
に
向
て
露
を
求
て
飲
ま
ん
と
す

侍
児
時
送
蛤
蜊
湯　
　

侍
児　

時
に
送
る　

蛤
蜊
湯

【
訳
文
】酔
っ
て
赤
み
が
注
し
た
頬
の
紅
も
、半
ば
褪
せ
て
、思
い
を
含
ん
で
立
っ

て
い
る
と
こ
ろ
は
、
自
の
ず
か
ら
、
海
棠
の
花
が
な
ま
め
か
し
く
酔
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
ま
さ
に
そ
の
花
の
前
で
美
人
は
酔
い
醒
ま
し
に
露
の
水
を
求
て
飲
も

う
と
し
て
い
る
。
時
に
、
侍
女
が
浅
蜊
と
蛤
の
汁
を
持
っ
て
き
た
。

○
宿
醉　

二
日
酔
い
。　

○
潮
紅　

あ
か
色
を
呈
す
る
（
范
成
大
『
崇
寧
紅
詩
』

「
…
晩
来
酔
面
潮
紅
」）　

○
窈
窕　

女
婿
の
お
く
ゆ
か
し
く
上
品
な
さ
ま
「
關
關

雎
鳩
、
在
河
之
洲
。
窈
窕
淑
女
、
君
子
好
求
。」『
詩
經
』「
周
南
・
關
雎
」、
な

ま
め
か
し
い
さ
ま
。　

○
醉
海
棠　
「
海
棠
睡
未
足
」
美
人
の
目
覚
め
た
ば
か
り

で
眠
り
足
ら
ず
、
な
よ
な
よ
と
弱
々
し
く
見
え
る
こ
と
を
い
う
（
唐
書
・
楊
貴

妃
伝
）。
酒
を
飲
ん
だ
あ
と
の
姿
。　

○
蛤
蜊
湯　

蛤
と
ア
サ
リ
の
汁
。
二
日
酔

い
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

70　

海
君
玉
席
上
同
柏
永
日
内
田
譲
卿
分
山
水
花
竹
書
画
酒
茶
字
為
韻
各
賦
二

絶（
海
君
玉
の
席
上
、
柏
永
日
・
内
田
譲
卿
と
同
じ
く
「
山
水
花
竹
書
画
酒
茶
字
」

を
分
て
韻
と
為
す
。
各
の
二
絶
を
賦
す
。）

心
在
雲
嵐
身
未
間　
　

心　

雲
嵐
に
在
て　

身　

未
だ
間
な
ら
ず

小
園
為
置
石
孱
顔　
　

小
園　

為
に
置
く　

石
孱
顔

一
霄
尼
得
遊
僧
宿　
　

一
霄　

遊
僧
を
尼と
ど

め
得
て
宿
せ
し
む

話
盡
羽
山
兼
奥
山　
　

話
し
盡
す　

羽
山
と
奥
山
と

本
邦
火
宅
行
脚
僧
投
宿
於
民
家
動
輒
説
奥
羽
諸
山
之
妖
恠
。
以
欺
愚
夫
愚
婦
。

此
首
示
夏
人
乃
不
知
也
。
以
邦
人
観
之
不
免
俗
趣
。

本
邦
の
火
宅
行
脚
僧
、
民
家
に
投
宿
し
、
動
も
す
れ
ば
輒
ち
奥
羽
諸
山
の
妖
恠

を
説
く
。
以
て
愚
夫
愚
婦
を
欺
く
。
此
の
首
、
夏
人
に
示
せ
ば
乃
ち
知
ら
ざ
る



−343−

山
口　

旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

な
り
。
邦
人
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、
俗
趣
を
免
れ
ず
。

【
訳
文
】
海
野
蠖
齋
の
詩
会
で
、
柏
木
如
亭
・
内
田
譲
卿
と
と
も
に
「
山
水
花

竹
書
画
酒
茶
字
」
の
八
字
を
分
け
て
韻
脚
と
し
て
、
四
人
そ
れ
ぞ
れ
絶
句
二
首

を
作
っ
た
。

心
は
山
気
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
身
は
ま
だ
（
市
中
に
い
て
）
閑
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
小
さ
な
庭
に
は
険
し
い
山
を
模
し
た
石
を
置
い
て
み
た
。
そ
の
上
さ

ら
に
、
あ
る
晩
な
ど
は
、
遊
行
僧
を
留
め
て
宿
ら
せ
て
、
廻
っ
て
き
た
と
い
う

奥
羽
の
山
々
の
様
子
を
話
し
尽
く
し
て
も
ら
っ
た
。

我
が
国
の
火
宅
を
行
脚
す
る
僧
侶
は
、
民
家
に
宿
を
借
り
、
ど
う
か
す
る
と
す

ぐ
、奥
羽
諸
山
に
い
る
と
い
う
妖
怪
を
説
く
。
そ
し
て
、愚
夫
愚
婦
を
欺
く
の
だ
。

こ
の
詩
は
、
中
国
人
に
見
せ
れ
ば
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
し
、
日
本
人
が
こ
れ

を
見
れ
ば
、
俗
な
趣
向
で
あ
る
の
を
免
れ
な
い
。

○
海
君
玉　

海
野
蠖
齋
。20
・
54
詩
参
照
。　

○
柏
永
日　

柏
木
如
亭
の『
木
工
集
』

に
そ
れ
ら
し
き
詩
は
な
い
。　

○
内
田
譲
卿　

未
詳
。『
臭
蘭
稿
甲
集
』
の
山
本

緑
陰
の
詩
題
に
も
出
る
。　

○
山
水
花
竹
書
画
酒
茶　

八
字
を
四
人
で
分
け
て
、

詩
佛
は
「
山
水
」
の
二
字
を
受
け
持
っ
た
。
一
首
目
は
「
山
」、二
首
目
は
「
水
」

で
あ
る
。　

○
雲
嵐　

雲
の
よ
う
に
た
だ
よ
う
山
気
。　

○
孱
顔　

セ
ン
ガ
ン
。

山
の
高
く
峻
し
い
さ
ま
。　

○
火
宅　

火
宅
煩
悩
の
多
い
俗
界
。
火
宅
僧
は
、

肉
食
妻
帯
の
僧
侶
を
い
う
。　

○
動
輒　
「
動
輒
～
」
は
、「
や
や
も
す
れ
ば
す

な
わ
ち
～
」
と
読
み
、「
ど
う
か
す
る
と
す
ぐ
に
～
」　

○
夏
人　

中
国
人
。

◎
日
本
的
素
材
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
る
詩
佛
と
否
定
す
る
素
堂
の
ち
が
い
が

出
て
い
る
。
中
国
人
に
理
解
で
き
る
か
、
が
一
つ
の
争
点
に
な
っ
て
い
る
。

71　

そ
の
2

臥
病
無
為
過
日
子　
　

臥
病　

為
す
こ
と
無
く
し
て　

日
子
を
過
す

小
齋
雲
冷
依
寒
被　
　

小
齋　

雲　

冷
て　

寒
被
に
依
る

近
来
愛
澹
怯
茶
嚴　
　

近
来　

澹
を
愛
し
て　

茶
の
嚴
な
る
を
怯
る

手
製
一
瓶
甘
爛
水　
　

手
づ
か
ら
製
す　

一
瓶
の
甘
爛
水

【
訳
文
】
病
に
臥
せ
っ
て
、
で
き
る
こ
と
も
無
く
、
月
日
を
過
し
て
い
る
。
雲

は
冷
や
か
で
、
自
分
の
書
斎
で
冬
用
の
布
団
に
く
る
ま
っ
て
い
る
。
近
ご
ろ
、

淡
い
の
が
好
み
で
、
茶
の
濃
い
の
は
苦
手
だ
。
手
づ
か
ら
（
茶
を
入
れ
る
の
に

よ
い
と
い
う
）
甘
爛
水
な
る
も
の
を
一
瓶
ば
か
り
作
っ
て
み
た
。

○
日
子　

ひ
に
ち
。
年
月
日
。　

○
茶
嚴　
「
嚴
茶
」濃
い
茶
。　

○
甘
爛
水　
『
傷

寒
論
』
に
あ
り
、
軟
水
で
薬
を
煎
じ
た
り
茶
を
入
れ
た
り
す
る
の
に
い
い
水
の

こ
と
。
詩
佛
は
医
者
の
家
の
出
身
。

◎
俗
化
し
た
抹
茶
よ
り
文
人
趣
味
の
煎
茶
と
い
う
こ
と
か
。

72　

題
益
田
萬
頃
書
齋
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嫩
竿
移
得
傍
庭
隅　
　

嫩
竿　

移
し
得
て　

庭
隅
に
傍
ふ
も

難
引
鴬
児
與
鳳
雛　
　

引
き
難
し　

鴬
児
と
鳳
雛
と

且
識
新
窓
未
成
翠　
　

且
つ
識
る　

新
窓　

未
だ
翠
を
成
さ
ず

取
貽
脩
竹
帶
風
圖　
　

取
て
貽
る　

脩
竹　

風
を
帶
る
の
圖

【
訳
文
】
若
い
竹
を
移
し
植
え
て
、
庭
の
隅
に
並
べ
て
み
て
も
、
小
さ
な
鴬
や

鳳
の
雛
も
来
な
い
よ
う
だ
。
そ
れ
は
、
ま
だ
新
居
は
緑
で
い
っ
ぱ
い
で
は
な
い

か
ら
な
の
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
長
い
竹
が
風
に
吹
か
れ
て
い
る
図
を
贈
ろ
う
。

○
益
田
萬
頃　

江
戸
の
篆
刻
家
。
益
田
菫
齋
の
字
。『
詩
聖
堂
詩
話
』
29
話
「
能

く
詩
を
観
る
の
友
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。　

○
鳳
雛　

鳳
凰
の
ひ
な
。
有
望

な
少
年
。
麒
麟
児
。　

○
取
貽　
「
取
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
、「
そ
の
こ
と

を
好
ん
で
自
分
の
も
の
と
す
る
。「
取
酔
」「
取
暖
」
と
同
じ
と
み
る
。　

○
脩

竹　

長
い
竹
。　

○
脩
竹
帶
風
圖　

詩
佛
が
得
意
の
墨
竹
画
を
贈
っ
た
の
だ
ろ

う
。

73　

黄
櫻

竒
芳
別
以
中
央
德　
　

竒
芳　

別
に
中
央
の
德
を
以
て

却
王
扶
桑
東
海
域　
　

却
て
扶
桑
東
海
の
域
に
王
た
り

唯
恐
春
深
月
更
清　
　

唯
だ
恐
る　

春
深
く
し
て　

月　

更
に
清
き
こ
と
を

満
庭
黄
雪
澹
無
色　
　

満
庭　

黄
雪　

澹
と
し
て
色
無
し

頗
有
斧
鑿
痕
。　
　

頗
る
斧
鑿
の
痕
有
り
。

【
訳
文
】
美
し
い
「
黄
桜
」
の
花
、
黄
色
は
特
別
に
中
央
の
徳
を
持
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
逆
に
東
海
の
国
、
日
本
で
盛
ん
に
咲
い
て
い
る
。
た
だ

恐
れ
る
の
は
、
晩
春
の
こ
ろ
、
月
が
非
常
に
清
ら
か
な
と
き
、
庭
中
の
、
黄
い

ろ
い
雪
の
よ
う
な
花
が
、（
月
の
光
と
重
な
っ
て
）
淡
く
色
が
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
だ
。

や
や
技
巧
を
弄
し
た
あ
と
が
見
え
る
。

○
黄
櫻　

黄
桜
。
サ
ク
ラ
の
一
品
種
。
花
は
八
重
で
、
樺
茶
ま
た
は
鬱
金
色
。

「
御
衣
黄
」
な
ど
が
あ
る
。　

○
中
央
德　

黄
色
は
五
色
の
ひ
と
つ
で
五
方
（
東

西
南
北
と
中
央
）
で
は
中
央
、
五
行
で
は
土
色
。
地
上
の
支
配
者
、
皇
帝
の
色
。

高
貴
な
色
。　

○
却　

中
央
な
の
に
逆
に
東
海
で
、
の
意
。　

○
黄
雪　

黄
色

の
雪
。
桂
の
花
。
月
に
あ
る
と
さ
れ
る
。　

○
斧
鑿
痕　

お
の
・
の
み
を
用
い

て
小
細
工
を
し
た
あ
と
。
詩
文
で
は
技
巧
を
凝
ら
し
た
あ
と
。

74　

題
画

亭
上
有
人
臨
水
坐　
　

亭
上　

人
有
り　

水
に
臨
て
坐
す

欲
交
一
語
更
無
由　
　

一
語
を
交
へ
ん
と
欲
す
れ
ど
も　

更
に
由
無
し

扁
舟
亦
識
到
不
得　
　

扁
舟　

亦
た
識
る　

到
り
得
ざ
ら
ん
こ
と
を

恠
石
奇
松
自
一
丘　
　

恠
石
奇
松　

自
ら
一
丘
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山
口　

旬　

大
窪
詩
佛
『
卜
居
集
巻
之
上
』
注
釈

【
訳
文
】
亭
の
ほ
と
り
に
人
が
い
て
、
川
に
臨
ん
で
坐
し
て
い
る
。
言
葉
を
交

わ
そ
う
と
し
て
も
、
い
っ
こ
う
に
き
っ
か
け
が
な
い
。（
画
中
の
乗
り
捨
て
ら
れ

た
）
小
舟
か
ら
も
、
そ
こ
に
到
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
よ
く
わ
か
る
。
怪
し

い
岩
石
や
奇
怪
な
松
に
囲
ま
れ
た
世
界
は
、
自
か
ら
一
つ
の
俗
外
境
を
な
し
て

い
る
の
だ
。

○
亭
上
有
人　

画
中
の
人
物
で
あ
る
。　

○
更
無
由　

言
葉
を
交
わ
せ
な
い
の

は
画
中
の
人
物
だ
か
ら
。　

○
亦
識
到
不
得　

画
中
に
も
亭
の
あ
る
と
こ
ろ
ま

で
至
ら
な
い
俗
な
世
界
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。　

○
一
丘　
「
一
丘
一

壑
」
一
つ
の
お
か
ひ
と
つ
の
谷
で
も
ま
ん
ぞ
く
す
れ
ば
楽
し
め
る
と
い
う
こ
と

で
、
身
を
俗
外
に
置
い
て
風
流
を
楽
し
む
こ
と
。

◎
絵
画
自
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
俗
外
の
世
界
を
な
し
て
い
る
。

75　

歸
途
口
號

松
杉
月
淡
影
難
真　
　

松
杉　

月
淡
く
し
て　

影　

真
な
り
難
く

一
犬
寥
々
吠
醉
人　
　

一
犬　

寥
々
と
し
て　

醉
人
を
吠
ゆ

頽
壁
隔
溪
誰
所
住　
　

頽
壁　

溪
を
隔
つ　

誰
れ
か
住
す
る
所
ぞ

糠
燈
光
漏
覺
家
貧　
　

糠
燈　

光
漏
て　

家
の
貧
し
き
を
覺
ゆ

【
訳
文
】
松
や
杉
か
ら
漏
れ
る
月
の
光
は
淡
く
、
影
も
は
っ
き
り
せ
ず
ぼ
ん
や

り
と
し
、犬
が
一
匹
、ひ
っ
そ
り
と
酔
っ
ぱ
ら
い
（
の
私
）
を
吠
え
る
く
ら
い
だ
。

谷
川
を
隔
て
て
見
え
る
、
頽
れ
か
け
た
壁
の
家
は
、
誰
が
住
ん
で
い
る
の
や
ら
。

安
い
糠
油
の
灯
の
光
が
漏
れ
て
、
そ
の
家
の
貧
し
さ
が
思
わ
れ
る
。

○
口
號　

詩
の
様
式
の
一
つ
。
文
字
に
書
か
ず
、
心
に
思
い
う
か
ぶ
ま
ま
に
直

ち
に
詠
じ
ら
れ
た
詩
。　

○
寥
　々

う
つ
ろ
で
、
ひ
っ
そ
り
。　

○
糠
燈　

と

も
し
び
の
一
種
。
貧
家
で
用
い
る
。

76　

送
中
野
子
興
遊
熱
海
温
泉
遂
歸
勢
州

（
中
野
子
興
の
熱
海
温
泉
に
遊
び
、
遂
に
勢
州
に
歸
る
を
送
る
。）

偏
識
團
欒
易
過
春　
　

偏
に
識
る　

團
欒
し
て
春
を
過
し
易
き
こ
と
を

無
端
復
作
異
郷
人　
　

端
無
く
も
復
た
異
郷
の
人
と
作
る

如
今
別
去
雲
千
段　
　

如
今　

別
れ
去
れ
ば　

雲
千
段

他
日
相
思
月
一
輪　
　

他
日　

相
思
は
ば　

月
一
輪

緑
野
尋
花
曽
至
寺　
　

緑
野　

花
を
尋
て
曽
て
寺
に
至
り

　
〔
看
櫻
至
品
川
来
福
西
向
諸
寺
〕

　
（
櫻
を
看
る
。
品
川
、
来
福
・
西
向
諸
寺
に
至
る
。）

碧
窗
品
句
又
分
茵　
　

碧
窗　

句
を
品
し
て　

又　

茵
を
分
つ

　
〔
時
臭
蘭
甲
集
成
。
同
會
奚
疑
塾
評
論
判
議
。〕

　
（
時
に
『
臭
蘭
甲
集
』
成
る
。
同
じ
く
奚
疑
塾
に
會
し
評
論
判
議
す
。）

温
泉
啻
療
舊
来
病　
　

温
泉　

啻
だ
舊
来
の
病
を
療
す
る
の
み
な
ら
ん
や

兼
洗
詩
腸
吐
斬
新　
　

兼
て
詩
腸
を
洗
て　

斬
新
を
吐
か
ん

【
訳
文
】
中
野
子
興
が
熱
海
温
泉
に
旅
し
て
、
結
局
、
伊
勢
に
帰
る
を
送
る
。
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ひ
た
す
ら
わ
か
っ
た
、
楽
し
い
円
居
を
す
る
と
春
な
ど
す
ぐ
過
き
て
し
ま
う
こ

と
が
。
思
い
が
け
ず
も
、
再
び
別
の
郷
の
人
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
い

ま
別
れ
て
去
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
間
に
は
雲
が
千
も
隔
て
、
今
度
は
、
同
じ

月
一
輪
を
見
て
互
い
に
思
い
出
す
こ
と
だ
ろ
う
。
か
つ
て
、
緑
豊
か
な
野
を
歩

い
て
、
花
を
尋
ね
て
寺
に
来
た
し
、（
桜
の
花
見
で
、
品
川
の
来
福
寺
や
西
向
観

音
な
ど
諸
寺
に
来
た
。）
碧
の
紗
の
あ
る
書
斎
で
、
詩
句
を
品
評
し
た
り
、
ま
た
、

そ
の
ま
ま
布
団
を
分
け
合
っ
て
寝
て
し
ま
っ
た
り
し
た
。（
こ
の
時
に
『
臭
蘭
稿

甲
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
共
に
奚
疑
塾
に
会
合
し
て
、
作
品
を
評
論
し
て
編
集

を
判
議
し
た
。）
熱
海
の
温
泉
に
寄
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
た
だ
本
来
の
病
を
療

治
す
る
だ
け
で
い
い
も
の
か
、
つ
い
で
に
詩
心
を
洗
っ
て
、
斬
新
な
詩
を
吐
い

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

○
勢
州　

中
野
素
堂
の
故
郷
、
伊
勢
。　

○
團
欒　

親
し
い
も
の
の
楽
し
い
会

合
。　

○
雲
千
段　
「
段
」
か
た
ま
り
（
李
邕
・
詠
雲
詩
「
散
作
五
般
色
、
凝
為

一
段
愁
」）。　

○
緑
野　

み
ど
り
の
野
。　

○
看
櫻
至
品
川
来
福　

海
賞
山
来

福
寺
。
品
川
区
東
大
井
。『
江
戸
名
所
図
会
』
に
「
延
命
桜
…
境
内
、
桜
樹
数
株

あ
り
て
こ
と
ご
と
く
品
を
頒
て
り
。
弥
生
の
花
盛
り
に
は
遠
近
薫
り
を
慕
ひ
て
、

こ
こ
に
遊
賞
す
る
人
少
な
か
ら
ず
」　

○
西
向
諸
寺　

増
上
寺
内
、西
向
観
音
か
。　

○
碧
窗　

碧
紗
を
か
け
た
ま
ど
。
山
本
緑
蔭
を
暗
示
す
る
か
。　

○
茵　
「
茵
」

し
と
ね
、
し
き
も
の
。　

○
臭
蘭
甲
集　
『
臭
蘭
稿
甲
集
』
を
さ
す
。
北
山
門
下

の
漢
詩
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。　

○
奚
疑
塾　

山
本
北
山
の
私
塾
。　

○
評
論
判
議　

『
臭
蘭
稿
甲
集
』
に
つ
い
て
評
論
し
た
。　

○
舊
来
病　

本
来
、
温
泉
が
効
果
あ

る
と
い
う
病
。

卜
居
集
巻
之
上
終


